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予算審査特別委員会会議録 

 

◯招集場所  三川町役場議場 

◯開会月日  令和２年３月１０日 

◯閉会月日  令和２年３月１６日 

 

◯予算審査特別委員会委員長  芳 賀 修 一 

◯予算審査特別委員会副委員長  町 野 昌 弘 

 

 

第 １ 日   ３ 月１０日（火） 

 

◯出席委員（９名） 

  １番 鈴 木 重 行委員  ２番 志 田 德 久委員  ３番 佐 藤 栄 市委員 

  ４番 佐久間 千 佳委員  ５番 町 野 昌 弘委員  ６番 芳 賀 修 一委員 

７番 鈴 木 淳 士委員  ８番 成 田 光 雄委員  ９番 梅 津  博 委員 

 

◯欠席委員（０名） 

  な し 

 

◯説明のため出席した者の職氏名 

阿 部  誠 町 長   石 川  稔 副 町 長 

鈴 木 孝 純 教 育 長   本 間  明 総 務 課 長 

 
黒 田  浩 企 画 調 整 課 長 五 十 嵐 礼 子

 町 民 課 長 兼 

     会計管理者兼会計課長 
 

 
中 條 一 之

 健康福祉課長兼 
齋 藤 仁 志

 産業振興課長併 

 地域包括支援センター長  農業委員会事務局長 

教育課長兼公民館長併 

加 藤 直 吉 建 設 環 境 課 長   佐 藤  亮 農村環境改善センター所長併 
健康福祉課保育園主幹併 
子育て支援施設整備主幹 

 

和 田  勉 監 査 委 員   庄 司 正 廣 農業委員会会長 
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◯職務のため出席した者の職氏名 

髙 橋 誠 一 議会事務局長   佐 藤 真 子 書記   菅 原 明 大 書記 
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◯議 長（小林茂吉議員） これより、委員会条例第８条の規定により、この場所で予算審査特

別委員会を招集します。 

◯議 長（小林茂吉議員） ただいまより予算審査特別委員会を開会いたします。 

（午後 ２時４６分） 

◯議 長（小林茂吉議員） 委員長がまだ決まっていませんので、委員長を互選するまでの間、

委員会条例第８条第２項の規定により、年長委員が互選に関する職務を行うことになってお

ります。出席委員中、芳賀修一委員が年長委員でありますのでご紹介申し上げます。 

芳賀修一委員、登壇願います。 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） ただいま紹介されました芳賀修一であります。 

委員会条例第８条第２項の規定により、委員長が決まるまでの間、臨時に委員長の職務を

行いますので、よろしくお願い申し上げます。 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） これより、委員長の互選を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法については、時間の関係もありますので、地方自治法第 118

条第２項の規定に準拠し、指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法については、指

名推選によることに決定しました。 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） 指名の方法については、臨時委員長において指名することにし

たいと思います。これに異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） 異議なしと認めます。したがって、臨時委員長において指名す

ることに決定しました。 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） 予算審査特別委員会委員長に、私、６番 芳賀修一を指名しま

す。 

お諮りいたします。ただいま指名いたしました芳賀修一を予算審査特別委員会委員長の当

選人と定めることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

◯臨時委員長（芳賀修一委員） 全員異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました

私、芳賀修一が予算審査特別委員会委員長に当選しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） ただいま予算審査特別委員会委員長に就任いたしました芳賀修一

であります。 

本委員会に与えられた時間の都合もありますので、委員各位のご協力によりまして、定め

られた時間まで審査を終わるよう努力したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◯委員長（芳賀修一委員） これから副委員長の互選を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法については、時間の関係もありますので、地方自治法第 118

条第２項の規定に準拠し、指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
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◯委員長（芳賀修一委員） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法については、指名推

選によることに決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 指名の方法については、委員長において指名することといたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

◯委員長（芳賀修一委員） 異議なしと認めます。したがって、委員長において指名することに

決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 予算審査特別委員会副委員長に５番 町野昌弘委員を指名いたしま

す。 

お諮りします。ただいま指名いたしました町野昌弘委員を予算審査特別委員会副委員長の

当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

◯委員長（芳賀修一委員） 全員異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました

町野昌弘委員が予算審査特別委員会副委員長に当選されました。 

◯委員長（芳賀修一委員） ただいま予算審査特別委員会副委員長に当選されました町野昌弘

委員が本議場におりますので、本席より告知します。 

 

◯委員長（芳賀修一委員） 本日の予算審査特別委員会は、この程度にしたいと思います。 

なお、１３日、午前９時３０分から本議場において、予算審査特別委員会を再開いたしま

すので、ご参集くださるようお願いします。 

本日は大変ご苦労さまでした。これをもって散会します。 

 

（午後 ２時５１分） 

 

 



- 5 - 

第 ２ 日   ３ 月１３日（金） 

 

 

◯出席委員（９名） 

  １番 鈴 木 重 行委員  ２番 志 田 德 久委員  ３番 佐 藤 栄 市委員 

  ４番 佐久間 千 佳委員  ５番 町 野 昌 弘委員  ６番 芳 賀 修 一委員 

７番 鈴 木 淳 士委員  ８番 成 田 光 雄委員  ９番 梅 津  博 委員 

 

◯欠席委員（０名） 

  な し 

 

◯説明のため出席した者の職氏名 

阿 部  誠 町 長   石 川  稔 副 町 長 

鈴 木 孝 純 教 育 長   本 間  明 総 務 課 長 

 
黒 田  浩 企 画 調 整 課 長 五 十 嵐 礼 子

 町 民 課 長 兼 

     会計管理者兼会計課長 

 
 
中 條 一 之

 健康福祉課長兼 
齋 藤 仁 志

 産業振興課長併 

 地域包括支援センター長  農業委員会事務局長 

教育課長兼公民館長併 

加 藤 直 吉 建 設 環 境 課 長   佐 藤  亮 農村環境改善センター所長併 
健康福祉課保育園主幹併 
子育て支援施設整備主幹 
 

 
本 多 由 紀

 総 務 課 長 補 佐 
本 間  純

 総 務 課 長 補 佐 

 （ 総 務 担 当 ）  （危険管理担当） 

鈴 木  亨 
総 務 課 長 補 佐   

菅 原  勲
 
企画調整課長補佐

 

        （ 財 政 担 当 ）    

 
五 十 嵐 章 浩 企 画 調 整 係 長 五十嵐まなみ

 住 民 主 査 兼 

     住 民 係 長 

山 本 美 鈴 税 務 係 長   阿 部 正 和 国 保 係 長 

加 藤 恵 美 福 祉 係 長   真 嶌  幸 介 護 支 援 係 長 

 齋 藤 昌 子
 健康福祉課長補佐 

鈴 木 武 仁
 産業振興課長補佐 

 （ 健 康 担 当 ）  （ 農 政 担 当 ） 
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 今 野  徹
 産業振興課長補佐 

加 藤 善 幸
 建設環境課長補佐 

 （商工観光担当）  （ 建 設 担 当 ） 

丸 山 誠 司 
建設環境課長補佐   

木 村  功
 
環 境 整 備 係 長

 

        （環境整備担当）    

 吉 田 直 樹 出 納 係 長 齋 藤 い つ
 教 育 課 長 補 佐 

     （総務学校担当） 

                   保育園主査兼保育園係長兼 
大 瀧 功 喜            渋 谷  淳 子育て支援施設整備主査兼子育て支援施設整備係長併  

                         学校教育主査兼学校教育係長 

齋 藤 一 哉 社会教育主査兼社会教育係長   須 藤 輝 一 農業委員会事務局長補佐 

 

 

和 田  勉 監 査 委 員   庄 司 正 廣 農業委員会会長 

 

◯職務のため出席した者の職氏名 

髙 橋 誠 一 議会事務局長   佐 藤 真 子 書記   鈴 木 拓 也 書記 

学校教育主査兼学校教育係長 

（教育指導担当）兼指導主事 
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◯委員長（芳賀修一委員） ただいまから予算審査特別委員会を再開します。 

（午前 ９時３０分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 予算審査の方法は、委員全員で本議場において審査することとしま

す。 

出席要求として、町長、監査委員、教育委員会教育長及び農業委員会会長より出席のうえ、

説明をお願いします。 

なお、出席説明者の要求については急を要するものであることから、委員会条例第１８条

の規定により、この際、議長の了承をお願いします。 

審査の期限は、３月１６日までであります。 

期限までに審査を終えるようご協力をお願いします。 

なお、書記には、佐藤真子書記、菅原明大書記、鈴木拓也書記よりお願いいたします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 直ちに審査に入ります。 

付託された本件の審査は、能率的に、かつ、実効の上がるように進めたいと思いますので、

委員各位に配付している審査日程により審査を行います。 

なお、審査の状況によっては若干の時間的な伸び縮みがあると思いますが、ご了承をお願

いします。 

審査にあたっては、質疑者も説明者も要点を要領よく行っていただきます。 

また、質疑者には、ページ数をはっきり言っていただき、１回の質疑にあまりにも多くの

項目にわたりますと説明にも時間をとる結果になりますので、ご留意願います。 

なお、会議規則第５４条の規定により、質問が偏らないように、一審査区分ごとに１人３

回以内としますが、各委員に対して数多くの質疑の機会を与えるということから２回にとど

め、状況を見て残り１回の質疑をするという方法で委員会の運営をいたしますので、ご協力

のうえ、十分審査していただくようよろしくお願いします。 

それでは、ただいまから、第一審査区分として、一般会計歳入全般について審査を行いま

す。 

◯委員長（芳賀修一委員） 質疑を許します。 

１番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） 私の方から数点お伺いいたします。 

初めに１３ページの町税、個人の課税標準見込額の部分でありますが、説明書によりまし

ても給与所得環境の改善ということで増額を見込んでいるということでありました。この点、

農業所得についての考え方をお伺いしたいのですが、昨年度、良好な作況指数、また過去最

高とされる増収と、出納の面ではそういった発表がありましたが、そういったことが反映さ

れておられるかどうかお聞きしたいと思います。また、収納見込率についてお伺いしたいの

ですが、コンビニからの収納が可能になるということで、その効果についてどのようにお考

えかお聞きしたいと思います。 

次に、１８ページの使用料の件でありますが、一番上の農村環境改善センター使用料、こ

れと２４ページには貸付料として計上してございます。この来年度からの農村環境改善セン
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ターの利用計画についてお伺いしたいと思います。 

もう１点、使用料の件で体育施設使用料増額となっておりますが、以前に説明いただいた

値上げによるものなのかどうか確認させていただきたいと思います。また、その値上げによ

る利用率と申しますか利用数への影響といったものをどのように捉えているか、お伺いした

いと思います。 

もう１点、２２ページの中段にあります、いきいき雪国やまがた推進交付金、新たな交付

金かと思いますが、この対象となる事業について、また交付金額の算定基準等がありました

らお伺いしたいと思います。 

最後に２５ページのふるさと応援寄附金の件であります。今年度と同額ぐらいの予算を見

込んでいると思われますが、この６億円という金額に対してどのような考えをお持ちか。私

は好調と思うわけですが、この好調を続ける要因としてどのように捉えているかお伺いした

いと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  個人町民税に係る農業所得の見込みの状況でございます。ま

ず令和元年産米につきましては、平年の収量ということで確保できたというふうに聞いてお

ります。また、一等米比率の方も高く、それによりまして１０ａ当たりの収量が平成３０年

産米から比べますともとに戻ったのかなというふうに思っているところでございます。そう

いったことから個人町民税、わずかですけれども、昨年度より増という形で予算計上させて

いただいたところでございます。 

収納見込みに関しまして、コンビニ収納の効果というところのご質問でございました。コ

ンビニ収納につきましては、近隣の市におきましてだいぶ以前から導入がされているところ

です。本町にありましては庄内町、遊佐町と足並みを揃えての導入ということで今準備を進

めているところでございますが、これまでの徴収会議におきまして、鶴岡市、酒田市の情報

でございますが、このコンビニによる収納率の上昇というものはそんなにないということで

ございました。まず納税者に対しての納税環境としてこういった手法、手法というか２４時

間の収納ができるとか、遠隔地からの納付ができるとか、そういったサービス面での導入と

いうふうに私どもも捉えておりますし、わずかながらには、少しでも上がっていただくのは

ありがたい話ですが、そんなには期待していないところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤農村環境改善センター所長。 

◯説明員（佐藤 亮農村環境改善センター所長）  ご質問がありました使用料の関係でありま

す。農村環境改善センターの使用料につきましては、令和２年度の収入見込みとして５０万

円ということで前年から比べまして半分というような形での予算計上をしております。これ

につきましてはホールの使用が６月を目処に一般貸し出しを中止すると、貸し出しをやめる

というような方針を持っていることから、その分減額したものであります。 

続きまして、同じく使用料の部分の体育施設料についてでありますけれども、こちらにつ

きましては、先の議会で体育施設等の利用料の見直しを行ったところであり、それに伴う増

額ということを見込みました。その増額に伴って料金見直しに伴う利用者の影響というよう
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なご質問もありましたが、いくらか影響はあると想定はしているのですが、これまで使って

いただいた方々が引き続き利用いただけるものと見ており、大幅な利用減に繋がるものとは

考えていないところであり、このような金額を計上したところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ２２ページのいきいき雪国やまがた推進交付金に関するご質

問でございました。これにつきましては、令和元年度においては山形県市町村総合交付金の

中に含まれていたものでございますが、内容的には支援を要する世帯において除排雪に要す

る経費等の補助交付金となります。詳細につきましては、鈴木総務課長補佐より説明申し上

げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木総務課長補佐。 

◯説明員（鈴木 亨総務課長補佐）いきいき雪国やまがた推進交付金の対象となっている事業

でございますが、社会福祉協議会が除雪利用料の負担軽減の助成を行っておりまして、そち

らに対する補助金につきまして補助の対象となっている他、町内会等に対応している除雪機

の整備等に関する除雪対象経費について対象となっているところでございまして、金額につ

きましては県の定める予算の範囲内ではございますが、町の事業者に対しましては半額が助

成されているところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） ふるさと応援寄附金額の増額の件でございますが、前年度

予算５億円に対して実績として５億 4,000 万円ほど、また本年度については予算額として５

億 2,000 万円に対して今現在 120％増で推移しております。こうしたことを鑑みまして、新

年度予算については５億 2,000 万円に 8,000 万円を増加した６億円ということで見込んだと

ころでございます。 

なお、増加傾向にある要因ということでございました。たぶん複数要因があるものと思っ

ています。まず一つが本町のふるさと応援寄附金に対する返礼品というのが米を中心になっ

ております。こうした場合、寄附をしてこれを選んでいただいた方については、一度それを

食して美味しいなと仮に評価をいただくと、主食ですのでリピート、複数回継続して寄附を

いただくという状況がございます。こういったことがまずは減らない要因の一つになろうか

と思います。それから、実際に返礼品に関わることですが、選んだ際に寄附者がこれはとい

うような、いわゆるマイナスの評価という部分が往々にしてあるわけでございますが、その

マイナスの要因が三川町の場合は少ない、ないというようなことも維持もしくは向上に繋が

っているものと考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） １番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） 課税標準見込額の農業所得については、平年並みの収量であったと

いうようなことでありました。先日、青色申告等での農業者所得の申告があったわけであり

ますけれども、かなりの農家では増収が見込まれたというような声もありました。申告は結

果が出ないと分からない部分かもしれませんけれども、この平年並みとされる情報等の根拠

等があれば教えていただければと思います。 
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もう１点、収納率でありますけれども、コンビニ収納、もともと高い収納率でありますの

で、収納率への効果といったものは確かに少ないのかと思います。あとから分析も必要かと

思いますけれども、コンビニからの収納された件数というものはあとから分かるものなのか

どうか教えていただければと思います。あと、コンビニの収納が可能になるということです

けれども、対象となる税はどのようなものがコンビニから収納できるようになるのか、加え

て教えていただきたいと思います。 

農村環境改善センターの件であります。ホールが使えなくなるというようなことでありま

した。先程２４ページの貸付料についての説明もお願いしたのでありますが、このことにつ

いてまた説明をお願いしたいと思います。 

体育施設の使用料でありますが、値上げが利用数には影響しないというようなことであり

ました。利用者の声を聞きますと、中には同様の施設だけども三川町の施設は安くてわざわ

ざ来て使っているというような声もありました。そういったことが今回の値上げに影響され

なければいいのかなと思いますけれども、もう一度利用者の声、どのようにお考えかお伺い

したいと思います。 

もう１点、ふるさと応援寄附金の件であります。やはり固定ファン、リピーターという方々

が非常に重要になってくるのかと思いますけれども、この辺の検証、繰り返し寄附をいただ

いている方というのはどのぐらいおられるのかといった検証をされているのか。また、その

リピーター獲得に向けてどのような施策が行われているかお聞きしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  米の平年並みの根拠というところでございます。秋口におき

まして予算の積算作業がございます。それに向けまして農協のＪＡ庄内たがわの方から年度

産米の価格とか収量とか、また一等米比率等に関しまして情報をいただいているところでご

ざいます。それによりまして、ざっくりとなるわけですけれども、概ねの動きというものは

捉えられるかというふうに思っております。そういったことから予算の算定の根拠の一つと

いうことで活用させていただいているところでございます。 

コンビニ収納の対象税目というところでございますけれども、対象税目は４税すべてでご

ざいます。それから、税以外のものも、保育料とか住宅使用料とか介護保険料とかも入って

いるようでございますけれども、税に関してはすべての税目ということになっております。 

それから、コンビニ収納の実績、件数等が分かるかという問でございました。これにつき

ましては、仲介となります機関の方からその都度件数と金額が、まず仮の数値でございます

けれども、お知らせが入るようになってございます。その後、数日置きまして確定の件数及

び金額がまた通知になってくるということで、そこの部分はきちんと捉えられるというふう

になってございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤農村環境改善センター所長。 

◯説明員（佐藤 亮農村環境改善センター所長）  １回目の質問の答弁漏れがあり申し訳ござ

いませんでした。２４ページ、財産収入の農村環境改善センターの貸付料につきまして、来

年度から農村環境改善センター事務室においてシルバー人材センターから管理をしていた
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だく部分についての予算計上をしたところであります。 

２点目の体育施設使用料の部分につきまして利用者の声ということでありました。町内の

利用者にとって一番影響があるという部分については電気料の部分が関係してくるかと思

います。特にアスレなの花の部分につきまして、電気料を値上げさせていただいたところで

あります。確かに利用者の部分から見れば増額という部分については確かに支出が増えるわ

けでありますが、施設を管理する立場からしますと、やはり増額した部分について、電気料

の支払いという部分から考えますと、やむを得ない措置であったということであり、利用者

の方々からはその辺の事情を理解していただきながら、引き続き体育施設の使用を続けてい

ただければというふうに考えているところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） ふるさと応援寄附金について金額的には維持、それから増

加という傾向をたどっておりますが、こうしたことについて維持するためにどのような努力

をしているかという部分につきましては、まずは町からの返礼品とは言うものの、実際には

寄附者が返礼品である品物を選ぶというようなことを踏まえ、町としてはより魅力的な、選

んでいただける返礼品を用意するということと、また実際にその返礼品を提供いただく農業

者、商業者の方々についてもそういった視点をお伝えしながら、一緒にそういった返礼品と

なるよう共に努力をしながら揃えているという状況でございます。 

なお、寄附件数についての分析等でございますが、実際のリピート部分につきましては、

今野産業振興課長補佐よりご答弁申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 今野産業振興課長補佐。 

◯説明員（今野 徹産業振興課長補佐）  ふるさと応援寄附金の寄附者のリピート率に関して

ですけれども、捉え方もあるのですが、昨年寄附された方が今年も寄附されるという形が約

４割と思っております。ふるさとチョイスのページの方には寄附者の声も、町のそれぞれの

自治体もすべて掲載されていますが、寄附者の声というのも上がっており、そちらをご覧い

ただくと実感できると思いますが、今年で３年目ですとかそういった方々が結構コメントを

残していただいているところです。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員） それでは、予算書の方から質問させていただきます。 

予算書１５ページの入湯税、課税分ということで昨年より増額になっているわけでありま

すけれども、平成３０年度の決算の額を見ますと同等額程度だということで、それを見込ん

での計上だというふうに思われます。この辺、入湯税に関しまして令和元年度における状況

といいますか、そういった流れが平成３０年度と大きく変わっていないかどうかということ

がもし分かれば確認したいと思いますし、何か継続して利用していただけるようなサービス

等を検討されているのかどうか。この辺、詳細の説明をお願いしたいと思います。 

続いて、１６ページの６款の方にありますけれども、新たに交付される法人事業税という

ことで、説明書の方にも法人住民税の法人税割の減収分の補てん措置ということで説明が載

っておりますけれども、こちらの交付金の概要と詳細な説明をいただければと思います。 
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最後になります。２５ページの１９款繰入金ということで、減債基金繰入金が増額になっ

ております。こちらの要因と、減債基金ということで説明書には 6,200 万円ほどあるわけで

ありますが、この減債基金の償還計画といいますか、今後の見込みを説明いただきたいと思

います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  入湯税に関わりまして当初予算におきましては 100 万円の増

ということで令和元年度より増額を見込んだところでございます。その根拠ということで、

令和元年度の今現在の状況ということでのご質問でございます。まず入湯税につきましては、

最終的に固まった数字ではございませんけれども、見込みといたしまして 1,800 万円近くに

いくのではないかというふうに見ております。年の初めから、毎月ですけれども、前年度を

上回る税収ということでなってございまして、また１２月におきましては大きく伸びた状況

が見られました。そういったことから来年度につきましても増額で大丈夫だろうと見込んだ

ところでございますが、昨今の新型コロナウイルスの関係でどういった影響が及ぶかという

ことは若干心配しているところでございます。 

平成３０年度とどう変わっているかというところでございます。平成３０年度につきまし

ては、わずかながら平成２９年度と比べましてマイナスの月が多かったところでございます

が、先程も申し上げましたように令和元年度につきましては、毎月前年度同月比としますと

プラスということで推移しておりますので、営業努力等があったかと思いますが、その内容

等につきましては、企画調整課長よりお願いいたします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 入浴施設につきましては、施設の整備充実に努めておりま

して、利用客についても顕著な伸びを示しております。また、指定管理者におきましても年

間計画の中で割引サービスなどの実施なども行っており、入浴客の増加を図っているところ

でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） １６ページの法人事業税交付金につきましては、鈴木総務課長

補佐より説明申し上げます。 

２５ページの減債基金に関するご質問でございます。これにつきましては、平成２８年度

に工事を実施しました防災行政無線のその工事の起債分の償還が始まります。これまでその

償還に備えて減債基金の方に県からの補助金も含めて積み立てをしてまいりましたものを

今年度からとりくずし、償還を行うものでございます。本体の減債基金につきましては、基

本的には起債の償還に備えて積み立てを行っておく目的基金ございます。ただ、近年これに

とりくずしも新たな積み立ても基本的な部分では行っておりません。そういう意味では今後、

過去にも起債の繰り上げ、町債の繰り上げをした際については、その年度の中の剰余金と申

しますか、それを充てて繰上償還等を行ってまいりました。実際にはこの減債基金を使って

の繰上償還ということをしておりません。将来的にはこれをどう使っていくのかということ

については、確たる目的を持っていないところではございますが、償還に必要な場合につい
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てはこれをとりくずして使うことができるものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木総務課長補佐。 

◯説明員（鈴木 亨総務課長補佐） 法人事業税交付金の具体的な算出根拠についてご答弁申

し上げます。法人事業税見込額と交付率につきましては、山形県からの聞き取りによりまし

て交付率 3.4％、それから山形県全体の従業員数に占める三川町町内従業員数は大体１％程

度ということでございまして、掛け合わせますと大体 900 万円くらいの交付が見込まれると

いうことで計上をしているところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員）  入湯税に関しまして増額見込みということで、令和元年度に関し

ては 1,800 万円ほどいくということでありました。企画調整課長の答弁にもありましたけれ

ども、様々なサービスを講じて入湯税の増収に繋がったのではないかということでありまし

た。入湯税に関しましては昨今の様々な事情があるということで、流動的であるとは思いま

すけれども、ここでは触れませんが、長寿命化、大改修をするということであります。その

影響等を加味してもこれほどの増収といいますか、同額の収入が得られるというふうに見込

んでいるのかどうかということと、やはり新たに入っていただくための手立てをどのように

考えているかと、前年踏襲で同じように徴収できるのかどうか。その辺をどのように捉えて

いるかお伺いしたいと思います。 

法人事業税に関しまして、今詳細に説明いただきましたが、この事業に関してその意図と

いうものがどのような方針が示されているのかというところが、今の詳細の説明で少し汲む

ことができなかったと、私がまだ理解できていないというところがありますが、そういった

地方と首都圏の格差をなくすための税金の一部ではないかというふうに捉えますけれども、

果たしてどういった意図がある交付金なのか。もう一度その辺の概要等を含めて説明いただ

ければと思います。 

もう１点であります。減債基金に関しましては、その主目的が定められていないというこ

とで、今後どういったところに使っていくかということの答弁もありましたけれども、当局

として捉えている今後の使用に関して、今後大きく使用が発生しそうな事案等がもしあれば

紹介していただきたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 入湯税に関連しての施設等の大規模改修等の影響に関す

るご質問だったわけでありますけれども、今般の大規模改修、工事にあたりましては、特に

営業という部分を非常に意識して大規模改修を行ったところであります。基本的には最小限

の営業に支障のない範囲で、まずは長寿命化できるところを優先的に行って、その中では今

年度行いました例えば屋根の改修でありますとか空調の改修、そういったことでなるべく営

業等に支障のない中で行ってきたところであります。今後また大規模な改修工事についても

検討されるわけでありますけれども、その中においては当然そういったある程度休業しなけ

ればいけない時期といったものも出てくるかと思われますけれども、その辺は計画的に中長

期的な目で考えていきたいと思っているところでございます。 



- 14 - 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） １６ページの法人事業税交付金につきましては、再び鈴木総務

課長補佐より説明申し上げます。 

２５ページの減債基金に関することでございますけれども、これにつきましては、将来の

償還に備えてと先程説明をさせていただきました。これまで近年、先程申し上げたとおりと

りくずしをしていないというのは、とりくずす差し迫った理由がございませんでした。さら

には新たな積み立てをしていないのも、これからその積み立てをする必要性がある償還を持

っていないということでございます。言えば、将来に備えてもしその償還財源として使う必

要があるときにはこれをとりくずすという考えでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木総務課長補佐。 

◯説明員（鈴木 亨総務課長補佐） 法人住民税法人税割の交付税の減収に伴うものでござい

まして、中身といたしましては、地域間の税源の偏在性を是正し、財政力格差の縮小を図る

ために消費税率８％及び１０％の段階において、地方法人税の国税化を行い、そちらを原資

として法人事業税交付金の方を交付するということで情報をいただいているところでござ

います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） 私の方から予算書の方で質問いたします。 

まず初めに１３ページの個人の町民税、これで課税標準見込額というところに税率を掛け

て算定しているわけでありますけれども、この課税標準見込額に昨今、私の町もそうですけ

れども、ふるさと納税が増えているということで、この辺本町から減額されている町民税の

課税標準見込額ですか、この辺の推移は見込んでいるのかどうか。一つお願いします。 

次が１５ページ、２款１項地方揮発油譲与税ということでガソリンに係る税金ということ

でありますけれども、年々減っているというふうなことであります。この辺の根拠、どうい

う理由で減ってきているのか、どう見ているのか、その辺を教えてください。 

次に１７ページ、１１款地方交付税ということで、本町のように税収の少ないところであ

れば、やはり地方交付税に頼る部分がかなりあるというわけでありますけれども、この辺、

地方交付税、ある程度の基準を持って算定されているのかなというふうに思いますけれども、

これも各年、やはり頑張った市町村、地方団体にはそれなりの交付税を配布しようというふ

うな、毎年少しずつ改正みたいなものがあるというふうに聞いておりますけれども、この辺

どのような改善をされて、いかに交付税を多くもらうかというふうなところで取り組みをさ

れているのか教えていただければと思います。 

次に２５ページ、１９款繰入金でふるさと基金繰入金ということでありますけれども、先

の補正予算のときもお聞きしましたが、ふるさと基金繰入金の使い道はどうなんですかとい

う話を聞いたら、投資的なものに使うというふうな説明をいただきました。実際どういうと

ころに使っているのかと調べてみましたが、なかなかこの予算書だけでは分かりませんで、

同僚議員がやはりふるさと基金充当事業ということで、別紙をいただいたものでやっと分か

ったような状況であります。その中を見ますと、本当に投資的事業なのかなという部分もあ
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ります。例えば地域公共交通推進事業と、これは本当に投資的なのかなというふうなところ

で、どのようなふるさと基金の充当の仕方、もう１回教えていただければと思います。 

最後に２７ページ、２１款雑入ということで、いろいろありますけれども、宮東橋仮設足

場使用負担金５０万円、宮東橋負担金が 7,000 万円、雑入ですので大変大きいお金が入って

くるということで、この中身を教えていただければと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ふるさと納税に係る寄附控除の質問でございました。この部

分につきましても当然にこの課税標準見込みの段階では見ておるところでございます。まず

令和元年度におきましては件数５５件、町民税に及ぼす税額控除 154 万 8,697 円となってご

ざいます。平成３０年度と比べますと、件数で１０件の増、金額で１８万 7,000 円の増とい

うところで推移しております。令和２年度の課税におきましても同様、もしくはこれに若干

プラスということでなるだろうということでは見ておりますが、まずは積算におきましては

その影響というものはそんなには大きくないものというふうに見込んだところでございま

す。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） １５ページの地方揮発油譲与税の関係でございますけれども、

基本的にはガソリン税の収納額を道路延長、面積などの割合で交付されているものでござい

ます。これについては、減少の理由というような話でございましたけれども、基本的には重

量税でございますので、ガソリン等の取引量の減少がその要因として見込んでいるところで

ございます。 

１７ページの地方交付税に関しまして、頑張った自治体に対して交付するというような話

もございましたけれども、基本的には基準財政需要額に対して基準財政収入額の不足分を交

付税、現在は臨時財政対策債で補っているものでございます。算定方式の中には付加算のも

のがありまして、昨年まではトップランナー方式ということで、いろんな削減を取り組んで

いるところについては、それを基準として加算をしたりというようなものもございました。

ただ、それもやはりその年度年度で考え方が違ってまいりまして、その方法もなくなってま

いりました。加算部分についてはこれまでもこれからも国が今求めているもの、例えば過去

には職員数の削減を多くしたものについてというような加算もありましたし、そういったも

のはこれからもあるのかなとは考えております。 

２５ページのふるさと基金の繰り入れの対象でございますけれども、先程の例えば具体的

に問い合わせのあった地域公共交通につきましては、内容はデマンドタクシーの経費でござ

います。そういった意味では投資的経費、政策的な経費に対して充当をしているということ

でございます。その多くは実施計画にあります３年ローリングの総合計画の実施計画に掲載

されている事業が中心となります。裏を返せば、義務的経費あるいは経常的経費には充てな

いことは大原則としているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 雑入の方の２９番、３０番、宮東橋関連に係る負担金につ
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いてでございます。この部分につきましては歳出予算にも計上はしておりますが、橋梁長寿

命化工事、こちらの方の工事に係る鶴岡市からの負担金となっています。この部分につきま

しては、鶴岡市と本町の間を流れます藤島川、こちらの方に架橋されている橋梁でありまし

て、こちらの建設費用について約１億 4,000 万円と、損傷が激しいためにこの部分を計上し

ているところであります。なお、その費用については折半ということにしております。 

なお、この５０万円につきましては、本橋梁につきましては水道管の敷設がされておりま

す。それについても併せて長寿命化を図りたいということで鶴岡市の上下水道部から申し上

げられているところです。それに係る仮設足場を利用する費用としてかかる分の負担をする

ということでの雑入での歳入を見たところです。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） １５ページのガソリンの税でありますけれども、県から示されたと

いうことでありますけれども、ガソリンは上がってきているということでありますので、こ

の辺、だんだん下がってきているというところがあれなんですけれども、県または国からこ

れくらいだよというふうに示されてこの金額を上げたのか。この計算根拠をもう少し詳しく

教えてほしいなと思います。 

それから、普通交付税、基準財政需要額どうのこうのということであったということであ

りますけれども、今までも加算があったということで、毎年いろいろあるというふうに、そ

れなりに国の政策に合っているところにはそれなりに応援しようというふうな考えかもし

れませんけれども、来年度、令和２年度についても算定方法の改正とかいろいろあるかなと

思いますけれども、これからもあるかもしれないということで先程答弁いただきました。令

和２年度について何か特記したものがあれば、その辺で努力されているものがあれば教えて

いただきたいと思います。 

それから、ふるさと基金の繰入金であります。義務的経費、経常的経費以外は何に使って

もいいんだよというふうな言い方かなと、使って悪いもの以外はすべて使っていいよという

ふうな考え方で、いいように使える、半分、第二の財政調整基金かなというふうに、どっち

がどっちなんだというふうな感じもしなくもありません。というのは、ふるさと応援寄附金

は現在続いていますし、順調に伸びております。その分、本町も潤っているというのは確か

でございますけれども、いつなくなるか分からないというふうなことで、この基金を使って

今まで住民、町民サービスを行っている事業がどこに影響あるのかなということで資料をい

ただきましたけれども、やはりいつなるか分からないというところを踏まえながら、この予

算の使い方もネガティブではなくて、やはり投資的に目的を持って、そういうものに使って

いくように。でないと、今までサービスを受けていたものが、ふるさと納税がなくなったら、

この町だんだん寂しくなったよねというふうに言われかねないというところもあります。や

はり使い道というのはある程度何でもいい、とにかく足りないところに需要があれば何でも、

町民のためだからということではなく、もう少し決まりを持って使うような方法がいいのか

なというふうに思いますけれども、その辺の見解をお願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 
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◯説明員（本間 明総務課長） 地方揮発油譲与税につきましては、県の方から毎年度、翌年度

に向けての伸び率が示されます。ただそれを私どもも使っておりますけれども、実態を見る

とやはりガソリン、その消費そのものは電気自動車の普及だったりハイブリッドだったり、

あるいは燃費がよくなって、やはり量は少なくなっているんだと思います。その税について

は定率でございますので、その見込みを踏まえた上で今回も減少として見込んだところでご

ざいます。 

２点目の地方交付税につきましては、例えば令和２年度でありますと、その加算と申しま

すか考え方として、まち・ひと・しごと創生事業費の確保であったり、地域社会再生事業費

の確保、中には来年度から始まります会計年度任用職員制度における期末手当の原資分につ

いても交付税が算入されるなど、その年度に応じた課題を解決するための内容も含まれてい

るものでございます。 

３点目のふるさと応援寄附金のいつなくなるか分からないものを財源としてどうなのか

というようなお話でございました。他自治体を出して大変申し訳ないのですが、そのふるさ

と納税を使って学校給食費の無料化とか、そういったものを行っているところもございます。

それはただし、寄附者がその市町村を応援したいということで、こんなことに使ってくださ

いと、例えば児童あるいは子育て支援に使ってくださいという目的を持って寄附をしていま

すので、その目的に沿った内容ではあると思いますが、委員がおっしゃるとおり、そういっ

たばら撒きのような形になりますと、その財源がなくなったときにどうするんだという考え

方は持った上でこの配分をしているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） ２番 志田德久委員。 

◯２ 番（志田德久委員） 歳入ですので、予算書の方からいきたいと思います。 

１３ページの法人税、従来は 12.1％でしたけれども、8.4％ということで、今後税制度が

変わらない限りはこの8.4％でいくのかお伺いしたいと思います。 

続きまして１５ページの町たばこ税でありますけれども、本数の前に旧３級以外とか旧３

級という表示があるべきものではなかったかと思われます。地方交付税の５税の中のたばこ

税ですので。そして、本数、今年度予算が前年と比べて当然３級以外は減っているのですけ

れども、今回従来より単価の高くなった旧３級の方が、本数が昨年より増えているんです。

単価の高い方に増えている。この予算のとり方はどういう意図だったのか伺いたいと思いま

す。 

そして、先程同僚委員からも出ましたけれども、入湯税の内訳の中で、日帰りと宿泊では

入湯税が違うと思いますけれども、この内訳の目算の人数をお伺いしたいと思います。 

続きまして、２０ページの個人番号カード交付事務費補助金でありますが、従来の 108 万

7,000 円に加えまして、今回新たに 438 万 7,000 円が予算化されております。その内訳を伺

いたいと思います。 

続きまして、２３ページの園芸大国やまがた産地育成支援事業費補助金、新たに出ました。

この内容を伺いたいと思います。 

同じページに、認定こども園施設整備交付金が新たにできました。この内容を伺いたいと
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思います。と同時に、額は少ないのですが、小中学校音楽教室支援事業費補助金の方にも予

算化されておりましたのでお伺いしたいと思います。 

そして、２４ページの国勢調査委託金、５年に１回の国勢調査にあたるため国等からのお

金が入るという考えでよろしいのか。 

最後に、２４ページの県知事選挙執行事務委託金ですけれども、４年前は 353 万円、令和

２年度は342万 8,000円、10万 2,000円の減であります。こういう委託料の査定の根拠は県

の方からどのように来ているのかお伺いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ４点のご質問でございました。 

まず法人町民税に係る税率の今後の見込みというところでございます。今回令和元年度の

消費税率引き上げと同時に法人税率の引き下げがなされたところでございます。そういった

ところで今後の見込みでございますけれども、今年度の税制改正におきましては、そういっ

た改正についてはないようでございます。また、その先と言われますと分からないところで

ございますのでご容赦いただきたいと思います。 

町のたばこ税に関する部分でございました。たばこ税につきましては、令和元年１０月１

日におきまして、旧３級品と旧３級品以外の区分けがなくなりまして、同じ税率となってご

ざいます。そういったことから今回表記がないところでありまして、さらに来年度におきま

しても税率の改正が予定されておりますので、その部分 6,122 円ということで 1,000 本当た

りですけれども、その表記というふうになっているものでございます。 

入湯税に係る部分で、宿泊入湯者、また日帰り入浴者の状況でございます。令和元年度に

おきましては宿泊入湯者数の方が若干減っております。逆に日帰りの方が増えているという

ところで、トータル的に増えているというものでございます。近年につきましては、それぞ

れその年その年で変化がございますけれども、まずはそういった実態を踏まえて翌年度、新

年度の予算の積算の参考にさせていただいているというものでございます。 

２０ページの個人番号カード交付事業費補助金 438 万 7,000 円ということで、令和元年度

より大きく伸びているところでございます。これにつきましては、昨年度国におきましてこ

のマイナンバーカード、個人番号カードの交付率を上げるということで、国においてその方

向性が検討され、また市町村の方にもその対応ということで非常に強く求められているとこ

ろでございます。そういったことからマイナンバーの交付が進むということで国の方でも見

込んでおりまして、それに要する費用について、歳出の方の個人番号カード関連事務費交付

金とここの部分は同額になるわけですけれども、こういったところで国の方からこの数字が

示されたことから今回大幅に増額となっているものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 新規になります園芸大国やまがた産地育成支援事業費補

助金に係る事業の内容につきましては、鈴木産業振興課長補佐よりご答弁を申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木産業振興課長補佐。 

◯説明員（鈴木武仁産業振興課長補佐）  それでは、私の方から予算書２３ページ、園芸大国や
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まがた産地育成支援事業費補助金の事業内容について説明をさせていただきます。産地パワ

ーアップ事業が活用できない場合の補完的な事業でして、事業終了後２年後を目標とする生

産コスト１０％以上削減等の取り組みに必要な機械・装置の導入等の経費を補助するもの

です。補助率は１／２となっておりまして、県が５／１２、町が１／１２となっております。

今回の歳入に関しましては県の５／１２を計上したものとなります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ２４ページの統計調査委託金のうち国勢調査委託金でご

ざいますけれども、これにつきましては、本年１０月１日を基準日として全国一斉に行われ

る国勢調査の委託金でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ご質問がありました認定こども園施設整備補助金についてで

ありますが、こちらにつきましては、町内に進出予定の認定こども園の事業者がいるという

ことで、それに伴う補助金を計上しているものですが、詳細については渋谷保育園主査がご

説明いたします。 

２点目の小中学校音楽教室支援事業費補助金でありますが、こちらにつきましては、県の

補助事業でありまして、優れた音楽を提供し、豊かな情操を養うために山形県が山形交響楽

団による音楽教室を行う場合に、その実施した市町村に補助をするというものであり、令和

２年度田川地区の小中学校で構成する団体によって、田川地区で山形交響楽団を呼んで音楽

教室を行うというようなことを予定しており、三川町でも小中学校において山形交響楽団の

音楽教室を実施することから歳入があるものであり、そのようなことで計上したものであり

ます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 渋谷保育園主査。 

◯説明員（渋谷 淳保育園主査）  先程課長の方からも説明ありましたとおり、民間の社会福祉

法人が令和３年４月１日に幼保連携型認定こども園の開設を予定しているということであ

ります。これの施設整備を行うことに対する補助金をいただくというような内容になります。

なお、ご質問のありました認定こども園施設整備交付金につきましては、いわゆる認定こど

も園の保育園部門と幼稚園部門と分かれておりまして、この金額につきましては幼稚園部門

の歳入というような形になります。補足的な説明になりますが、認定子ども園の保育園部門

の方も同様に補助金をいただく予定をしておりまして、２０ページの方になりますけれども、

２目の民生費国庫補助金の方に説明欄４番目のところに保育所等整備交付金とありますが、

こちらの方が認定こども園の保育園部門の方の歳入という形になります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ２４ページの県知事選挙執行事務委託金に関するご質問でご

ざいますけれども、これにつきましては、歳出の３９ページの方をご覧いただきたいのです

が、この歳出にそれぞれ１節から必要とする経費を見込み予算を上程しております。これに

つきましては、あらかじめ県の方から知事選挙に要する経費の委託金の対象となる経費が示

されておりますので、それに基づいて計算した結果でございます。前回と比べてという話で
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あるとすると、前回の実績も踏まえて今回の必要額を計上しておりますので、そういった実

績によることはあろうかと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 暫時休憩します。            （午前１０時３６分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 再開します。              （午前１０時５５分） 

引き続き質疑を行います。 

◯委員長（芳賀修一委員） ２番 志田德久委員。 

◯２ 番（志田德久委員） 令和２年度予算化する場合、平成３１年度と令和元年度の実績を見

て予算編成しているわけであります。それで先程の入湯税ですけれども、例えば平成２８年

度予算の場合は平成２７年度実績で、宿泊が１万 1,302 人、日帰りが１万 9,660 人と予算根

拠を示しているわけです。質問いたしましたら答えてくれました。今回もこの根拠があって

予算を組んでいると、前年度実績がおそらくあると思います。それが分かればお願いしたい

と思います。この実績あって予算化ということですので。 

あと、先程の個人番号の補助金関係、新たに 438万 7,000 円ということですけれども、従

来は 108 万 7,000 円、これ同じ目的ですので、同じ項目の中に合算しての計算はできなかっ

たのかという思いであります。 

あと、先程の選挙ですけれども、選挙管理委員会の書記長が言われたとおり 412 万 8,000

円がかかるわけであります。この際、県側との話し合い、私が思ったのは、前回は県知事選

挙は無競争で１日で終了いたしました。もし選挙になれば期日前の、知事選挙は選挙期間中

が長いです。そして、私が思ったのは、前回知事選挙は選挙がなくて、そんなに町民は感じ

なかったか知りませんが、我々の議会選挙と同じ投票日の予定でした。ということは５日間

立ち会い、投票立会人が町議会議員の分と県知事と選挙があればダブるということで、こう

いうことが加味されての減額だったのかと私は思ったものですからそういう質問をいたし

ました。その辺の考えはどうでしょうか。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ２点のご質問でございました。 

入湯税の積算に係る根拠ということでのご質問につきましては、山本税務係長より説明申

し上げます。 

もう１点、個人番号カードの補助金につきまして、まず個人番号カード交付事業費補助金、

そして戸籍システムへのマイナンバー制度導入に係るシステム整備費補助金、これを一緒に

できなかったのかというところでございます。これにつきましてはそれぞれ補助が別の補助

となってございます。また、歳出についてもこれにつきましては住民基本台帳費、そして戸

籍事務費ということで分かれてございますので、この補助申請等にならいまして予算説明の

方にも分けての掲載をさせていただいたところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 山本税務係長。 

◯説明員（山本美鈴税務係長） 入湯税の根拠について申し上げます。令和２年度三川町予算説

明書の５４ページにあります５番入湯税、２０万 2,730 人が日帰り７５円掛けまして、宿泊

は150円掛ける１万1,969人というふうに見込んで立てております。以上です。 
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◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 県知事選挙の委託の関係でございますけれども、県知事もそし

て町議会議員も任期満了が近接しておりますので、投票日につきましては今後選挙管理委員

会で決定する事項でございますので、今回の予算計上にあたりましては、これを重ねるとい

うような想定での予算は計上しておりません。それぞれに必要な額を積算しておるものでご

ざいます。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 

◯７ 番（鈴木淳士委員） 私からは、先程同僚委員から質問がありました歳入の２０ページの

民生費国庫補助金の保育所等整備交付金、そして飛んで２３ページの教育費県補助金にあり

ます認定こども園施設整備交付金、これに関します質問をさせていただきます。 

この両補助金を統合した形では、予算説明書の５６ページに保育園等施設整備支援事業と

いうことで国・県補助、それから地方債、その他一般財源ということで、その詳細が載って

いるわけでありますが、かなり大規模な幼保園が設置なるというふうに見込まれるところで

あります。こういったことから、国・県補助は来るものの起債等を含めますと町の負担が約

２割に及ぶというような施設になるわけですが、これは建設で終わる話ではございませんで、

来年度以降の幼保事業が展開になれば、いのこ保育園と同じように保育委託料というものが

発生するというふうに見込まれるところです。そういったことから今度は三川町内に、町立

のみかわ幼保園と合わせて三つの保育施設が設置なるというようなことになるわけですが、

今後の考え方というようなことについて伺いたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） ご質問のように新たに認定こども園ができた際には三川町

内に町立のみかわ保育園、幼稚園それからいのこ保育園、新たな認定こども園ということで

できるわけであります。特に保育園にあたりましては、町が窓口となり入所申し込み等を行

っているわけであります。そういった中で、現在入所数の調整にあたりましては、その申込

数を取りまとめた時点でいのこ保育園とみかわ保育園の間で、入所者の調整を図らせていた

だいております。新たにもう一つできた場合についても同様に調整ということを考えている

わけであります。そういった中で現在のみかわ保育園につきましては、特に保育園の方につ

きましては未満児等の入所希望が多くあり、施設的にも手狭状態といいますか、入所数の数

によってそういった課題が生じているところであります。三つできた際には、やはり民間の

保育所への入所というのをまず優先的に考え、三川町の町立の部分につきましては、その後

の途中入所ですとか、そういった部分への対応という方針でいきたいというふうに現在のと

ころは考えているところです。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 

◯７ 番（鈴木淳士委員） となりますと、今説明があったとおり、三川町の保育行政全般のか

なり大規模な方針転換というようなことが予測されるわけです。次の質問としましては財政

運営的な観点での質問とさせていただきますが、このように町全体の行政全般に関わるよう

な施設が建設されるという計画の段階において、なぜ私ども議会の方に対して説明がなかっ
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たのかということが、ちょっと懸念材料として感じたところです。と申しますのは、この認

定こども園が町内に設置なるというような話については、農業委員会への議案が提案された

というような話を生産組合等の総会の懇親の場で耳にしたという、極めて議員として恥ずか

しい話ですが、情報のキャッチ力が弱かったのが露呈したというようなところもありまして、

さらに先程質問で出しましたとおり、今後将来的な財政負担が伴うという極めて公共的な施

設の場合、議会に事前に説明等があるべきだったのではなかろうかというふうに感ずるとこ

ろですが、これについての所見はいかがでしょうか。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） 今回の予算計上にあたりまして、まず民間の保育所が三川町

の方に進出希望があるという情報については、今年の年度の始めの方に町の方にお話があり

ました。その後、町の保育状況の説明などを行いながら民間の企業が進出するかどうか最終

的な判断をする期間がありました。その期間がある程度あり、今回の令和２年度の予算要求

をする段階では、開発行為なり農地転用なり、そういった関係する法的な手続を申請すると

いうようなところまでは私どもも聞いておりましたが、具体的な施設の内容的な部分、運営

の部分、それが予算要求時期とちょうど重なったような状況であります。そうしたことから、

議会への説明という部分で若干その機会を逃したというような感はあり、その点につきまし

ては説明すべき事項だというご意見でありますので、そういった部分で説明をした方が良か

ったのかなというふうに考えているところであります。 

なお、町が支払います委託料等の部分については、今後さらに積算を積み上げながら具体

的な数字を算出した上で改めてご説明等する機会があれば行っていきたいというふうに考

えております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 

◯７ 番（鈴木淳士委員） 今保育園主幹から丁寧に説明いただきましたが、最後の部分の議会

に対してこういった事案を説明すべきかどうかということについては、一課長、一主幹が判

断できることではないというふうに認識しておりますので、今後十分ご留意いただきたいと

思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） それでは、私から歳入全般についてと言いますか予算全般になりま

すけれども、昨年の３月の中期財政計画が手元にありますが、そのときに出されました令和

２年度の想定と言いますか計画においては４７億 7,000 万円程度の予算規模という想定であ

りましたけれども、今回編成されました予算に関しては、それに比べればだいぶ増額になっ

たと、メタボリックな予算になったような感じですけれども。それと、昨年の決算審査特別

委員会で副町長から発言がありましたが、前例踏襲という考えは捨てて継続の必要性がある

かどうか全般的に検討していくという発言がありました。今回の予算編成においてその考え

がどの程度反映されたのか。まずは１点伺いたいと思います。 

それから、予算書の中身に入りますが、まず町税の１項町民税から６項旧法による税まで、

町税全部にわたって、若干１％程度伸びが見られております。先日の補正予算の審議では町
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税の伸びが鈍りつつあるというようなお話もあったようです。先日答弁で給与所得が良くな

っているのではないかというお話もありましたが、果たしてそうなのかどうか。その辺、町

民、町税の伸びの内容、根拠について再び伺いたいと思います。 

それから２０ページ、先程から出ています新たな保育所、あるいは認定こども園という話

ですが、こういった交付金の金額が出たということは、その事業規模はある程度分かってい

ると思います。どの程度の事業規模なのか。それから、もし分かれば保育園、幼稚園の定数

等についても説明お願いします。 

それから２５ページ、先程から出ていますふるさと基金の繰入金です。確かにこのふるさ

と基金頼りの予算編成というふうな印象はあります。先程同僚委員から投資的経費に限るべ

きというふうな話がありまして私も同感であります。説明では経常的な経費に充てないとい

うふうな話がありましたけれども、その充当事業の一覧を見ますと、考え方なんでしょうけ

れども、産業振興関係の瑞穂の郷づくり事業辺り、それから新農業所得、はっぴー米メモリ

アル事業、こういった継続性の必要のある、ある意味経常的な事業、３年とか５年と区切ら

れるのかもしれませんけれども、こういったもの、あるいは住まいづくり、移住定住、こう

いった継続性の必要がある事業にもどんどん出ているということで、その辺は考え直すべき

かなと思います。また、教育関係、保育園・幼稚園の長寿命化等、小学校の教育機器整備等、

これも教育施設の整備基金というものが目的基金であるわけですので、こういうものに関し

ては教育基金から出した方がいいのかなと。その辺の判断はどのように行われているのか伺

いたいと思います。 

次に、臨時財政対策債の関係で２８ページ、臨時財政対策債の活用というのは国の交付税

の不足分というふうな位置付けと理解していますけれども、国自体の臨時財政対策債を絞り

込む状況があるのかなと、その辺の状況を伺いたいと思います。後年度交付税措置というこ

とで、100％国が持つという意味の負債なわけですけれども、これを過去から比べれば金額が

絞られていると。事業の内容からすればもう少し多くても良かったのかなとは思うんですけ

れども、その辺の臨時財政対策債の今の状況、それからこの設定の金額の意味合いについて、

位置づけについて伺いたいと思います。 

それから、もう１点あります。今回の予算には乗らなかったわけですけれども、新たなご

み処理施設の負担分が令和２年度中に補正予算として計上されるであろうと思います。現状

の財政運営の中でどういった財源をもってそれに充てるのか。その辺の考え方を伺います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 石川副町長。 

◯説明員（石川 稔副町長） 当初予算の編成に関しまして、事務事業の見直しに関するご質問

にお答えさせていただきますが、まず予算に関しましては、その計上する数字につきまして

は、財政担当の査定、それから総務課長査定、こういったところで事業の必要性、規模等に

ついては個々に精査し、その必要額を計上しているところであります。また、事務事業全般

につきましては、私の段階で各課長等にその見直しを指示しているところでございます。先

も申し上げましたとおり前例踏襲ということ、すぐに前例と同じでいいんだという考え方を

持たないで、常に改革、改善の意識を持って事務事業の点検にあたってほしい、そういった
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ところで指示しているところでございます。こういった中で今回の令和２年度の当初予算に

おきましては、一つ大きく変わったところが衛生組織連合会の廃止でございます。３月末を

もちまして、衛生組織連合会が廃止になります。これは衛生組織連合会の所期の目的を達成

し終えたという判断の基で廃止いたしまして、４月１日以降については、令和２年度につい

ては、建設環境課において、町において直接的に事業を行って対応していくという考え方で

ございます。それに伴いまして、これまで衛生組織連合会に出ておりました補助金がなくな

りまして、衛生組織連合会が持っておりました事業費は建設環境課の所管するところに予算

を盛ったところでございます。 

また、令和２年度に反映させることはできなかったところでありますが、公民館主事協議

会、これにつきましては教育委員会が所管しているわけでございますが、公民館主事協議会

のあり方についても検討を進めているところでございまして、その結果につきましては、令

和３年度に何らかの形でその検討結果をお示しできるものと考えております。このようなこ

とも含めまして、事務事業全体につきましてこれまでどおりでいいんだという考え方は改め

ようということで、日々の業務にあたってもらっているところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  個人町民税に係る給与の部分でございます。本町におきまし

ては総合課税の所得、それぞれ営業所得、農業所得等あるわけでございますけれども、給与

所得につきましてはその中で約８割を占めてございます。令和元年度におきましては７２億

円ということで、前年度課税分より１億 3,000 万円ほどの増となってございます。こういっ

た中でございましても企業の方においては、人手不足を背景とした賃上げの動きという情報

もございます。さらに最低賃金の引き上げという動きもございます。そういったことからし

てもまずは給与所得に関しては昨年度より、少しは伸びるか、悪くても横ばいというふうに

推計をしているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹）  予算書２０ページ、保育所等整備交付金、それから２３ペー

ジの方に認定こども園施設整備交付金ということで予算計上しておりますが、この金額につ

きましては、国の整備にあたっての国の補助基準をベースとして補助率を掛け算出したもの

であります。保育園部分につきましては１億 5,358 万 5,000 円が補助基準とし、補助率２／

３で計算しております。一方、幼稚園部分につきましては7,684万 8,000円を補助基準とし、

補助率１／２で計算した金額を予算計上したものであります。実際の保育所に係る内容等に

ついて渋谷保育園主査が説明いたします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 渋谷保育園主査。 

◯説明員（渋谷 淳保育園主査）  それでは、私の方から事業規模、定数等についてご説明をさ

せていただきます。現在進出予定の社会福祉法人から聞いている情報でありますと、構造と

しましては木造の平屋建て、面積としては約 692㎡程度を考えているようであります。定数

としましては０歳から５歳まで、各年代クラス１０名ずつの定数ということで、合計６０名

の定数ということであります。また、詳細な説明になりますが、先程保育園と幼稚園の定数
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というところも合わせて説明をさせていただきますと、０歳から２歳までについては、いわ

ゆる保育園部門という形、そして３歳から５歳のところにつきましては、いわゆる保育園部

門、そして幼稚園部門が各５名ずつというような計画をしているようであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ２８ページの臨時財政対策債につきましては、鈴木総務課長補

佐より説明申し上げます。 

２５ページのふるさと基金の事業への充当についての質問でございますが、委員からもあ

りましたとおりその考え方ということもあろうかと思いますが、基本的に私どもの方として

の充当の考え方としては、例えば農業部門でもこの事業が永続的に行われるものではない、

そういったものについては対象としております。ですので、例えば今回もがんばる農家がな

くなって、新たに新農業構造改革というふうな名称での事業が起きた。それに対しては充当

をしておるものでございます。 

また、移住定住関係ですと、他の近隣の自治体でもありますが、県の補助金がなくなると

もう締め切ると、対象としないというような事例もございます。本町においてはその枠が超

えても、こういったふるさと応援寄附金、基金を使って希望者に対しては補助を行っていく

ということができるのもこの基金があるからだとは考えております。さらに、教育施設整備

基金との使い分けについては、まずは基本的には押切小学校の大規模改修がありますので、

そちらの方に教育施設整備基金を充てるというようなことを基本として考えているところ

でございます。 

それから、ごみ処理施設の負担金についてです。財源の考え方といたしましては、この負

担のあり方については所管課において協議を進めているものと思いますが、実際に負担する

際については、起債と財政調整基金等の財源等を用いることとなると思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木総務課長補佐。 

◯説明員（鈴木 亨総務課長補佐） 財源不足を補うための臨時財政対策債振替額につきまし

ては、地方財政計画において前年度比 3.6％減が示されておりますが、本町においてはこれ

までの実績なども踏まえ、前年度同額の１億円を計上したところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） ここの部分ではなく、まとめて２回目にしたいと思いますけれども、

今の答弁を伺いまして、その令和２年度は町税に関しては若干伸びそうな感じもしますけれ

ども、今後の話をさせていただきますと、やはりこの今の新型コロナウイルスの関係で、す

べての部門で景気が後退しているということからすれば、令和３年度以降しばらくは厳しい

状況が続くのかなと思います。それから、ふるさと応援寄附金に関しても先程同僚委員から

ありましたが、暫定的なものであって補正化もされていないということで、いつ終わるか分

からないということで、自制していった方が将来のためにはいいのかなという意味合いで伺

ったわけですが。それから、臨時財政対策債に関しても、国では今言った３％程度の減とい

うことで、徐々に減らされていくのかなという感じもします。それから、ごみ処理施設の問

題ですけれども、起債と財政調整基金で対応するということですが、どのような形で負担を
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していかなくてはならないのか分かりませんけれども、例えば１０年間くらいの施設の返済

分という設定となれば、それが１０年続くわけです。一挙に来るという話も若干聞いてはい

ますけれども、そういったものに対応できるような財政調整基金というものは金額的には不

足かなと思います。起債という形になるんだと思いますけれども、そういったことでどんど

んその分の債務残高、町債残高が増えていくことになりかねないと。 

そういうことを考えますと、やはり先程副町長からありましたが、見直していくというこ

の見直し方、若干スピードが遅いのかなと思います。もっともっと歳出を減らしていく。地

域財政計画にあるように４０億円の中盤、あるいは前半程度まで予算というものを町の財政

というものを絞っていくというぐらいの気構えがないと決断がないと、今後町は立ち行かな

くなるような感じもいたします。予算編成に関して今回言いたいわけですけれども、そうい

った財政運営というものの基本的な方向性、歳出を減らしていくんだと、歳入は若干増える

のかもしれませんけれども、歳入よりも歳出を減らしていくんだといったことを重点に置き

ながら、今後町の財政運営にあたる、そういった方向転換が必要なのかなと思いますけれど

も、その点はトップの町長、副町長に伺いますが、現時点でどのように考えているのか伺い

たいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 阿部町長。 

◯説明員（阿部 誠町長） ただいま梅津委員からありました町の将来的な財政運営をどのよ

うにしていくのかというご質問でありますが、私は梅津委員と同じような思いというのは当

然持っているところであります。今までもこの町政を担わせていただいた、そのいろいろな

場で申し上げさせていただいたのは、入るを量りて出ずるを制すという、その部分からすれ

ばやはりよく言われる身の丈に合ったとか様々なその表現がありました。しかし、その中で

本町においては町の財政運営については本当にすばらしい私は財政運営を行える職員がい

たからというようなことで、これが山形県内における市町村だけの財政力指数、そういった

部分についても非常に本町においては、特に町村部においては上位に位置しているというこ

とは、やはり今までの財政運営というのはしっかりとしたこれらの基盤づくりに努めてもら

ったというような思いでございます。 

その中で本町においては確かに予算編成の中において、予算規模が５０億円、６０億円と

いう部分からすると、町の標準財政規模からすれば２倍以上のような財政規模になっている

わけでございます。しかし、その中においては、先程梅津委員はメタボの財政予算というよ

うなことを言われましたが、これだけの予算編成ができるという基盤というのが、今の三川

町の財政だということをご理解いただきたいと思います。とりわけ近年の予算編成において

は、寄附金、この割合が約１０％を占めているということからいたしますと、将来的にこの

ふるさと応援寄附金制度がどのようになるか分からないわけでありますが、その部分につい

ては行政が、その財源を有効に活用するということからすれば、当然それは投資的な経費に

向けていくということが財政手法ではないかと思っているところであります。 

それと、これからのごみ処理施設の負担ということもあるわけであります。これは本町の

いろり火の里の整備、あの時期の町債残高７６億円でありました。現在５０億円を切ってい
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るという状況において、これからのごみ焼却施設の委託の負担においては、またかなりの町

債残高になるという可能性はあるわけでありますが、その点についても、やはり町としてこ

れからのごみ焼却の委託ということからすれば３０年、あるいは５０年先を見据えた投資と

いうようなことを考え、その部分については、幸いにもふるさと応援寄附金という町の投資

的な事業が、そのふるさと基金の活用ができれば一般財源、あるいは起債等を活用しながら

これらの負担をしっかりと行っていくというような、まさに財政基盤というものをしっかり

と持たなければ、よく言われる民間企業もそのとおりでありますので、そういった部分につ

いては十分留意しながら、やはり行財政改革ということを進めていかなければならないと、

このように思っているところであります。 

◯委員長（芳賀修一委員） ８番 成田光雄委員。 

◯８ 番（成田光雄委員） 確認ですけれども、その前に２点ほどあれですが、今町長が言われ

た財政全般の件では私も十分理解はできるところがあります。ただ、今般の新型コロナウイ

ルスの関係において、やはり町であれば田田、いろり火の里周辺、非常に売上が低迷、それ

以下になると。１年間を通しても相当の売上が減ってくるものと私は推察します。町は施設

関係では１０万円以上かかるものは契約で当然修理などはしていくわけでございますけれ

ども、売上に関してはやはり卒業式の祝賀会、あるいはその関連でいろんなものが大幅な減

少になるものと推察されます。毎日見ていますとやはり宿泊の方もだいぶ影響が出ているな

ど、このように私は感じるところでありますので、その辺の対応策というものは、国はある

程度示しているわけでございますが、町は手を拱いてそれでいいのかどうなのか、そういう

問題も私はあると思うんです。これ税収全般に関わることですので、その辺もし考えがあり

ましたらお知らせ願えればと思います。 

あともう一つですけれども、これ確認なんですけれども、予算書の１６ページ、森林環境

譲与税というのは、これ名前だけでいくと、いわゆる前は子どもの人数とかいろいろあった

ような感じもしたのですが、実際この名称からいくと、町有林７１町５反ほどあるわけです

けれども、それとはほとんど関係なくきているということの理解でいいのかどうか。その辺

をお知らせ願えればと思います。 

午後から私いないものですから、その関連で伺いますけれども、予算説明書の４ページ、

山林の面積が載っています。715,285.00㎡、確か以前木材を運ぶので農道、林道を売却した

ことがあって、前は 715,285.93 ㎡だと思いましたけれども、これが 0.93 ㎡減ったのはこれ

農道を売却したものの面積なのかどうか、これ確認です。大変申し訳ないですけれども、そ

の辺をお知らせ願えれば。確か道路か何かを伐採するときにその分が減ったのかなと思って

おりましたが、それはそれで説明してもらえればいいのです。それをお知らせ願えれば大変

ありがたいですけれども、ずっとここ２年ぐらいはこうなっています。前は、３、４年前は

715,285.93㎡と、これは間違いないのですが、その際の説明というか、経緯がもし分かれば

お願いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 阿部町長。 

◯説明員（阿部 誠町長） この度の予算審議においてはやはり令和２年度の町の財政運営に
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おける歳入という部分の影響というのが当然心配される部分が大きいわけであります。この

中で委員各位からもこれからご理解をいただかなければならない可能性があることについ

て、一つだけ申し上げておきたいと思います。 

ただいま成田委員が言われましたように、町の指定管理者でありますみかわ振興公社、こ

の宿泊、コンベンション、なの花ホールがやはり今の時期における団体利用のキャンセルが

かなり多く出ているところであります。これがやはり経営という部分に関しますと大変大き

な影響が出ているというようなことで、以前も原油価格が高騰したという段階においては、

年間重油代金だけで 800万円くらい支払いが増加した時期がございました。その段階におい

ては町で、民間事業所とはいえ町が出資している指定管理者ということでご理解いただいて、

やはりその部分のしっかりとした支援というのは行っていかなければならないのではない

かというふうに考えているところであります。 

これは第三セクター、あるいは指定管理者制度の中においてそれを行ってこなかった自治

体が後にそれ以上の負担をしたというような自治体もあるわけでありますので、そういった

部分については、今後財政状況の影響等についても十分議会に報告しながら対策を講じてま

いりたいと思いますので、よろしく皆さんからご理解お願いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） １６ページの森林環境譲与税につきましては、鈴木総務課長補

佐より説明申し上げます。 

その森林に関係して予算説明書の４ページの町有林の関係でございますけれども、この議

場内にいる関係者で記憶を探ったのですが、記憶がないものですから、改めて記録を確認し

て後程お答えさせていただきたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木総務課長補佐。 

◯説明員（鈴木 亨総務課長補佐） 森林環境譲与税につきましては、災害防止、国土保全機能

の強化の観点から、令和元年度から交付が始まったもので、算定根拠といたしましては、そ

の市町村の行政区域内の森林の割合、面積割合、林業への就業者割合、それから人口割合を

もとに算出しておりまして、本町の場合は人口割合のみを根拠といたしまして交付されてい

るものでございます。令和２年度につきましては、国の方針に基づきまして増額されるとい

うことではございますが、本年度の実績を考慮いたしまして、前年度比 8,000 円増の４０万

円を予算として計上したところでございます。以上でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） ８番 成田光雄委員。 

◯８ 番（成田光雄委員） 今の町長言われたとおり、ぜひとも対応策をやはり講じていただき

たいと思います。はっきりと言って死活問題です。やはり民間の業者はこのような状況では

生きてはいけないというのが実態になりつつありますので、やはり早めの方が、応急手当と

いうのか、必要だと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

森林関係ではよく分かりましたが、この森林の面積の関係で聞きますけれども、実は古い

三川町史を見てもらうとどなたも分かりますが、以前の東郷村、明治４４年の話に遡るわけ

ですけれども、確か小川村長の方が実は山を買い受け、あるいはそれに木を植える、いわゆ
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る基本財産の造成事業ということで、それぞれ寄附を募って約 8,939 円、金額にしては少な

いんですけれども、昔はこれで大きいのです。あと、内務省から 500円をもらって、それで

確か三川町史では、４０万 4,926 本の木を植えています。その山の住所が、いわゆる飽海郡

にあった、飽海郡にちょうど１７町、そして新潟の八幡村に 109町、そして黒川俣村に２４

町、中俣村に６７町、合計 219町あったようです。その地番と今の地番というのが全然違う

わけで、もしこの経緯が分かればお知らせ願いたいのです。 

これはおそらく、以前おりました議長、あそこのうちの関わりでこの住所になっていて、

それが寄附行為とみなされたのか。私の考えではそうではないかなと思いますし、あと以前

の東郷村の・・・。 

◯委員長（芳賀修一委員） 簡潔にお願いします。 

◯８ 番（成田光雄委員） 以前の東郷村においては、１回学校がなくなったりしまして、それ

に充当しているということで聞いておりますので、この違い、この地番が違うんです。今の

７１町の地番と昔の東郷村の地番が全然違っていますので、もし分かればお知らせ願いたい

と思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 今のは予算との関係はどういうふうな関係になりますか。 

◯８ 番（成田光雄委員） 予算との関係というより４ページの山林の地番の関係ですね。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 財政担当として山林の所有に関して、旧東郷村からその財産を

引き継いだという話は聞いておりまして、その当時、売りやすいところは売ったと。その売

れないところが残って今も伐採もできないでいるという話は聞いたことがありますけれど

も、実際手元に記録がございませんので、調べてお答えできるようであればお答えしたいと

思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） ３番 佐藤栄市委員。 

◯３ 番（佐藤栄市委員） １点だけ簡潔に聞きます。２２ページの若者海外体験促進事業費補

助金、これの内容を伺います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ２２ページの若者海外体験促進事業につきましては、令和

元年度から補正でスタートした事業でございますけれども、その内容につきましては五十嵐

企画調整係長よりお答え申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐企画調整係長。 

◯説明員（五十嵐章浩企画調整係長）  若者海外体験促進事業費補助金につきましては、今年度

から補正対応をしていただきまして、１９歳から２９歳までの若者が、今年度につきまして

は初めてパスポートを取得したという方に対して 5,000 円の補助をして、それに対して県か

ら半額の 2,500 円をいただくということになっております。令和２年度につきましては初め

てのパスポート助成という要件が外れまして、過去に取得した方についても補助の対象にす

るということで県の方から聞いている状況であります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ３番 佐藤栄市委員。 
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◯３ 番（佐藤栄市委員） 確か今年、中学生がマクミンビルに行く年だというふうに思ってい

ますけれども、今の説明を聞くと、それでは三川町の中学生は使えないという話になります

けれども、それの確認が１点と、それからこういう事業がせっかくいい補助の部分があって

も、やはり知ってもらわないと利用できないという部分がありますので、その点についてど

ういうふうな形でこれを周知させていこうとしているのか、その点だけ伺います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ２点のご質問がありましたけれども、２点目の周知の関係

につきましては、五十嵐企画調整係長よりお答え申し上げます。 

１点目の中学生の部分でございますけれども、これについては県の要項あるいは町の要項

に沿って、中学生については対象とならないところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐企画調整係長。 

◯説明員（五十嵐章浩企画調整係長）  周知につきましては広報等にも掲載しておりますけれ

ども、三川町民の方が多く行かれる庄内支庁にあるパスポートセンターの方で、そこのとこ

ろで該当になる方には直接声がけをしていただいて、今年も交付対象になった方についても、

そちらで声をかけてもらって、すぐ三川町役場の方に来ていただいて手続をされているとい

うところでしたので、最終的な手続の段階で声がけということで補助申請をしていただいて

いるところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 暫時休憩します。            （午前１１時４９分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 再開します。              （午後 １時００分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 阿部町長から第一審査区分で、９番 梅津 博委員に対する答弁で

訂正したい旨の申し出がありましたので、これを許可します。阿部町長。 

◯説明員（阿部 誠町長） 午前中の審査の中における梅津委員の質問に間違った答弁をいた

しましたので、訂正をお願いしたいと思います。正しくは入るを量りて出ずるを為すという

表現を出ずるを制すというような表現となったところであります。お詫びして訂正をお願い

したいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、第二審査区分の審査を行います。 

第二審査区分として、１款議会費、２款総務費、３款民生費、４款衛生費、５款労働費に

ついて審査を行います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 質疑を許します。 

１番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） 予算書の３２ページ、文書広報費の中に、今年度まではＰＲビデオ

編集というような項目があったかと思います。なくなった理由、企画等がなくなったのかど

うか確認させていただければと思います。 

続きまして３５ページ、７目１開発費の中の三川町全図等作成業務委託料とあります。こ

の内容と目的についてお伺いいたします。 

次に３９ページ、先程も同僚委員からマイナンバーカード等についての質問が歳入の部分

でありました。マイナンバーカードは全国的に発行が進まないというようなことであります
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が、当町においての発行状況についてお伺いしたいと思います。また、2021年の３月から保

険証としての機能が加わるというようなことでありましたけれども、それに伴う整備等は必

要ないのかどうかお伺いしたいと思います。 

次に４６ページであります。子育て支援センター、また現在新しい施設が建設中でありま

すけれども、移行した場合の職員の配置状況、計画についてお伺いしたいと思います。 

次に４７ページ、保育園費でありますけれども、看護師等基準報酬ということで、看護師

の配置が計画されているのかどうか。また、その目的等があればお伺いしたいと思います。 

最後になりますが５３ページ、ごみ処理施設の話も先程来ありましたけれども、本町にお

きますごみの排出量の減量化が進んでいるわけですけれども、その排出状況についての所見

をお伺いしたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ２点ご質問ありましたけれども、２点目の三川町全図の関

係につきましては、五十嵐企画調整係長よりお答え申し上げます。 

１点目のＰＲビデオの関係でございますけれども、これについては今年度より予算の方を

削除しております。これについては午前中の質疑の中にもありましたけれども、まず前例踏

襲の考えは捨てて、スクラップ・アンド・ビルドの徹底による歳出の見直し、それから組織、

人員体制も含めた行政事務の簡素化、効率化を図るために事務事業の見直しを各科目にわた

って行ったわけでございますけれども、このＰＲビデオにつきましては、２０年間事業とし

て継続してまいったところでありますけれども、一定の成果を上げ、県内でのＰＲ効果を果

たしてきた、寄与してきたと認識しておりますけれども、ここで一段落を設けて、本年度に

ついては取り組まないことということで、内部の方で決定したものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐企画調整係長。 

◯説明員（五十嵐章浩企画調整係長）  ３５ページ、三川町全図等作成業務委託につきましてご

説明いたします。今年度は国土利用計画の改定時期、来年度が国土利用計画の改定にあたり

まして、そのタイミングで前回改訂した、１０年前も全図の修正を行ったところであります。

１０年に一度町の地図を更新するような形で来年度行うということで予算計上したところ

であります。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  マイナンバーカード関連事務に関してですが、マイナンバー

カードの発行状況ということでございます。この３月１日現在で J-LIS の方に申請された

方々については 733件、役場の方にすでにカードが到着しておりますのが 677 件ということ

になってございます。まだ１０％に至っていないという状況でございます。 

それから、保険証への活用ということで、来年３月からということで現在予定されている

ところでございますが、町のシステム等に関してはそういった整備等予定は現在のところま

だ何ら通知も来ておりませんので、していないところですけれども、被保険者の方々へのマ

イナンバーカードの申請をしてくださいよということでの促しということで、今年度取り組

むようにということで通知等が入っている状況ですので、そういったところには取り組んで
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いく考えでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） ご質問２点ありまして、まず１点目の子育て支援センターに

関する質問で、新しい施設ができた後の職員の配置というようなご質問でありました。令和

２年度の当初予算におきましては、子育て支援センター事業の人件費として、現在直営で行

っておりますが、令和２年度も３ヵ月分の町の職員としての人件費を見て、こちらの方に予

算計上しているところであります。その後、新しい施設が完成した後につきましては、委託

ということで委託料を計上しているところであります。現在雇用しております町の職員につ

きましては、施設完成後、子育て支援センターが移転した場合につきましては、みかわ保育

園・幼稚園の方にそのまま残って勤務をするというようなことで考えているところであり

ます。 

続きまして、４７ページの保育園費の方に記載されております看護師についてであります

けれども、看護師につきましては今現在も１名、町の職員として保育園・幼稚園の方に配置

されており、子どもたちが園内で具合が悪くなったりですとかけがをしたというようなとき

に対処できるように配置をしているものであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） ごみの処理業務委託料の関連ということで、今後の状況は

どうなるかというご質問でございました。こちらにある資料といたしましては、可燃ごみ、

不燃ごみ、し尿と分かれて申し上げますが、これについては一般事業所も含んでいる状況で

集計なされているところですが、若干可燃ごみについては微増している状況となっています。

また、不燃ごみについては横ばい、し尿も横ばい状況。最終処分しているごみについても横

ばいということで、今の現況のまま少し推移していくのかなというような見通しで考えてい

るところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） １番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） ＰＲビデオの件でありますが、企画自体は放送局の企画と思います

けれども、企画自体は存続している中で当町だけが取り組まないということなのかどうかと

いう点と、これまでのＰＲの成果は認められたというようなことでありました。今後の新た

なＰＲの仕方というものは何か考えがあればお伺いしたいと思います 

次の三川町の地図、１０年に一度の作り直しということでありました。この利用方法です

けれども、せっかく作るのだから多方面にわたって利用が可能なのかと思いますけれども、

この利用方法について現在の使い方、また今後の計画等があればお伺いしたいと思います。 

マイナンバーカードの発行がなかなか進まないというふうなことでありました。政府の方

でも発行の工夫を様々しておりまして、来年度から「e-Tax」利用に限り、確定申告の青色申

告特別控除、１０万円ほどというような動きもありながら、保険証の代わりという機能を付

けながら発行を促しているというふうな状況でありました。一部の報道だと、自宅にいなが

らパソコンを使って登録すると保険証機能が使えるというような情報が少しあったもので

すから確認したかったのですが、近年スマートフォンの普及によりまして自宅にパソコン等
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を備えていない方もおられます。ぜひ役場にもそういった整備をしていただきまして、カー

ドを持っていくと役場でもそういった機能が作れるような整備が必要なのではないかと思

い質問させていただきました。その点、確認できているところがあればお伺いしたいと思い

ます。 

子育て支援の職員の配置の件であります。委託が始まれば委託先にというようなお話であ

りましたけれども、やはり子育て支援という業務上、相談員といった方等は配置になるのか

なと思うんですが、それもその委託先から用意される相談員の方でいいのか。また、町の施

設として町の職員が配置なるべきではないかと思って質問させていただいたのですが、その

辺の考え方、町の子育て支援施設の相談員がその委託先でいいのかどうか、その考え方をお

聞きしたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 後段の全図の部分に関しましては、五十嵐企画調整係長よ

りお答え申し上げます。 

初めにありましたＰＲビデオの関係でありますけれども、テレビ局の企画自体は令和２年

度においても継続されるということで伺っております。昨年度におきましても１団体参加し

ない自治体がございましたけれども、本町におきましては先程言ったとおり、全体の見直し

の中でそういった事務の効率化の観点で、職員の負担軽減、そういった意味で今回決定を下

したところであります。今後の情報発信等につきましては、若者を中心に今テレビ離れとい

うことも言われておりますけれども、現在本町においては昨年度より、例えば LINEによるキ

ャラクターの発信でありますとか、それぞれそういったインターネットを介しての情報発信

に努めているところでございますので、そういった方策で今後も情報発信を図ってまいりた

いと考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐企画調整係長。 

◯説明員（五十嵐章浩企画調整係長）  使用方法についてのご質問でありました。現在の全図を

作成してからほぼ１０年近く経っているということで、住宅団地、新しい工場ができている

というような状況がありますので、そこの部分を反映させるような形で全図の作成の方をし

ていくということになります。行政資料としてはもちろんでありますが、一般の方が会計課

の方で購入することもできますので、そういう利用方法になるかなということで想定してお

ります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  マイナンバーカード発行促進のための町での受け入れとい

うことで理解したところでございますけれども、本町におきまして今年度の補正をいただき

ましてタブレットを導入したところでございます。なかなかご自分で撮影してそれをいろい

ろ入力してお送りするとか郵送するとかという部分で困難な方もいらっしゃいますので、役

場にお出でいただければ、申請時受付という形で申請の補助をしながら、また顔写真の撮影

もしながら、その申請の手助けをしながら、このカード発行の促進を取り組んでいきたいと

いうふうに考えているところでございます。 
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◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） 子育て支援センターに係るご質問でありました。まず現在行

っております直営の方式での配置しております職員につきましては、７月以降、この子育て

支援センターの業務については民間委託をする予定でありますので、現在の支援はそのまま、

みかわ保育園・幼稚園の職員として勤務をしていくという方向であります。それから、相談

業務という点であります。現在も直営で行っております子育て支援センターの中で保育士資

格を持つ職員が業務にあたりながら子どもを持つ保護者からの子育て相談なりを受けてい

る状況であります。そういった形式を民間委託した後も同様の形式で行いたいというふうに

考えております。その他、子育て支援センター、新たに民間委託した後につきましては、定

期的な相談業務として専門家による子育て相談などの事業も行っていきたいということで

計画をしているところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員） 予算書３４ページから質問させていただきたいと思います。山形

地域交通データプラットフォーム参加負担金ということであります。この事業の内容、また

目的等の説明をお願いしたいと思います。 

その下の方にあります協働のまちづくり推進事業補助金ということで、今年度においては

協働事業提案制度ということの補助金であったかと思われます。こちらの事業、いわゆる事

業変更になったのかどうか。事業の中身の方の説明をお願いしたいと思います。 

次に３５ページであります。７目にあります農村地域産業導入実施計画策定業務委託料と

いうことで、こちら三川産業団地の話ではないかなと思われますが、そちらの確認ともし産

業団地であるならば、どの程度までの計画を踏み込んだこちらの内容になっていくのか。地

権者等の話とかがこの段階で出てくるのかどうか、その辺の詳細な説明をお願いしたいと思

います。 

その下にあります行政事務システム化推進事業ということで、少し全体的な話にはなるか

と思われますが、町長の施政方針の中に行政事務に関して言及してあります。行政業務の多

様化や高度化への柔軟な対応を図るため情報通信技術の活用による業務の効率化を進める

というふうに断言されております。こちら行政事務システム化ということで一概には言えな

いかもしれませんけれども、この施政方針、どのように業務の効率化を進めていくのか。こ

ちらの方を説明していただきたいと思います。 

続いて４３ページ、２目老人福祉費の中のふれあい館維持運営負担金ということで、昨年

同様計上されております。こちらのふれあい館に関しましてはなの花荘に譲渡するというよ

うな形だと認識しておりますけれども、維持負担金の考え方、いつまで続くのかであったり、

町民の関わり方、様々な団体が使用している現状においてどのように影響してくるのかどう

か。まず現状等の説明をいただきたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ４点ほどご質問をいただきましたが、１点目の山形地域交

通データプラットフォーム参加負担金の関係につきましては、菅原企画調整課長補佐、それ
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から３点目の農村地域産業導入実施計画策定業務委託料の関係につきましては、五十嵐企画

調整係長よりお答え申し上げます。 

私の方から協働のまちづくり推進事業の部分につきましてお答えいたしますと、これにつ

きましては昨年度まで協働事業提案制度ということで、幅広い団体等の公益的な活動に対し

てその事業の実施の内容に応じて対応してきたところでありましたけれども、今回の協働の

まちづくり推進事業では、昨年まで行っておりました協働事業提案制度の内容も中に加えま

して、さらに町内会の活動等に対して充実を図るということで、特に町内会から要望が高い

整備事業に対しまして補助支援を行いたいと考えているものでございます。具体的には町内

会が管理しております公園とか遊具等の整備、それからゴミステーションの整備、それから

町内会の掲示板、この３点が非常に町内会の方から要望が高いという認識でおります。そう

いったことでこういった要望の高い整備事業に関しまして、これから町内会活動を活性化す

るために本町の方で協働のまちづくり推進事業の中で対応していきたいなと考えたところ

でございます。 

それから、４点目の行政事務システム化推進事業に関わって、暫定的なご質問であったか

と思いますけれども、この行政事務システム化推進事業は当然システム導入によって行政事

務の効率化を図るという観点で、この中にそれぞれ必要な各課にわたる業務がこの中に、す

べて含まれているものでございます。これについても本町においてはその経費のコスト低減

を図るために庄内町とのクラウド化を実施しているような状況でありますし、また、マイナ

ンバー制度等の対応等、それぞれセキュリティが求められるものについてもこの中で対応し

ている状況でございます。そういった法制度の中で実施するものも含めて電算システムを推

進することによって、全体の事務の効率化に繋げているといった状況でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 菅原企画調整課長補佐。 

◯説明員（菅原 勲企画調整課長補佐）  山形地域交通データプラットフォーム参加負担金に

ついてご説明申し上げます。こちらの方は山形県が来年度、山形県地域公共交通網計画とい

うものを策定することに伴いまして、プラットフォームを構築するための費用を予算計上し

たものでございます。山形地域交通データプラットフォームにつきましては、山形県が県内

の地域公共交通の維持、確保を図るため、地域交通の可視化を行う他、新たな技術の導入検

討を行うため県内の交通データを集約、整理してオープンデータ化するための基盤整備を行

うためのものであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐企画調整係長。 

◯説明員（五十嵐章浩企画調整係長）  私の方から農村地域産業導入実施計画策定業務委託に

ついてご説明申し上げます。今現在三川産業団地につきましては、農村地域工業等導入促進

法に基づき実施計画を策定し、農地転用等の手続を進めて開発に至ったという状況でありま

す。今現在、農村地域工業等導入促進法につきましては、略称で農村産業法という法律に変

わりまして、その農村産業法の中でも実施計画を策定して土地利用の調整などをした上で農

地転用を進めていくという、この計画を作ることによって農地転用などの作業に進めるとい

うようなことになっております。 
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この新たな計画の策定にあたってはニーズ調査をした上で、実際開発した場合にこちらに

要望、そういうニーズがあるかどうかを確認した上で造成、農地転用などを進めていくとい

うことになりますので、今回の調査につきましては業務委託の中でニーズ調査を行うことも

含めて計画策定を進めていくということになっております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） それでは、私の方からふれあい館の維持運営に係ります負

担金２０万円を計上しておりますが、その負担金の考え方についてお答え申し上げます。こ

ちらのふれあい館につきましては、平成２８年に町の方から社会福祉法人けやきの方に譲渡

をするということになりました。それを受けまして、これまでふれあい館を利用していた団

体についての貸し出しをそのまま、当面５年間にわたって続けるということをお願いしまし

て、それに関わる運営の損失補てんを図るというような意味で、２０万円を５年間にわたり

けやきの方に交付するというような形になっているところでございます。したがいまして、

令和２年度を持ちましてこの５年間という期限は切れることになります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員） まず１点目の山形地域交通データプラットフォームに関しまし

ては、地域公共交通網計画だということで、その計画においてやはりこちらの庄内地域の交

通網の問題であったり、そういったところまで問題等が、問題解決に向けるための準備なの

かどうか。ただ単に計画を作って、その先の効果といいますか、その辺はこの計画にはどの

程度盛り込まれているのか、教えていただければと思います。 

次の協働のまちづくり推進事業でありますけれども、答弁の中には遊具であったりゴミス

テーション、町内会で困っていることに使うというようなことでありました。私の記憶では

この協働事業提案制度においては、住民であったり町内会の方たちの参加のもとに事業を進

めるということでありました。今回のこの事業も住民参加が要件の一つに盛り込まれている

のかどうか。盛り込まれていないとすると協働のまちづくりと言えるのかどうかということ

になると思います。その辺の考え方についてお聞きしたいと思います。この事業全般におい

てそういった要件があるのかどうかということをお聞きしたいと思います。 

続きまして、農村地域産業導入実施計画の件でありますけれども、いわゆる産業団地のエ

リア分けをするにあたっての下準備だという認識でありますけれども、その際にニーズ調査

であったり、そういうことをするのも盛り込まれているということで、全体的な計画ですの

で、こちらはいわゆる農振除外した後の農地利用に関して等の検討はされることと思います。

産業団地拡張することにおいては三川町の雇用確保という部分では大変プラスになる事業

だと思いますけれども、その反面、耕作地が減るという面も見えるわけであります。いわゆ

る耕作地、耕作者に対する影響緩和など、その辺も考慮して向かうべきではないかと思いま

すけれども、この計画段階においてそこまで考慮されるかどうかということも含め、その辺

の影響をどのように考えているかお聞きしたいと思います。 

先程の行政事務に関しまして、具体的にいわゆる県・国から示されているようなことに対

応していくことで行政事務を進めていくんだというような答弁でありましたけれども、では、
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この施政方針に書いてある業務の効率化を進めるということに関しましては、前向きな進め

方ではないのかなと今の答弁を聞いて感じたわけでありますけれども、昨年の私も一般質問

をさせていただきましたが、やはり今は様々行政で取り入れている手法、ＲＰＡだったりチ

ャットを使った行政の機関内での情報共有の効率化、そういったところまで踏み込んで検討

されたのかどうか。そういう効率化を進めようという意識はあったのかないのか、この辺を

お伺いしたいという意味で質問させていただきました。１点その辺を確認したいと思います。 

最後に、ふれあい館に関しましては令和２年度で終わるということで、町内で利用してい

る団体に対する対応というのを、今後代替地等を紹介できるような状況なのかどうか。その

辺の対応をどのように考えているかお伺いしたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 初めに山形地域交通データプラットフォーム参加負担金

に関連しての今後の用途といいますか、課題解決に繋がるのかといった部分でありましたけ

れども、これについては先程県全体で地域交通網形成計画を策定するんだということで、こ

の計画の策定の下敷きとなるのが、この山形地域交通データプラットフォームと理解してお

ります。この山形地域交通データプラットフォームについては３５市町村すべて参加して、

それぞれの市町村が抱えておりますそういった条件等を加味してデータ化すると。それによ

って、最終的にはこのプラットフォーム、それから地域交通網形成計画の策定があって、例

えば自治体が何か補助事業、例えば有利な補助事業を展開する際にこの計画があるというこ

とが前提となりますので、本町にとりましては単独でこういった計画策定するよりもやはり

県全体の計画の中に参画して、将来そういった補助金等の活用を図る際に有利に繋がるので

はないかと考えております。 

それから、２点目の協働のまちづくりの視点という話ですけれども、確かに昨年度の協働

事業提案制度におきましては、ともにそういった協働しながらという部分を加えておりまし

たけれども、今回の町内会の補助金等の支援については、まずこの先程の３点、掲示板ある

いは町内会や公園遊具、それからゴミステーション、これはいずれも町内会が管理している

わけでございますけれども、すべて行政へのそれぞれの目的を果たすために、町内会からそ

れぞれ設置していただいているものと理解しておりますので、この辺は事業を行って、整備

する段階で、もうすでに協働のまちづくりに参画しているという広い視点で私どもは捉えた

いと考えております。 

それから、３点目の農村地域産業導入促進実施計画の関係でございますけれども、今ご質

問ありました耕作者への影響等の部分につきましては、十分それは配慮して進めなければい

けないと思っております。平成１３年度に策定しました前回計画におきましても、地元関係

者の皆さまにも説明する機会があって、最終的には農振除外の手続までお願いすることにな

りますので、今回につきましても地権者等含めまして、関係者の皆さんに説明する機会を設

けてご理解をいただきながら、そういった耕作面への配慮等も一緒になって検討してまいり

たいと考えているところでございます。 
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◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 施政方針にあります事務の効率化の観点でございますけれど

も、基本的にはその行政システム、この予算とは別になりますけれども、これまで例えば臨

時職員、一般職非常勤職員について台帳で賃金管理をしていたものがございますけれども、

こういったものを人事給与管理システムがございますけれども、その中で電子化していこう

と。基本的には集計もそういった新しい技術を使って集計できるようにするということをこ

の４月から行う予定であります。この他にも委員から言われたように、これまでＲＰＡの導

入と様々提言をいただいているところでございます。現在の先程申し上げたシステムの中に

は、さらに職員の出退勤の管理の電子化だとか、そういったものも可能にはなっております

が、費用対効果の面もありまして、まずは検討していこうということで内部で調整している

ところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ふれあい館の利用について貸し出ししております利用団

体への代替地の対応等についてどのように考えているかというご質問だったと思います。平

成２８年に譲渡いたしまして、その使用団体の方々に混乱を招かないようにというようなこ

とで、５年間の貸し出しをそのまま継続していただきたいということを社会福祉法人けやき

の方にお願いをいたしまして、その運営管理を行っていただいてきたということでございま

す。その中で今利用している団体等につきましては、昨日のお話もありましたけれども、空

手の団体、それから剣道、または踊り等の団体等が使用しているという現在の状況でありま

す。そういった団体の方々に対しましては、町内の体育施設、また今作っておりますテオト

ルなど、そういった中での利用について施設の管理の所管の部署と話をしながら、そういっ

た方向で使用していただくように誘導していきたいというふうに考えているところでござ

います。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） まず３０ページ、会計年度任用職員手当ということは分かりました

けれども、その下の職員の手当の割には社会保険料が多いなということで、この辺の説明を

お願いしたいと思います。 

次が３２ページ、職員研修事業ということで講師謝礼３５万円ということで、前年度はな

かったみたいですけれども、次年度の内容はどんなことをするのか教えてください。 

続きまして３３ページ、下の方、企画費で高速交通網整備促進対策事業ということで、高

速交通の整備を図られるということで、だいぶ待ち望まれておりますけれども、進捗状況と

新たな取り組みが何かあるのか、この辺の話をお願いしたいと思います。 

続きまして３４ページ、総合計画策定事業で航空写真撮影業務委託料ということで、この

内容をお願いしたいと思います。 

それと、昨年の予算書を見ますと、この同じ事業で食糧費というのがあったみたいですけ

れども、今年度は食糧費がなかったということで、今回は何も食べないで一生懸命関わるの

か、その辺をお願いしたいと思います。 
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次に３９ページ、戸籍システム推進事業ということで、戸籍情報システム改修委託料が増

えているようですけれども、この仕事の内容をお願いします。 

次が４３ページ、社会福祉費の中で一つはふれあい館大規模改修ということで負担金、こ

の改修の中身、負担金ですので全額なのか一部、その半分とかそういう負担金の中身と工事

の内容、これ一つ。 

それから、昨年を見ますと在宅介護支援の訪問理美容サービスというところで、在宅で床

屋の利用に補助をしていたようでしたけれども、今年度はなかったということでやめた理由

をお願いしたいと思います。 

もう一つ、４３ページの生活支援ということで、緊急通報システム事業運営業務委託とい

うことで、残念なことに先日成田新田町内会でも寝たきりの方が煙で亡くなられたというこ

とであります。この辺、こういう緊急通報システムどういうものか分かりませんでしたけれ

ども、こういうものがもしあって緊急の連絡をすれば助かったのかなというふうなことを思

っております。今年度の取り組みをお願いしたいと思います。 

４９ページ、子育て交流施設整備ということで備品購入、どういう備品を買うのか、内容。 

最後に５２ページ、以前も予算、決算で言ったことがありますけれども、地球温暖化防止

事業ということでグリーンカーテン設置撤去作業、これはどれほど地球温暖化に効果がある

のかなと。今年の冬も雪が少なかったし、台風なり、いろいろ災害があります。どのように

見ているのか、これはなくしてもいいのではないかなと。先程ＰＲ事業、スクラップ・アン

ド・ビルドということでなくされたようですけれども、向こうの事業は１５万円ですけれど

も、グリーンカーテンで１３万 7,000 円、新たに増やしているということであります。スク

ラップ・アンド・ビルドであればこちらの方かなと私的には思うんですけれども、以上お願

いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） １点目の会計年度任用職員の社会保険料等につきましては、本

多総務課長補佐より説明申し上げます。 

２点目の職員研修、３２ページでございますけれども、本町において職員の人事評価制度

を行っております。そういった人事評価にあたりましては、やはり研修機会を設けまして、

被評価者、評価者がそれぞれ内容、精度を高めていくことによって、職員の資質向上、組織

の力の向上に繋がっていくものでございますので、そういったものを来年度は研修機会を設

けたいなと考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本多総務課長補佐。 

◯説明員（本多由紀総務課長補佐） それでは、ご質問のありました３０ページの会計年度任用

職員の社会保険料等についてご説明申し上げたいと思います。予算書の方で一般事務基準報

酬、一般事務時間外手当基準報酬、運転手給料、会計年度任用職員の分の手当、こちらに対

しましての社会保険料となっております。こちらにつきましては、現在一般職非常勤職員と

しているものが来年度より会計年度任用職員に移行されることに伴って名称等を変更した

ものでございます。以上です。 
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◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ３３ページから３４ページにかけまして高速交通網整備

促進対策事業の関係でございます。これにつきましては、庄内開発協議会等が実施いたして

おります要望活動等に対する、そういった負担金等が多いわけでございますけれども、二つ

に絞って申し上げさせていただきますと、まずは日沿道に限って言えば、特にミッシングリ

ンクが課題となっておりますので、その改修を図るために要望活動を重点的に行っていると

ころでございます。このミッシングリンクの対象については、先のマスコミ等の報道でもあ

りましたけれども、遊佐町において一部区間が具体的な供用開始年次まで示されているとこ

ろでございます。引き続きミッシングリンクの解消に向けた要望活動が必要と感じておりま

す。 

それから、庄内空港の利用振興協議会の方では令和元年度において就航しましたＬＣＣに

ついて、その利用活性化策をやはり図っていく必要があるということで、令和元年度から３

ヵ年計画でその活性化策、これは地域、国の補助金等を活用しての事業となりますけれども、

そういった部分でその新たな就航に伴う、そういった活性化策もこの負担金の中に溶け込ん

でいるような、新たな取り組みを行っているような状態でございます。 

それから、２点目の総合計画策定事業の航空写真、それから食糧費の取り扱いに関しまし

ては菅原企画調整課長補佐よりお答え申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 菅原企画調整課長補佐。 

◯説明員（菅原 勲企画調整課長補佐）  ３４ページの総合計画策定事業の中の航空写真撮影

業務委託料につきましては、現在策定中の第４次三川町総合計画の計画書に掲載するための

三川町の全景の写真等を撮るための費用ということで予算を計上させていただいておりま

す。近年ではドローンによる撮影も可能となっておりまして、安価で撮影できないかと検討

はしたところではありますが、航空法上、空港周辺や 150 ｍ以上の航空は飛行できないとい

うこともありまして、専門業者にお願いしたところでございます。 

それから、総合計画の食糧費につきましては、総合計画の策定推進委員会の委員が現在２

８名ということですが、そのうち１８名が三川町の振興審議会の委員となってございます。

今年度につきましてはお昼を挟んでそれぞれの会議を行ったということで、昼食代を支出し

たところでございますが、来年度につきましてはその予定がないということで計上していな

いところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ３９ページの戸籍システム推進事業の中の戸籍情報システ

ム改修委託料に係るご質問でございました。まず昨年５月ですけれども、戸籍情報を伴う行

政手続を簡素化する改正戸籍法が成立したところでございます。これによりまして、国が一

元管理する戸籍情報を全国の自治体でも紹介できる新システムを構築し、マイナンバー制度

とも連携させるというものでございます。これにつきましては、令和５年度の導入を目指す

というものでありまして、そのための準備のシステム改修ということになってございます。 

なお、詳細につきましては、五十嵐住民主査よりご説明申し上げます。 
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◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐住民主査。 

◯説明員（五十嵐まなみ住民主査） それでは、私の方から戸籍情報システム改修委託料の内容

についてご説明申し上げます。こちらに関しましては、戸籍副本データ送信に係る改修と法

務大臣による情報提供用の個人識別符号取得に係る改修ということになっております。以上

です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） それでは、私から３点ご質問ございましたので、お答えさ

せていただきます。 

まず１点目のふれあい館の大規模改修に関わる負担金についてでございます。こちらにつ

きましては先程申し上げましたが、ふれあい館の方を社会福祉法人けやきの方に譲渡いたし

まして、今現在運営をしていただいているという状況でございますが、そのふれあい館が老

朽化いたしまして外壁の工事、それから建具、水銀灯との交換が必要になったということで、

この度改修工事を行うというものでございます。これにつきましては、平成２８年の譲渡の

時点で、町の方と社会福祉法人の方とで契約を交わしまして、100 万円以上の大規模な工事

についてはその１／２を町が負担するというような契約を取り交わしたことによりまして、

今回の工事に伴い町の方で負担金の方を計上したものでございます。 

続きまして、在宅介護訪問理美容サービスについて、今年度の予算の方には計上になって

いないということでございます。こちらにつきましては、これまでも幾度かご指摘をいただ

いた経過がございますけれども、昨年度予算計上いたしまして、これにつきましては対象の

枠を広げてこの事業が必要であるということを再三申し上げまして予算計上してきたとこ

ろでございますが、やはり今年度、今現在もこの利用についての申請がありませんでした。

その辺をこちらの所管の方で検討しまして、今年度についてはこの事業を計上しなかったと

いう経過でございます。 

それから、三つ目の生活支援緊急通報システムについてであります。この緊急通報システ

ムというのは、対象になる方は６５歳以上の高齢者の方々というふうになりますが、それ以

外にも障害をお持ちの方とかそういった理由で緊急事態に連絡をするすべがなかなかとれ

ないというような方々を対象にこの事業を行っているものでございます。自宅の方に緊急通

報システムという機器を設置いたしまして、ボタン一つで受信センターというのでしょうか、

そちらの方に通報が行き、何か急な病気であるとか転倒によって動けなくなったとか、そう

いった場合、そのセンターの方から連絡が来て救急等の出動要請など、そういった対応が図

られるというものでございます。以上でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） ４９ページ、子育て交流施設整備事業の備品購入の内容につ

いてというご質問でありました。各種いろいろ多様なものがあるわけなんですけれども、主

なものといたしまして、いわゆる一般備品と言われるもの、例えば事務室で使います事務用

机ですとか文書保管用の棚、キャビネット、また、多目的ホールなどで使うことになると思

いますが、会議用の長テーブル、椅子など、さらには、子育て支援センターなどで幼児が使
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う保育用教材、さらには、大型遊具については工事費の中で整備するわけでありますが、そ

の他の室内で使う遊具などを購入する予定であります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） グリーンカーテンの事業についてのご質問とご意見でご

ざいました。グリーンカーテンにつきましては、やはり世界的な問題である地球温暖化対策、

委員おっしゃるとおり異常気象等、これも影響しているものだと思われます。このグリーン

カーテンにつきましては、こういった地球温暖化に対する考え、こちらの方の促進、こうい

った部分を兼ね備え、広く知っていただくということにおいて、このグリーンカーテンの事

業を実施しているところです。 

この事業につきましては毎年行っているわけですが、ここ３ヵ年においても増えている状

況です。個人個人の参加が増え、この意識についてやはり草の根のように少しずつ広がって

いく、こういったことが地球温暖化の防止については大事なことかなと思われます。こうい

った状況でございますので、町においても率先してやっていくべきと考えているところでご

ざいます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） それでは、職員研修事業で職員の人事評価制度の精度を高めるため

の講師ということでありますけれども、今回何人の方がこの人事評価制度の研修を受けるの

でしょうか。 

それから、次の高速交通網ですけれども、一生懸命行っていると、毎年のようにというこ

とで。今まで行っていた事業でなかなか進まないというふうな感じがしております。例年ど

おり一生懸命行っていくというふうなことではありますけれども、来年度はもっと加速する

ような事業というふうな取り組みは計画されていないのでしょうか。 

次は、総合計画策定の航空写真、確かにドローンでは 150 ｍ以上は上がらないということ

であります。そもそもでありますけれども、この総合計画の中に航空写真は必要なのでしょ

うか。そこら辺も含めて、これだけのお金をかける必要があるかなと。なぜ総合計画に全体

の航空写真を付ける必要があるのか。私は別になくても計画は作れるのではないかと思いま

すけれども、その辺の見解をお願いしたいと思います。 

次に、生活支援であります。緊急時に通報するということでありました。残念ながら成田

町内会でも行っておりましたけれども、個別の案件なので答えられるか分かりませんけれど

も、今回そういうものを付けていたのでしょうか。もしなかったとすれば、もしこういうシ

ステムがあれば成田新田のような場合、役に立つのかどうか。その辺をもう１回見解をお願

いしたいと思います。 

それから、子育て交流施設の整備の備品でありますけれども、いろいろありますけれども、

長テーブルと椅子というふうなところで、これは今農村環境改善センターの方にも古いやつ

ございますけれども、やはり新しい設備ですので使わないというふうなことで導入かと思い

ますけれども、今の既存の長テーブル、椅子の取り扱いは今後どう考えているのかお知らせ

ください。 
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地球温暖化、意識は高めているということはありますけれども、本当にどれだけ効果があ

るのか。もう１回考え直してもいいのではないか、これはないよりあれば、それなりの意識

はするとは思いますけれども、地球温暖化にはそんなに役に立ってはいないのではないかと。

私みたいに起業家であれば最初にこういうのは経済効果がないのでやめますけれども、行政

はそういう経済効果だけでは行わないというのは分かっておりますけれども、そんなに意味

がないのではないか、ゼロとは言いませんけれども、そろそろ考えてもいいのではないかと

いうふうに思いますけれども、もう一度見解をお願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 暫時休憩します。            （午後 ２時０３分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 再開します。              （午後 ２時２５分） 

引き続き質疑を行います。本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ３２ページの職員研修事業の講師謝金でございますけれども、

この研修事業につきましては職員全員を対象としております。先程研修の一つとして紹介い

たしました人事評価制度につきましては、これも職員全員が対象になるものでございますけ

れども、まずは被評価者としての立場では、そういった内容をどのような形で自分が個人目

標を立てればいいのかという内容の研修であります。さらには評価者研修もございまして、

それはどういうふうに被評価者を評価するのかという目線合わせの研修も必要となってま

いります。ですので、場合によっては複数回の開催も踏まえた上での講師謝金を計上してい

るものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 高速交通網の整備促進に関わる重点項目というお話であ

りましたけれども、まず基本的にこの各種同盟会については、本町独自のものではございま

せんので、要望をする際にも行動要望という形で庄内開発協議会といった２市３町が組織す

る団体等においてそれぞれ重点項目を置きながら、毎年調整をしながらその項目を決定して

いるところでございます。昨年度におきましては、やはり先程申しました日沿道の建設促進、

それから庄内空港の運行拡充策等、こういったものを重点項目として掲げて運動しているよ

うな状況にございます。 

それから、２点目の航空写真の部分でございますけれども、この航空写真の撮影業務委託

料につきましては、総合計画で活用するのはもちろんでございますけれども、ある程度カッ

ト数を多く撮りまして、今現在考えておりますのは社会科副読本の方にもこのカットを使う

予定としておりますし、それから町のその他の刊行物についてもこのカットを活用してまい

りたいと考えております。したがって、版権等についても町の方に版権を帰属するという形

で契約を結んでその写真等を活用してまいりたいと考えているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ご質問ございました緊急通報システムにつきまして、先だ

っての成田新田におきます火災でお亡くなりになられた方について、事業が対象になるかど

うかというようなご質問でございましたけれども、ご本人の年齢ですとか家族構成、またそ

の障害度や介護度に応じましてこの事業が該当するかということが決められるため、今ここ
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で対象になるかどうかということは分からないわけでございますが、いずれにしましてもこ

の緊急通報システムという事業がこの地域の中で一人暮らしの高齢者の方、それから高齢者

世帯の方、障害者の方々が安心して暮らせるように、そのために導入している事業でござい

ますので、今後もそういった対象となる方々に多くこの事業を周知してまいりたいというふ

うに考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹）  子育て交流施設の備品の購入にかかり、新たな施設ができた

後の現在の農村センターにおけるテーブル、椅子の活用はというようなご質問でありました。 

当初、農村センター、三川町公民館のホールにあるテーブル、椅子等、新しい施設の方に

活用できるものはないかという検討もしたところでありますが、やはり傷んでいるものも多

くあり、新しい施設にはふさわしくないだろうというような判断をし、備品購入をしたとこ

ろであります。農村センターのテーブル椅子等につきましては、そのままホールの方に置く

予定であります。ホールの使用を中止したあともテーブル、椅子等は置く予定にしておりま

す。と申しますのも、町の各種イベント等でテーブル、椅子を使うことが何度かあります。

そういった中で農村センターのテーブル、椅子をすべて持っていっても不足なようなイベン

トもあるため、そのまま町のイベント等で活用するというようなことを考えているところで

ございます。一部の町内会長からは町内会の方に払い下げすることはできないのかという質

問をお受けしていたこともありますが、ただいま申し上げたような理由で払い下げはせず、

町の方で使っていくというような考え方を持っております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） グリーンカーテンにおける効果と効果が薄いのではない

かと、企業においてはこういうものはなかなか取り付かないというようなお話がございまし

た。 

このグリーンカーテンプロジェクトにつきましては、実のところ環境省が推奨して行って

いるものとなっています。これを踏まえて各企業のその効果は分かるのですが、やはり地球

温暖化は大事なことということで、企業も多数参加して、このグリーンカーテン事業を行っ

ている状況となっております。 

また、グリーンカーテンにつきましては、やはり温度を下げる効果と申しますか、そうい

ったものについては測定したところもございまして、約１度から２度、室内の温度が下がる

だろうと言われております。ただ、グリーンカーテンなものですから、やはり地球温暖化の

根源となっておりますＣＯ₂ の削減、これについても効果がある事業となってございます。

町民については我々が行っておりますグリーンカーテン事業について参加をいただきわず

かながらでもこういった部分について努力をしていただいている状況になっているところ

です。今後についてもこの事業は推進してまいりたいと思います。 

また、委員ご提言があった、さらに良いものはないかということでの提言と捉えさせてい

ただき、今後の課題として取り組ませていただきたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） ２番 志田德久委員。 
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◯２ 番（志田德久委員） 最初に２９ページの公共施設等長寿命化支援事業、1,232 万 2,000

円。これは庁舎の耐震化と受けとめておりますが、庁舎の耐震は終了したような私は理解で

おりましたけれども、この内容をお願いしたいと思います。 

そして予算の収入でもありました、３２ページのコンビニ収納事務手数料・業務委託料、

税金ですけれども、これは単価が 17万 8,000 円と 13万 2,000 円とありますが、これは内容

的にどうして二つの予算なのか伺いたいと思います。 

次に３７ページの防犯灯改修等事業補助金、これはＬＥＤ化だと思いますが、今回防犯灯

整備工事請負費が３０万円入っております。これはどこかを修繕、直すということなのか、

その内容も伺いたいと思います。 

そして５２ページの斎場等使用料補助費、町では各火葬場の１万 5,000 円を超えた分を補

助金として出しておるわけであります。例えば鶴岡市になりますと２万 8,000 円、酒田市で

すと４万円ですので２万 5,000 円の補助というようになっておりますが、今年度も補正を組

んで、その前の平成３０年度も補正を組んで、328 万 8,000 円、予算は 312 万円でしたが、

実績が予算より増えたということであります。当然補正を組んだ記憶がありますけれども、

今年が 314万円でありますので、時代の背景から言うと、利用者が増えると補正を組んだよ

うに、最初から補正を組むのが予算ではありませんので、その辺実績等を踏まえて、流れを

人口層が分かりますので、補正を組まないような予算編成はできなかったのか、伺います。 

あと、５２ページ資源回収推進事業補助金、今回 139 万 2,000 円あります。これは衛生組

織連合会の交付金が、今までの 220万円がなくなった結果なのか、それとも新たにこの事業

を推進するとすればという内容なのか伺います。 

あと同じ５２ページで先程から同僚議員が質問しておりましたグリーンカーテン設置撤

去作業手数料でありますが、各世帯に３本ということでゴーヤーの苗を配布しておりますが、

申し込んでも間に合わなかったという例がたくさんあります。好評なことは確かであります。

ただ、違うもの、あるいはアピールするものということで、私も昨年の夏に建設環境課の女

性職員が一生懸命水をやりながら管理はしていましたが、その人にちらっとは言ったのです

が、アピールするためにゴーヤーでなく、数本でいいのでメロンを植えたらどうですかと、

そうすればすごく啓発になりますし、当然マスコミは飛びついてきます。そういうことでゴ

ーヤーだけでなく、せめて庁舎には数本メロンを植えるのはどうでしょうか。ということも

昨年水やりをしている女性の方には言ったのですけれども、やはり啓発するにはそういうこ

とも良いのではないかと思いますが、その辺の考えを伺いたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ３７ページの防犯灯整備工事請負費については本間総務課長

補佐より説明申し上げます。２９ページの庁舎の改修工事の関係でございます。公共施設の

長寿命化対策事業につきましては、耐震だけではなく予防修繕、予防改修により施設を長く

使うための事業としてこの括りをしております。今回の内容については施政方針の中にもあ

りましたとおり、防災ハザードマップの中で庁舎が将来浸水する可能性もあるということで、

１階にある情報機器のサーバー等を上層階に移動するための経費でございます。 
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◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長補佐。 

◯説明員（本間 純総務課長補佐） ３７ページ、安全で明るい町づくり推進整備事業の中の防

犯灯整備工事請負費３０万円の内容についてでございます。こちらにつきましては、新たに

設置要望があった地域等への設置に対する予算措置として３０万円確保させていただいた

ところです。現時点でこの金額で整備できる灯数としては概ね７灯程度ということで考えて

おります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ２点ございました。まず３２ページのコンビニ収納にかかる

手数料の質問でございますけれども、コンビニ収納につきましては、令和２年４月１日から

開始するということで、ただいま準備を進めているところですが、この手数料及び委託料に

つきましては、吉田出納係長より説明申し上げます。 

もう１点、５２ページの斎場等使用料補助金ということで、予算と補正の関わりでござい

ました。確かに、平成３０年度につきましては例年になく死亡者数が多かったものですから、

増額補正という形をとらせていただいております。ただその前、平成２８年、２９年につき

ましては間に合いましたし、本年度につきましても当初予算で間に合うというふうに見込ん

でいるところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 吉田出納係長。 

◯説明員（吉田直樹出納係長） それでは、コンビニ収納の予算、手数料等の内容についてのご

質問についてお答え申し上げます。 

まずコンビニ収納にかかる経費といたしましては事務手数料と業務委託料の２種類、予算

書の記載のとおり必要となっています。まず事務手数料でありますが、令和２年度にコンビ

ニ収納の対象として見込む、町税や料金等における発行見込みの納付書枚数を基本としまし

て、それに１件あたりの単価手数料を掛けた金額のうち、約１０％をコンビニ収納の利用と

して見込んで計上しております。この１０％という数字につきましては本町に先行してコン

ビニ収納を導入しております近隣市のコンビニ収納割合を参考にしつつ、本町は開始初年度

という点を考慮しまして、見込み計上したものでございます。 

もう１点、業務委託手数料につきましてはコンビニで収納されました町税や料金に関する

情報につきましては LGWAN 回線を通じて入手することになりますが、そのシステムの利用等

に関する業務委託料といたしまして、月額１万円の１２ヵ月分に消費税分を加えた額を計上

いたしているところでございます。以上でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） ご質問にございました５２ページの方の資源回収推進事

業補助金でございますが、委員おっしゃるとおり衛生組織連合会の方で行っていた事業でご

ざいますが、この事業、良い事業なものですから、これを継承すべく町で行うということで

設定したものです。その内容につきましては木村環境整備係長よりご報告申し上げます。 

また、グリーンカーテンの部分でございます。今いいアイデアをいただいたなと思ってお

るところです。ただ我々の方でもいろんなものがあるんだろうなと。一つとしては変わった



- 47 - 

ところではドラゴンフルーツを植えているところ、日常的には朝顔だとか昼顔だとか、これ

については時期等もございますのでそれに適なのかと、ただ果樹についてはやはりご存知の

とおり、適時に追肥をする、また収穫を伴うものですから、その成った実の摘果と申します

か、いいものを作るにはかなり安易ではないのだろうなと。やはり果物でありますので、食

べられれば一番いいんだろうなと、こういった部分、最近は品種改良して小さなマクワウリ

ですか、ゴールデンメロンとか申すような家庭菜園に向いたものもございますので、こうい

った部分、ご意見をいただいたということで課題とさせて取り組んでいきたいと思います。

以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 木村環境整備係長。 

◯説明員（木村功環境整備係長）  それでは私の方から資源回収推進事業補助金につきまして

説明させていただきます。 

こちらの内容につきまして、この事業はごみの減量化、資源化に対する意識の向上及び資

源回収の奨励を図るため地域住民で組織する団体等が実施した資源回収に対しまして、その

回収量に応じまして補助金を交付するものでございます。その他にも資源ルートの確保を図

るために資源回収事業者に対しても団体資源リサイクルステーション等における資源回収

量に応じて補助金を交付するものでございます。 

まず団体等への補助金額の水準でございますが、新聞紙、ダンボール、金属類につきまし

ては１ kgあたり４円、雑誌、牛乳パック、雑紙につきましては１ kgあたり７円、ビン類に

つきましては１本あたり２円としているところでございます。それから、廃食用油につきま

しては当該年度の回収量が０以上１０ℓ 未満の場合につきましては 1,000 円、１０ℓ を超え

る場合につきましては１ℓ を超えるごとに４０円を加算していきます。 

それから、回収業者への補助金の水準でございますが、古紙類、新聞紙、ダンボール、牛

乳パック、雑誌でございますが、１kgあたり３円、金属類につきましては１ kgあたり２円、

ビン類につきましては１本あたり１円と、これまで衛生組織連合会で奨励金を出していた水

準を継続するものでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ２番 志田德久委員。 

◯２ 番（志田德久委員） ただいまの資源回収、衛生組織連合会の組織がなくなったというこ

とで伺いましたが、各集落の育成会等で資源回収を行っているわけですが、これが新興住宅

のある町内会なら別ですが、旧集落の児童数等が減って、資源回収をやめてきているところ

があります。まして、この組織がなくなると町内会長が携わって入っている組織ですので、

なくなるということですので、やはりこの資源回収推進、当集落でも一頃児童が２人しかい

なくなって育成会では大変ということで、公民館役員が手伝って継続して、今は児童十何名

おりますので、育成会で行っておりますので、やはり児童数等育成会等が、活動が困難な場

合でもこういう事業を続けるということで、他の公民館等の地域住民の協力を要請するのも

手かと思いますが、その辺はどうでしょうか。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） ただいまの資源回収の関係でございます。これにつきまし
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ては今の少子化の関連で児童が少なくなったと、このやり方については各町内会、各育成会、

いろいろ知恵を絞りながら行っているような状況です。ただ、皆さんが申される部分につい

てはやはり良いことなので行っていきたいという旨も多数寄せられているところです。です

ので、やり方の部分については今後町も相談に乗っていき、継続していきたいと考えている

ところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） 私からは４点ほどお願いします。 

最初に予算書３０ページ、ここだけに限らないのですが、会計年度任用職員の件です。全

体でどれほど人件費というものが割増になったのか、説明をお願いします。それから、令和

２年度に向けて採用の募集がなされていたようですけれども、この採用状況はどうなのか、

その辺も説明をお願いします。 

それから、次に３５ページ、２款総務費の７目開発費の関係です。先程もありましたけれ

ども、農村地域産業導入実施計画策定業務委託料、この件に関して。産業団地に対する計画

づくりということだったのですが、施政方針の中ではこの事業に関して桜木地区の住宅地と

いうものにも触れられているようですが、その辺どうなのかと伺いたいと思います。 

次に４３ページ、３款民生費の２目老人福祉費、これも先程来出ていますが、ふれあい館

の大規模改修負担金、この件です。平成２８年における契約金に無償譲渡ということで、そ

の際に先程説明がありました 100 万円以上の費用が生ずる部分について町で１／２負担とい

うことですが、これは何か覚書的なものが交わされたのか、その辺を伺いたい。その辺の負

担金が生ずる根拠、それについて伺いたい。 

それから、今回外壁あるいは扉というような内容でしたが、今後大規模改修というものの

計画、どのようになっているのかその辺伺いたいと思います。 

それから、最後です。４６ページ、３款民生費の１目児童福祉総務費、子育て支援センタ

ー事業それから学業保育支援事業、これに関してですけれども、前年度から比べると大幅に

増額になっています。国・県の補助も支出金も増えているわけですが、この二つの事業に関

わる事業費の内訳、国・県の部分がいくらなのか、それから一般財源がいくらなのか、それ

ぞれ伺いたいと思います。それを受けまして、町の負担分も大幅増なのかどうか、その辺を

明らかにしたいのでよろしくお願いします。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 会計年度任用職員に関するご質問でございました。まず人件費

につきましては昨年ですか、全員協議会の中でもお示しをしているところではございますが、

社会保険料については料率とも関係がありますので、それを除きますと人件費としての給与、

報酬については900万円ほどでございました。 

さらにその募集、採用状況でございますが、基本的には庁舎内の会計年度任用職員につい

てはほぼ充足しておりますが、一部学校等において資格を要する職種、具体的には教員免許

ですか、そういったものを持つ人が必要なわけでございますけれども、令和２年度から新た

に職種が設定されたものについてまだ確保できないものはございますが、まず基本的には令
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和２年度の事務事業の執行にあたって、円滑な採用ができたと考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 施政方針の中でこの産業団地の拡張に向けた実施計画の

策定に取り組むという部分と、それに合わせて桜木地区住宅地開発など住環境整備を推進し

定住人口の増加を図っていくということで述べたわけでございますが、この部分については

桜木地区についてはこちら令和２年度の方に具体的な予算として計上されているものはご

ざいませんが、現在行っております雨水排水量の調査業務等それを踏まえて年度内でその検

討等を行う予定としているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ふれあい館の改修にかかる負担金についての覚書等があ

るかということでございますが、こちらにつきましては平成２８年の４月１日付で町有財産

の無償譲与契約書を取り交わし、協定書の方も４月１日付けで結んでいるものでございます。 

この工事に関して 100 万円ということでの根拠ということでございますが、やはり施設の

方がある程度老朽化していたという部分の中で、町の方から譲渡をお願いする都合で、社会

福祉法人けやきの方と話し合いをし、100 万円以上の大規模な改修については、双方で１／

２の負担をするというような取り決めを行ったものというふうに理解をしております。 

今後につきましてですが、さらにその改修工事が行われることはあり得るのかなというふ

うに思っておりますが、この工事箇所につきましては１回限りでの契約というふうになって

おりまして、同様にその外壁、または建具等が修繕で 100 万円以上が発生した場合でもその

際については譲渡先の社会福祉法人けやきの方で負担をするというふうな形で協定を結ん

でいるものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） 子育て支援センター事業、それから学童保育支援事業の財源

の内訳というご質問でありました。 

まず子育て支援センター事業につきましては、1,876 万 7,000 円の予算計上をしておりま

すけれども、このうち特定財源として国・県からの補助金・交付金等で 759 万 4,000 円が特

定財源というふうになっております。一般財源としては 1,100万円ほどになります。 

それから、学童保育支援事業につきましては、事業費が 2,448 万 6,000 円でありますけれ

ども、このうち特定財源として 1,606 万 2,000 円が特定財源であります。ですから、一般財

源としては840万円ほどということになります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博議員） 会計年度任用職員に関してですが、今回 900 万円の人件費の増とい

うことですが、働き方改革そのものはまだその改革の半ばにあるというふうには思っていま

すけれども、今後そのさらなる待遇改善等、あるいは基本給の上乗せ、あるいは手当の追加

というようなことが今の時点では考えられているのか、いないのか。その辺の情報をどのよ

うに掴んでいるのか。今後またさらに人件費が拡大する方向にあるのかどうか。その辺を伺

いたいと思います。 
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それから、地域開発推進事業、桜木に関しては今回別だということでした。産業団地に関

して令和２年度で計画を策定していくということですが、では産業団地というものが、今後

需要があるとすれば一番早い段階ではいつ頃から供用というか企業の進出が可能なのか、そ

の工程表といいますか、その辺はどのようになるのか伺いたいと思います。最速いつぐらい

までこの団地ができるようになるのかということです。 

次はふれあい館に関してですが、協定書というもので約束されているということですが、

今後の計画というものは具体的になっていないようです。ただ、その協定書の中で同じ今回

行ったところは、負担はないということです。今後可能性としてあるのは屋根とかそういう

部分なのかなと思いますけれども、その辺こちらの町の方の財政計画なりに公共施設等管理

計画があるわけですが、それとは名前としては別個なわけですが、こういった大規模な金額

が出る可能性がある部分については今後社会福祉法人けやきとの協議によって計画という

ものを作っていく必要があるのかなと思います。今後の対応について伺いたいと思います。 

最後、子育て支援センターそれから学童保育に関してですが、昨年の予算を見ますと、子

育て支援センターは 460 万円程ですし、学童保育に関しては 1,200 万円ということでそれぞ

れ町の負担が大幅に増えているというふうな感じを受けます。さらに伺いたいのは子育て支

援センターの場合の委託契約に関してですが、この委託契約というのは内容としてはどうい

った積算根拠になるのか、基本的な部分、それから人数、利用者による部分というものがあ

るのかなと推測しますが、契約の内容について伺いたいと思います。 

また学童保育に関しては、これはワンクッション置くわけですが、要するに人数というも

のが金額の根拠になるのかなと思いますが、それでいいのか確認したいと思います。以上で

す。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 会計年度任用職員制度におきまして、今後人件費が増える要素

があるのかというような質問でございました。これについては働き方改革という意味では、

同一労働同一賃金というような話もされておりますが、今回本町が制度化した内容について

はまずは職員の給料表を用いて、その給料表で報酬、給与を定めることとしております。さ

らに期末手当につきましては今の再任用職員の基準を使って期末手当の支給を行っており

ます。そうした際に報酬給与については基本的にはこれから会計年度任用職員については人

事評価制度においてその評価が高ければ本人の就労希望があれば再度の任用ができること

になっております。再度の任用にあたっては昇給が出てまいりますので、新陳代謝がない場

合についてはその人件費が増になる要素となります。 

さらに期末手当につきましても、今年度は６月期末手当が、全員が１年目ということで満

額出ませんので、それは来年度については期末手当が増える要素になります。さらにはその

期末手当の率についても国と比較いたしますと低い状況になりますので、これを引き上げる

ようなことになってまいりますと、人件費増の要素となるものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 産業団地のスケジュールに関するご質問でありましたが、
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最短でいつかといったお話でありましたが、この計画策定自体は令和２年度内の策定を目指

しております。この策定のためには先の質問にもありましたとおり地権者等の合意、それか

ら関係機関、これは県等も含めての合意でありますが、そういった合意形成を図る必要があ

ることから、何とか令和２年度内でこの計画をまとめたいと考えております。 

その計画策定後に、各種法令の手続が出てまいります。農振除外、農地転用、それから土

地計画法に基づく開発行為等の手続でございます。そういったことを鑑みますと、早くても

令和３年度以降の供給と言いますか、造成工事が土地開発公社で行うのか、もしくは進出企

業が自ら農振除外した土地を申請するといったことも可能となりますので、その辺の工事の

手続等も関連してきますが、やはり令和３年度以降にこういった具体的な分譲等が開始され

るものと見込んでおります。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） 今回のふれあい館に関しまして、無償譲与建物維持修繕工

事等に関する協定書ということで、町と社会福祉法人けやきの方とで協定を結んで今回の工

事を行うわけでございますが、先程申しましたとおり今回の工事の分については今後の工事

としては除かれるというふうになるかと思います。 

また屋根につきましては平成26年度に大規模な工事を一度行っておりまして、当面の間に

ついては屋根の修繕は発生しないのではないかというふうに思われます。ただ、それ以外の

内壁であったり天井であったりという部分については今後の老朽化の具合によって工事を

しなければならないということも考えられるところではございますが、その辺につきまして

は社会福祉法人けやきの方と連絡をとりながら、町としての対応についても、当然その公共

施設とその管理計画等には今のところ載っていないところでございますが、それについて話

し合いをしながら事業を行わなければならないような状況にあるときは財政サイドとも協

議をして進めてまいりたいというふうに考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤保育園主幹。 

◯説明員（佐藤 亮保育園主幹） 子育て支援センター事業、それから学童保育事業にかかりま

す積算根拠というような内容でありました。まず子育て支援センター事業につきましては、

経費について国の方が補助基準を設けており、国・県が補助基準に基づいて交付される金額

が先程申し上げた金額になります。対前年に比べまして大きく事業費が増加している理由と

しましては令和元年度、今年度までについては午前中のみの子育て支援センターの開所とい

う運営のやり方であり、そこに対しては実質保育園の業務との兼務というような形のところ

も一部ありましたので、実質的には1.5人程度の人件費を見ていたところであります。 

今後新たな施設ができた後につきましては事業内容を拡充する予定であります。平日につ

きましては朝から夕方５時まで、それから土曜日、日曜日も同様に朝から夕方までの１日の

開所ということで事業内容を大幅に拡充しておりますので、そういったことからこの事業費

が増加しているということでご理解いただきたいと思います。 

一方、学童保育支援事業につきまして、こちらも前年に比べますと大幅に増えております。

この学童保育にかかる国の補助の制度につきましては、国が基準としております補助基準額
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と実際学童保育の運営にかかった経費、これを比べて低い方が補助の対象金額というふうに

なります。そこからそれぞれの学童保育所で徴収しております保育料を除いた部分について、

国・県・町が１／３ずつの負担をするというような積算根拠になっているところであり、そ

ういったことから特定財源については先程言ったように 1,600 万円ほどの金額になるという

計算をしたところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 他の委員の方。３番 佐藤栄市委員。 

◯３ 番（佐藤栄市委員） ３２ページ、コンビニ収納について最初に伺います。庄内３町で一

緒にということで準備してきて４月１日からコンビニ収納ができるというお話でしたが、こ

の事業を開始するにあたっては、コンビニ収納は市ではそんなに多くないよという話も先程

答弁されていたようですが、どのぐらいの数字を見込んで出発するのか。それから三川町に

はコンビニが３ヵ所あると思っています。それは同時にいくのか１ヵ所に絞るのか、まずは

その点を伺いたいと思います。 

それから３４ページ、地域づくり活動推進事業、移住世帯向けの記念品それから移住支援

事業費補助金の内容を最初にお聞きしたいと思います。 

それから５０ページ、骨髄移植ドナー助成金という項目があります。歳入でこの半額が入

っているわけですが、骨髄ドナーはあまり目にすることがないというか、私が知っている範

囲ではイオンの献血のときに脇に２人ほどいて、少し目立たないボランティアの人かなと思

うような人たちが受け付けをしている姿しか思えませんが、どのような形の中で事業が進め

られているのか、どのような形の助成金として持っていくものなのか、それをお聞きしたい

と思います。 

それから５１ページ、がん検診受診向上対策事業負担金というのがあります。大した額で

はないのですが、この対策協議会というのはどのような事業を行い、がん検診の受診向上に

繋げているのか伺いたいと思います。 

それから５２ページ、先程から出ております衛生組織連合会がなくなるということで、衛

生組織連合会でいろんな事業をしていたはずです。先程から建設環境課に引き継ぎますよ、

この事業は引き継ぎますよというような話はありましたが、結構な数の事業があったと思い

ますので、それの詳細についての振り分け方と言えばいいですか、どこがどういうふうな形

で引き継いでいくのかを伺いたいと思います。 

最後に５３ページ、労働費、内職情報サービス事業負担金というのがあります。その負担

金を出して三川町の町民に内職情報がどのように伝わっているのか、その点を伺います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐会計課長。 

◯説明員（五十嵐礼子会計課長）  コンビニ収納に関わるご質問でございました。 

収納率の増の見込みというご質問でございますが、これにつきましては現在のところは見

込みとしてそんなに見ていないということで、先だっても申し上げましたが、特に把握をし

ていないところでございます。 

そして収納できるコンビニ先はということでございます。町につきましては地域銀行協会

ということで、荘内銀行と契約をしてこのコンビニ収納を取り扱うこととしておるところで
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すけれども、この地域銀行協会と提携しているコンビニ、セブンイレブンとかあるわけです

が、その提携しているコンビニであればどちらのコンビニであっても納付できますし、町内、

町外、県外を問わずこの利用はできるということになっております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ３４ページにおいてご質問ありました２件の事業につき

ましては、いずれも県の補助金を活用した事業となるわけでございますが、その詳細につき

ましては、菅原企画調整課長補佐よりお答えを申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 菅原企画調整課長補佐。 

◯説明員（菅原 勲企画調整課長補佐）  ３４ページにあります移住世帯向け記念品について

でございます。こちらの方は県外から本町への移住を促進するために、本町が山形県それか

らＪＡ全農やまがた等と連携して県外から移住した世帯に対しまして、県産米６０kg、それ

から味噌３ kg、醤油３ kg を支給するものでありまして、平成３０年度から実施している事

業でございます。対象者としましては転入前に移住する公的窓口、例えば東京にあります、

やまがたハッピーライフ情報センターや山形県Ｕターン情報センターなど、そういった公共

窓口を利用していることが条件となっております。なお、世帯主が転勤や進学により移動に

なった場合は対象としていないところでございます。 

続いて、移住支援事業費補助金についてでございますが、こちらの事業につきましては国

が東京一極集中の是正、それから地方の担い手不足の解消といった、そういった対策をする

ために、東京圏から地方に移住し、県が指定する中小企業に就職した場合に支援金として 100

万円を支給するものでございます。対象者の詳細につきましては住民票を移す前、直近１０

年間のうち、通算５年以上東京２３区または東京圏に在住しておりまして東京２３区に通学

していた方が対象となっております。実績としましては今年度、令和元年度ですが実績はご

ざいません。県内においても鶴岡市１件のみということでありますが、来年度につきまして

もお一人分予算計上をさせていただいたところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ２点質問がございました。まず二つ目に質問がございまし

たがん検診受診向上対策事業負担金の詳細について、こちらにつきましては齋藤健康福祉課

長補佐よりお答え申し上げます。 

私の方からは骨髄移植ドナー助成金についてご答弁申し上げます。この骨髄移植ドナーの

助成金につきまして、どのような形で進められているかというご質問だったと思いますが、

本人がドナーとなりうるべく、骨髄の提供をしたいとなったときに、まずドナーとしての献

血の中で検査等を行い、適切であるかどうかの判断がなされます。その上で骨髄バンクが実

施しておりますドナーとして骨髄の提供をしていただくことになるわけですが、それに対し

ましては入院であるとかまた通院等の費用が発生するわけですが、町の方でこの度予算計上

している骨髄移植ドナーの助成金につきましては、そういった骨髄の提供者に対しまして、

その通院と入院の際に支払う補助金という形で予算計上をしているものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤健康福祉課長補佐。 
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◯説明員（齋藤昌子健康福祉課長補佐）  がん検診受診向上対策事業負担金について申し上げ

ます。 

定住自立圏事業ということで南庄内、北庄内の庄内５市町で共同してがん検診の普及に関

するキャンペーンを行っております。がんの受診率やがん死亡率ということやがんの予防法

などに関しまして、広く周知をして、合わせてがん検診の受診の必要性を伝えて受診に繋げ

るというものでありまして、毎年イオンモール三川で５市町の職員が出て啓発をしておりま

す。その啓発に関わる消耗品等あるいはがん予防クイズに関わる景品等の消耗品費に関しま

して、５市町で按分して支払っているものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 衛生組織連合会がなくなるということで、行っていた事業

の引き継ぎの状況ということでございました。 

衛連組織事業で行っている主な事業としましては感謝状の表彰がございます。これについ

ては会がなくなるということで、取りやめをするところでございます。また、環境保全啓発

事業としてゴーヤーの苗を購入し、地球温暖化の関連でお配りをしておりましたが、これに

ついては一般会計の方の予算に計上しているところでございます。 

また、健康体力づくり及び環境推進事業を行っておりましたが、これについては体力づく

りがメインだったものですから、これについては取りやめをするところでございます。また、

共同屋外防除推進事業でございますが、これにおきましては現在昨年度まで行っておりまし

たアメリカシロヒトリ等町が行います防除事業、こちらの方へ移行し、今後はヒトスジシマ

カ等についても薬配布などの対応により事業を実施していくこととしております。また、先

程説明いたしましたが、資源回収推進事業については先程ご答弁申し上げたとおりとなって

います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 内職情報サービス事業の負担金の関係でございます。鶴岡

市が実施しております内職相談斡旋の事業について三川町民もサービスを受けられるよう

に協定を結んでその事業の負担金になってございますが、その内容、利用状況を踏まえた、

どのように町民に伝えているかということについては、今野産業振興課長補佐よりご答弁を

申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 今野産業振興課長補佐。 

◯説明員（今野 徹産業振興課長補佐）  内職情報サービス事業について町民の方への周知と

いうのは今実際には行っておりません。ただ、鶴岡市からの情報に基づきますと２月の状況

にはなりますが、三川町からの相談件数として６１人、うち求職登録者数として１１人の方

が登録されています。実際斡旋された方は２人ということで、実は今内職業務そのものが減

っておりまして、実際希望する方が必ず内職を行える状況は少ないようですけれども、鶴岡

市の方に直接連絡をとって実際はそういった斡旋を受けているというような状況でござい

ます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 再質問はございますか。 
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３番 佐藤栄市委員。 

◯３ 番（佐藤栄市委員） コンビニ収納から聞きますが、これからは何件の収納がありました

というのが分かるというやり方だと先程答弁をしておりましたので、一安心というか実態が

把握できるのかなというふうに感じていましたが、一つは以前イオンの荘内銀行で収納がで

きました。あそこがなくなってから１年ぐらい経っているのかなと思いますが、またコンビ

ニ収納が始まるということで、土日でも収納できるような体制がまた確立できたというふう

に捉えています。 

荘内銀行がイオンから撤退してからの収納に対しての影響というのをどのように捉えて

いるのかが１点と、それからこれからは振り込みの納税者も結構多いと思います。どのぐら

いの率か分かれば教えていただきたいというのが１点と、それから振り込み納税と直接納税

という人がいる中でコンビニ収納ができますよという形のＰＲというのはどのような形で

していくつもりか、その点を伺います。 

それから移住世帯向けに関しては他県から山形県に、県が行っている事業ということであ

れば他県から山形県に来ればこの恩恵はどこでも受けられるという捉え方でいいのかどう

か。あとは三川町では転入してくるとはっぴー米を贈っているわけですが、それはまったく

違うものだという考え方でいますがそれでいいのか確認したいと思います。 

それから骨髄ドナーに関して町はそのドナーになってそういう助成金がありますよとい

うのをどのように伝えるかというか、その人たちに間違いなくそういう助成金が行き渡ると

いうふうに考えているのか、その点をお聞きしたいと思います。 

あとは内職情報サービスに関しては、やはり三川町でも情報を持って自分から鶴岡市に連

絡をしている人たちもいるのかもしれませんけれども、その術を知らないというか、そうい

う情報を持っていない人も三川町にはいると思うのです。ですから、何らかの形で三川の住

人にもこういうことがありますよと知らせるような方策が必要だと思いますが、この件につ

いて伺います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐会計課長。 

◯説明員（五十嵐礼子会計課長）  イオンにおきます荘内銀行イオン支店の撤退につきまして

は昨年の１月２８日、店舗移転という形でなったところでございます。このイオン支店につ

きましては、夜間までの収納も可能でしたし、また休みの日においても活用ができるという

ことで、納付書、納付されてきた納付書を見ますと、利用されている方が多いなというふう

に見ておったところでございます。また、平日等役場が開いている時間、銀行等が開いてい

る時間に納付できないよという納税義務者からの問い合わせに対しては、イオン支店の方を

ご紹介させていただいていた経過もございます。そういったことからこの影響という部分で

ございます。まず、少なからずあったというふうには思いますが、統計的にとっている状況

はございませんのでご容赦をいただきたいと思います。 

なお、昨年の６月１１日にゆうちょ銀行の方で、こちらの方の開設時間が午前９時から午

後５時までではありますが、イオンの方にゆうちょ銀行の方でも開設をされておりますので、

そういったところでは少しはカバーになっているのかなというふうにも思っております。 
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振り込みの納税者の割合でございました。こちらについては今手元に確かな数字は持って

ございませんけれども、振り込み、納税者数割、また金額ベースということでそれぞれ差異

はございますが、それぞれ６０％前後ではなかったかなと記憶しているところでございます。

ただ、年々そういった納税、こちらとしては推奨しているわけでございますけれども、その

割合については微減しているという状況にございます。 

また、コンビニ収納にかかるＰＲということでございました。まず課税通知書の方にその

旨記載になりますし、納付書の方にもコンビニでも収納できますよということで明記になり

ます。広報またホームページの方でも周知はしていくところですけれども、まず実際には課

税通知書とともに本人が一番知り得るのかなというふうに思ってございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 移住世帯向け記念品の関係で２点ほどご質問ありました

けれども、２点目のはっぴー米メモリアル事業との違いに関しましては、菅原企画調整課長

補佐よりお答え申し上げます。 

１点目の県内におけるこの補助事業に関しましては、３５市町村でありますけれども、令

和元年度においては３０市町村が取り組んでいるといった報告を受けておりますので、この

３０市町村であれば先程のような補助支援が受けられるという形になってございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 菅原企画調整課長補佐。 

◯説明員（菅原 勲企画調整課長補佐）  はっぴー米メモリアル事業との違いということでご

ざいましたが、はっぴー米メモリアル事業につきましては産業振興課所管の事業であります

が、三川産米のＰＲと販路及び消費の拡大を目指して、町民の婚姻や出産、また本町に転入

された方に対しましてお米を贈呈している事業でございます。この事業は転入前の住所がど

こであったかに関わらず、本町に転入された方につきましては、町民課住民係の窓口の方で

直接お米を贈呈しているところであり、移住世帯向け記念品の対象者とは対象が異なります

ので、この移住世帯向けの記念品の対象者は、贈呈時期は異なりますが、二つの制度で記念

品をいただけるというような形になります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） 骨髄ドナーの提供者につきましては、骨髄バンク等でテレ

ビまたはＣＭ等でもよく目にする機会があるかと思います。その中で骨髄ドナーの助成金に

ついての周知ですが、本町のホームページの方で三川町の骨髄移植ドナー助成事業というこ

とでお知らせをしているところでございます。また、献血会場の方でも呼びかけをしており

ますし、そういった中で骨髄ドナーについてのお知らせ等も掲示をしながら町民の方にお知

らせしているという現在の状況でございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 内職の情報、斡旋等について町民が利用できるということ

について広くお知らせをするという意味で、ただいまは直接的な広報はしておりませんが、

今後は広報やホームページ等を使いながらお知らせするようにしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 
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◯７ 番（鈴木淳士委員） それでは、私からは４点ほどお願いしたいと思います。 

まず１点目、先程も同僚委員から質問ありました３２ページの職員研修事業についてでご

ざいますが、今年初めて計上なりました３５万円の内訳、研修内容等については紹介いただ

きましたけれども、その下にあります謝礼の 5,000 円、これが同一の講師に支払われるもの

か、あるいはまた別の研修のための謝礼ということで計上されたものか、それを１点伺いた

いと思います。 

続いて、３７ページになりますが、下の方に土地鑑定評価業務委託料ということで、平成

３１年度の当初予算ですと 221 万 2,000 円、これが１７万 8,000 円に大きく減額なっている

というようなことで、先程は歳入の段階で、評価替えについての言及があったわけですけれ

ども、その進捗状況と今後の段取り等についてお伺いしたいと思います。 

続いて、４３ページの３款１項１目の介護保険事業費についてでございますが、特別会計

の繰出金について、昨年から比べますと 300万円ほど増額になっているということでありま

して、この介護保険事業についてのメニューの見直し等何らかの要因があったものと考えら

れますので、その内容等を伺いたいと思います。 

最後の４点目になりますが、同じページの下の方に高齢者地域活動支援事業として老人ク

ラブ活動費補助金がございます。１３万円ほど昨年から比べますと減額になったというよう

なことで、老人クラブの会員数等に変動があったのかなというふうなことで、その状況等を

お知らせいただきたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ３２ページの職員研修事業の謝礼の 5,000 円でございますけれ

ども、これにつきましては、その下にあります職員の出張旅費がございます。これについて

はいわゆる手挙げ方式、自ら企画して視察研修を行う場合の旅費でございますけれども、そ

うした際に訪問先の方に謝品を持っていく場合については、この謝礼の経費を用いまして謝

品として支出するものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ３７ページの土地鑑定評価業務に関わる評価替えの進捗状

況等に関するご質問でありました。まず評価替えにつきましては３年に一度ということで、

時期につきましては令和３年度となってございます。令和元年度におきまして標準値の土地

鑑定評価を委託しまして、その評価の基準というものを定めているところでございます。ま

た、毎年ですけれども、土地鑑定評価ということで時点修正にも使っておるわけですけれど

も、こちらの方にも実施しているところでございます。評価替えにつきましては、この土地

鑑定評価を踏まえまして、近隣市町とのすり合わせ、市町会というものがございますので、

そういった部分でのすり合わせ、隣接市でありながら非常に差があったとか、そういったこ

とのないように何度か、今年度後半に入りましてそのすり合わせ作業、会議というものが持

たれているところです。 

また、それに加えまして農地の売買価格等に関して、識見のある方々からその売買価格等

の調査も行っているところです。そういったことからまずは順調に令和元年度の調査を踏ま
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えて、今後微調整を図りながら令和３年度の評価替えに向かうというものでございます。以

上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ２点ご質問がございました。 

一つは介護保険特別会計の繰出金について、前年度よりも 300 万円ほど増加になっている

ということで、そのメニューの見直し等が行われているかどうかというご質問でございまし

たが、介護保険特別会計で行っております総合事業ですとか地域支援事業等については、大

幅な変更等はないわけでございますけれども、この 300万円の増加になった理由につきまし

て、真嶌介護支援係長よりご答弁申し上げたいと思います。 

それからもう一つ、老人クラブ等の活動補助金の減額の理由でございますが、この積算の

理由につきましては、加藤福祉係長よりお答え申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 真嶌介護支援係長。 

◯説明員（真嶌 幸介護支援係長） 介護保険特別会計繰出金についてご説明いたします。今年

度と比較しまして約 300万円の増となっておりますが、増額の要因につきましては、低所得

者介護保険料軽減負担金が増額したことによるものです。こちらにつきましては、令和元年

１０月から消費税が増税されたことによりまして、軽減幅の半分の水準で軽減を実施してき

たものでありますけれども、令和２年度より完全実施されることにより負担金の金額が増加

したものであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤福祉係長。 

◯説明員（加藤恵美福祉係長） 老人クラブ活動費補助金でございます。年々老人クラブ連合会

への加入数が減少しておりまして、現在の加入数は５クラブになっております。それに伴い

まして活動補助金が人数割等の減少ということで削減になっております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 

◯７ 番（鈴木淳士委員） それでは、職員研修事業について少し新聞のコラムなどを紹介させ

ていただきながら所見を伺いたいと思いますが、予算説明資料に事業の趣旨ということで、

自治体職員としての政策形成能力の育成と意識の醸成ということで職員研修事業を敢えて

総合事業に位置付けされているわけですけれども、国の動向としまして、今は新型コロナウ

イルス対策で話題がもちきりでありますが、ついこの間までは、国会を騒がせました話とし

ては検察官の対応という定年制の取り扱いについての対応がありました。 

そんな中で、山形新聞の２月２８日付に官僚の教示というコラムがありましたので若干紹

介させていただきますと、要は定年制延長問題について人事院の局長の答弁が撤回修正、ま

た法制局長官も政権幹部の発言に合わせるような答弁を行ったというようなことから批判

が出たわけでして、地方公務員にとっても非常に考えさせられることでございました。コラ

ムの中には官僚は時の政権を守るために働いているわけではない、憲法には公務員は国民全

体の奉仕者だと書かれている。志を持って官僚になったであろう、その教示はどこに行って

しまったのだろうかというようなコラムが載っておりましたが、私どもも町議会議員ではご

ざいますが、地方公務員の末席に名を連ねる立場としていろいろと考えさせられたところで
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あります。 

来年度の研修計画としては人事評価制度についての研修ということで先程報告ありまし

たが、おそらく被評価者、評価者とそれぞれ分かれて複数回に研修を行うものと考えられま

すけれども、特に被評価者が設定する目標のあり方、その目標側に対しての評価者としてど

う評価するかということについては、人それぞれが行う作業でございますので、その評価者

なり被評価者の主観と価値観に大きく左右されるということが往々にしてあろうかと思わ

れます。そういったことを平準化図るための研修というふうには認識しておりますけれども、

非常にこの業務にあたる場合、自分を振り返ってですが、極度の緊張を覚えながら人事評価

に携わったということを思い出したところでありますので、この人事評価制度を否定するわ

けではありませんが、ぜひ慎重な対応をお願いしたいなという一方で本来の公務員、町役場

職員としての教示という部分については、法律と条例の関係性、それから法律に基づく町の

計画が策定されているわけですけれども、その根本たる法律が改正なった場合は町の計画そ

のものも見直さなければならないという流れになっているはずなんですが、そういった法律

と計画の関係性、そして一番肝心なことは町民と対峙した場合の法律、条例に基づいた対応

を地方公務員としてどうあるべきなのかというようなことを極めて公務員として基本的な

考え方なわけですが、そういったことについての今後の研修ということについて、どのよう

なお考えをお持ちか所見を伺いたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 令和２年度において職員研修で人事評価制度の研修機会を設

けるという説明を、研修機会の一つとして挙げたわけでございます。この内容については基

本的には隔年で行おうということで行っておりまして、一昨年に行ったわけでございますが、

令和２年度においてもこの研修機会を捉えようという設定をしております。 

先程委員がおっしゃられたとおり、この評価にあたっては慎重な対応が必要だという声も

ございますし、一方では職員の資質向上に役立つものでもあると、あるいは個人が目標立て

ることによって喚起するというような面もございます。さらには、その質問の中では法律改

正による計画の見直しだったり条例に基づいた対応、そういったものを必要とする場合があ

るという例文を出されました。曖昧模糊として分からない部分はありますけれども、基本的

にはその法令対応については職員研修の中で、山形県職員研修所において主催する法令研修、

そういったものへの派遣も行っておりますし、今お話ありましたとおり必要に応じて研修機

会を捉えて、職員に対するその時事に合ったもの、それをテーマとして行うことは当然のよ

うに必要だと考えておりますので、ご意見として承りたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 進行にご協力をお願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 以上で、第二審査区分の審査を終了します。 

 

◯委員長（芳賀修一委員） 本日の予算審査特別委員会は、この程度にしたいと思います。なお、

１６日は、午前９時３０分から本議場において予算審査特別委員会を再開いたしますので、

ご参集くださるようお願いします。 
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これをもって、散会とします。 

 

（午後 ３時４８分） 
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第 ３ 日   ３ 月１６日（月） 

 

◯出席委員（８名） 

  １番 鈴 木 重 行委員  ２番 志 田 德 久委員  ４番 佐久間 千 佳委員 

  ５番 町 野 昌 弘委員  ６番 芳 賀 修 一委員  ７番 鈴 木 淳 士委員 

  ８番 成 田 光 雄委員  ９番 梅 津  博 委員 

 

◯欠席委員（１名） 

３番 佐 藤 栄 市委員 

 

◯説明のため出席した者の職氏名 

阿 部  誠 町 長   石 川  稔 副 町 長 

鈴 木 孝 純 教 育 長   本 間  明 総 務 課 長 

黒 田  浩 企 画 調 整 課 長   五 十 嵐 礼 子
 町 民 課 長 兼 

     会計管理者兼会計課長 

 
 
中 條 一 之

 健康福祉課長兼 
齋 藤 仁 志

 産業振興課長併 

 地域包括支援センター長  農業委員会事務局長 

教育課長兼公民館長併 

加 藤 直 吉 建 設 環 境 課 長   佐 藤  亮 農村環境改善センター所長併 
健康福祉課保育園主幹併 
子育て支援施設整備主幹 
 

 
本 間  純

 総 務 課 長 補 佐 
鈴 木  亨

 総 務 課 長 補 佐 

 （危険管理担当）  （ 財 政 担 当 ） 

五 十 嵐 章 浩 企 画 調 整 係 長   佐 藤  豊 納 税 係 長 

阿 部 正 和 国 保 係 長   真 嶌  幸 介 護 支 援 係 長 

 佐 藤  潮
 地域包括支援センター主査 

齋 藤 昌 子
 健康福祉課長補佐 

 兼地域包括支援センター係長  （ 健 康 担 当 ） 

 鈴 木 武 仁
 産業振興課長補佐 

今 野  徹
 産業振興課長補佐 

 （ 農 政 担 当 ）  （商工観光担当） 

 加 藤 善 幸
 建設環境課長補佐 

丸 山 誠 司
 建設環境課長補佐 

 （ 建 設 担 当 ）  （環境整備担当） 

木 村  功 環 境 整 備 係 長   齋 藤 い つ
 教 育 課 長 補 佐 

     （総務学校担当） 
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                   保育園主査兼保育園係長兼 
大 瀧 功 喜            渋 谷  淳 子育て支援施設整備主査兼子育て支援施設整備係長併 

                         学校教育主査兼学校教育係長 

齋 藤 一 哉 社会教育主査兼社会教育係長   須 藤 輝 一 農業委員会事務局長補佐 

 

 

和 田  勉 監 査 委 員   庄 司 正 廣 農業委員会会長 

 

５．本会議に職務のため出席した者は次のとおりである。 

髙 橋 誠 一 議会事務局長   佐 藤 真 子 書記   菅 原 明 大 書記 

学校教育主査兼学校教育係長 

（教育指導担当）兼指導主事 
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◯委員長（芳賀修一委員） ただいまから予算審査特別委員会を再開します。 

（午前 ９時３０分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 第三審査区分として、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、

９款消防費、１０款教育費、１１款災害復旧費、１２款公債費、１３款予備費について審査

を行います。 

質疑を許します。 

１番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） 私から数点お伺いしたいと思います。 

予算書の５４・５５ページにわたる部分でありますが、町としても米の良品質米、規模拡

大等における様々な支援が行われるということでありますけれども、先日に日本穀物検定協

会におきまして米の格付けというものが発表されました。それを見ますと庄内からの出展は

ないということで、農協の方にも確認しましたところ、やはり内陸の方が食味値、また格付

け等が期待されるというようなことでありました。農業総務費の中では様々な協議会への負

担金、また負担に伴い参加しているものと思われますけれども、庄内米のあり方といったも

のを検討されるような協議会はないのかどうかお伺いしたいと思います。 

それから、下段になります新農業所得構造改革推進事業、新たにスマート農業、また土づ

くり、先進農業見聞支援というようなことでありますけれども、この先、将来的に本町の農

業をどのように考えた補助事業なのか、相対的な意味合いを教えていただければと思います。 

続きまして、５６ページの農地費でありますが、今年度までありました農道管理委託業務

がなくなっております。今後の農道管理のあり方について考えをお聞きしたいと思います。 

続きまして、５９ページの下段の「田からもの」逸品開発事業であります。「イ号 彌太

右衛門」という三川町のお酒が完成し販売されておりますけれども、この効果、またお酒を

使ったＰＲの仕方等について考えをお伺いしたいと思います。 

続きまして、６８ページの防災士養成研修講座受講助成事業ということで、新たに防災士

の方を養成しようという事業と思われます。防災力の強化として大変すばらしい試みかと思

いますけれども、この対象の人員数、または助成の割合はどのぐらいになっているのかお聞

きできればと思います。 

次に、７９ページの下段となります子育て交流施設費を計上してありますけれども、今年

度テオトルとして施設が完成するにあたりまして、完成記念事業等を考えられているのか、

計画されているか、もしあればお聞きできればと思います。 

以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） ４点ほどのご質問がございました。 

まず１点目については農業サイドのご質問で、こだわりの米作り、良質米の生産というこ

とで、いろんな方が努力されて取り組みを進めてられております。そうした中、各種協議会

等でもそういった視点での取り組みがなされておりますが、例えば「山形おいしさ際立つ！

米づくりプロジェクト本部」という形での取り組みもございます。農業者、農業関係団体等
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が会員になっておりまして、その中で基本的な情報を共有する。もしくは、方向性としては

こだわりの米づくりに関わる取り組みを会議として持ちまして、それぞれの団体、会員それ

ぞれの活動の中に生かしていくというような形での取り組みかと思います。今後ともやはり

庄内については米どころということの中で、その米についても良品質米を志向していくとい

うことには変わりはないわけでございますので、そういった視点での取り組みに向けていき

たいと考えております。 

それから、２点目でございます。新年度から新農業所得構造改革推進事業という形での取

り組みを始めたいと考えております。内容的には予算書にもありますとおりスマート農業導

入支援、土づくりの支援、先進農業の見聞支援というような三つの項目について取りまとめ

ているところでございますが、この新農業所得構造改革という言葉に表したとおり、構造改

革推進プランというのを町で独自で作っております。農業の振興という部分について、所得

という形で捉えたプランになります。いろんな形で取り組みは進めていますけれども、農業

者それぞれのやり方の中で所得を上げていただこうと、結果全体として農業というのが職業

として生業として成り立つ、経営として成り立つ、もって農業振興という形で進めていこう

という考え方の基で行っております。 

今回新たな三つの項目について導入したわけですが、この中には米づくりにこだわった三

川町の瑞穂の郷づくり事業をはじめ、米以外の作物生産、加工品、その他から所得を上げて

いこうとする農産所得拡大支援事業に、今回の三つのものを加えたというところでございま

す。直接的に、もしくは間接的に、さらに言えば中期的、長期点な視点を入れながら、今申

し上げたような事業を展開しながら取り組む農業者について支援をしていこうという考え

方でございます。 

それから、３点目でございます。農地費の修繕料、新年度から本年度の予算１０万円から

増額の５０万円という形で考えております。実は、農道の管理につきましては、これまで農

地台帳に基づく全路線について修繕・管理等については、赤川土地改良区の方に業務委託を

して、農業者からの情報提供ですとか、また独自の確認を基に修繕・管理をしていただいて

おりました。一方、多面的支払交付金事業というのが、町についても大きな位置づけの事業

になってございます。実はこの事業の中に長寿命化というような事業がございまして、町で

も対象となる組織がこの長寿命化に取り組んでおります。つまり、その長寿命化の中に農道

を修繕・管理するというような項目がございまして、これについて国を通して県の方から、

いわゆる農道管理で町が委託管理料としながら管理している部分については普通交付税の

算入になってございます。一方、多面的支払交付金事業についても国の事業、予算を投入し

ながら行っておるわけでございますが、多面的支払交付金事業の中で農道管理をする上で、

普通交付税に算入された農道管理と二重になっているというような指摘、考え方が示されま

した。 

結論的に言いますと、多面的支払交付金事業で行っている、これから行うことのできる農

道管理については、普通交付税算入になっている農道管理と重なってはいけないと、二重交

付になる恐れがあるので、結論として今までのやり方の土地改良区にお願いしていた部分に
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ついて重なることができませんので、こちらについてはこれまでのやり方を解消しまして、

多面的支払交付金事業の方で中心的に農道管理をしていこうという考え方で整理をさせて

いただいたところでございます。 

ただ、そうは言いましても、実際に農業者が、多面的な組織が具体的な農道管理をすると

いう部分についてはかなりの負担もございますし、実際にそれを取り組む上では新しい取り

組みですので戸惑い等もあろうかと思いますので、そういった部分についてはきちんと手当

しながら、なお、多面的の組織で向かうものについては、農道の機能診断をしながらの取り

組みになりますので、計画的な農道修繕、改善になります。一方、その組織に、その受益範

囲になっていない農道については町が直接管理をするということで仕分けをしております。

ただ、全体として緊急的なものが発生する場合がございます。穴があきました、路肩が崩れ

ました、そうした場合については、多面的の手当の方では年間を通した計画的なものでござ

いますので、緊急的なものについては町が手当するというような形で、これまで土地改良区

の方にお願いしていたものを解消しながら、新たなやり方での管理になるところでございま

す。 

それから、最後に４点目になります。「田からもの」逸品開発事業、この中では一昨年か

ら始めました三川産米でのお酒の醸造ということで取り組んでまいりまして、「穂のかお

り」という名称のお酒と、それからご質問にもありましたが、「イ号  彌太右衛門」という

二つのお酒が誕生することができました。その効果としては米どころという部分で長年あっ

たらいいねというような形で求められていたものが実現したという時点で、やはりいろんな

効果があるんだろうとは思います。いわゆる前向きな効果があったのだろうと思いますし、

このお酒については数量が限定になっておりますが、それを醸造するためのお米についても

地場産ですので、そういう意味では酒米的な形で新たな生産に繋がるというふうなことも思

っています。量の拡大というのは今後検討する内容にはなりますが、実際には継続して、今

現在の面積であっても継続してやっていきたいというふうに考えております。 

また、ＰＲの仕方になりますが、今現在「イ号 彌太右衛門」という形の中で町内店舗を

中心に販売をしております。今現在準備を進めておるところですが、醸造元の株式会社渡會

本店の方で、いわゆる庄内の民間育種家３名の方がいらっしゃいます。それぞれの３名の方

のお米使ったお酒がすべて揃ったということで、これについても、その中のイ号も含めて、

庄内からもっと広くＰＲしていこうというようなところも進めているところです。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ６８ページの防災士養成研修講座受講助成事業助成金に関す

るご質問でございます。地域における防災活動におきましては、町内会ごとに設置されてい

る自主防災会の活動に期待するところは大きいわけでございますけれども、こうした活動を

主動的に行う人材の養成も求められているところでございます。そうしたことから当該講座

につきましてその支援を行うという目的で新年度予算に計上したものでございます。 

なお、詳細につきましては本間総務課長補佐より説明申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長補佐。 
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◯説明員（本間 純総務課長補佐） 防災士についてでございますけれども、防災士はＮＰＯ法

人日本防災士機構が定める資格でございまして、令和元年５月時点で17万 5,000人強の方が

資格の認定を受けておられる状態であります。この資格ですけれども、災害からの被害を最

小限にとどめるために、地域防災力の担い手として平時においてはその知識を、地域の防災

意識高揚等に活用いただく、また、災害時にあっては、その習得されました知識を基に、初

動対応や避難所の運営、設営等、あるいは支援ボランティアとの調整等といった、広範にわ

たっての災害対応にご尽力いただくというようなことを想定した資格でございます。 

県では毎年防災士養成研修講座を開催しておりまして、この参加に対しまして助成するも

ので、助成の対象としましては町内会、これは自主防災会と同義でございますけれども、町

内会の中で受講者を募っていただきまして、町内会から町に申請をいただき、助成金は町が

寄附するというような形態を想定しております。 

助成の内容でございますけれども、受講料、これは１泊２日にわたる県の研修になります

ので、それの宿泊費及び交通費、それの総額の１／２を想定しておりまして、令和２年度に

おいては２名分を予算措置させていただいているところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ご質問がありました予算書７９ページ、子育て交流施設費の内

容についてお答えします。建物が完成した後の記念イベント等についてという内容でした。

町としては建物の竣工を祝う竣工式典を開催予定であります。その後、一般町民等を対象に

した記念イベントというのを計画するということで、予算書の謝礼として 158 万円の予算計

上を現在しているところであります。このイベントの部分でありますが、ある程度期間を長

くとった上で、３回ほどイベントを開催していこうというふうに考えております。子育て交

流施設ということで、幼児から高齢者まで幅広く使われるという施設でありますので、幼児

を対象としたもの、小学生などを対象としたもの、また一般を対象としたイベントというよ

うなものを適時開催していきたいというふうに考えておりますが、まず一番最初のイベント

として７月中旬に小学生児童らを対象にしたイベントを考えて計画しているところであり、

それ以外のものについては現在出演していただけるような方々と交渉をしているところで

あります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） １番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） 米の良質米生産の件でありますけれども、庄内という米どころとい

った名前が少し弱くなっているのかなと。市町村合併、また農協の合併等によりまして行政

区域、また農協の範囲、改良区のエリア、それぞれが違う区域分けとなっていることで、庄

内の一元管理といったものがすごく難しくなっているのかと思います。そういった協議の場、

行政すべてがまとまった協議の場が求められているのかと思います。その良質米生産という

部門においてはやはり農協といったものが一番まとめ役となるものとは思いますけれども、

その区域が違うということで行政等と携わった取り組みがまた必要なのかと思います。その

辺についての取り組み方、もしくはいい考えがあればお伺いしたいと思います。 

また、新たな農業所得の構造改革プランということでありまして、先進的な農業を取り組
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む方への支援を行うというようなことでありました。その方々がいかに地域農業の支え役に

なるかといったところが課題になってくるのかと思いますけれども、そういった部分、個別

の農業支援にとらわれず、できるだけ地域農業に貢献できるような支援であるべきと思いま

すけれども、その辺の考え方をお伺いできればと思います。 

もう１点、農道の管理であります。多面的機能支払交付金と二重に交付されたものはふさ

わしくないというようなことでありました。公共施設とされます農道の管理をそれぞれ町内

会の任意団体となると思いますけれども、その方々に管理を委託するということで、覚書等

を交わすべきではないかと思うんですが、その考え方についてお伺いしたいのですが、その

理由といたしまして、１点目はそれぞれの町内会におきまして、その管理の基準を定めると

いうことで、公共の農道といったものの整備の仕方がバラバラになる懸念があるのではない

かと。さらには多面的機能支払交付金、農業の補助金ではありますけれども、恒久的に約束

された支援ではありません。それがもしなくなった場合の町としての取り組み方、そういっ

たことを約束事として明記していただければと思いますし、計画は５年ほど続くとは思いま

すが、その後担当職員が変わるということで、経緯を分かるものがいなくなるといったこと

もあろうかと思います。そういった場合に備えて、もしこの多面的機能支払交付金がなくな

った場合の管理の仕方等覚書を交わすべきと思いますが、この辺の考え方をお聞きしたいと

思います。 

米、イ号 彌太右衛門の件であります。ＰＲにすごく活用できるものができたのかなと思

います。昨年度は、先日ありましたＰＲビデオ、ふるさとＣＭ大賞というものに題材として

使われて、広く県内には広まったのかなと思いますけれども、今年度はＰＲビデオ編集には

携わらないということで、広く広める機会を失ったのかなと思っております。そういった中

で、販売も町内の酒屋に限られているかと思います。1,000 本ほどの醸造に対して、販売が

どのぐらい行われているか、もしお分かりになればお聞きしたいのと、このお酒を使ったＰ

Ｒの仕方、またふるさと応援寄附金の返礼品等に使えるのかどうかといった点に加えまして

お聞きしたいと思います。 

防災士の件であります。先日の一般質問でも申しました消防団、または消防協力員、また

自主防災組合、自主防災会、様々な組織があるわけでありますけれども、また新たに防災士

という方が加わるということで、その連携といったものが非常に重要になってくるのかと思

います。その辺の連携についてお考えをお聞きしたいと思います。 

テオトルの開店記念事業ということで、様々イベントが用意してあるというふうなことで

ありました。ぜひ盛大に計画していただきまして、オープニングを飾っていただけるような

催しをお願いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 庄内から生産されるお米が食味ランキングでも出展品が

なかったり、また特ＡからＡに落ちたりということで、相対的に庄内の米が昔のような評価

がなくなってきているのではないかというようなことを踏まえてのご質問かと思いますが、

こだわりの米、庄内のお米ということで、その部分について評価を高めていく取り組みとし



- 68 - 

て、先程申し上げた協議会ですとかいろんな形で情報共有しながら取り組みを進めているも

のと理解をしております。言うまでもないとは思うのですが、やはりこだわりの米を、高品

質の米を作っていこうという意識をそれぞれの人が持ち、それを継続して高めていくといっ

たことが一番大事なのかなとは思います。引き続きの取り組みをしていきたいと考えており

ます。 

それから、２点目の農業所得構造改革推進事業、三川町としての目的を持った各種取り組

みを進めている、またはこれから進めようというふうに考えておるところですが、結果とし

てその成果も地域農業の方に貢献するようなものになるのかということでございました。大

きく見れば、その成果等については農業者の活動の結果として地域農業の振興に関わってい

くと、効果が繋がっていくというふうには捉えています。ただ、それがどの段階まで来てい

るかというような考え方になりますと、それぞれの農業者が自分の経営を立てるという形の

中で努力され、その結果の積み上げというふうに捉えるならば、まだまだ途中、まだ課題も

たくさんあるだろうと思っています。 

そうした意味で、今回も農業所得構造改革というような視点で、所得に目を通した取り組

みを始めたいわけですが、例えば土づくりということであっても、もうかなり前から生産す

る上での基本になる土を作っていこうという考え方がございました。新しいものではないか

と思います。しかし、やはりこだわりの米なりを作っていく上で、改めて土づくりというの

は大事だなというような形で、今回一つのメニューとして実施をしたいと考えているところ

ですが、こういったこと自体もやはり地域農業を改めていい米を作っていこうという部分の

機運を作るという意味でも影響を及ぼすものというふうには考えています。 

それから、３点目でございます。今後農道管理については多面的機能を中心に町も直接と

いうような形での管理にならざるを得ないし、していくというふうにご説明を申し上げまし

たが、ご質問にあったように制度的なことでの今回の判断ですので、多面的機能交付金がな

くなるというようなことも当然あり得るものと思っております。したがって、そういった事

態も含めて生産管理をするところと、農道についての取り決めと言いますか、覚書は必要で

はないのかなというようなご質問と思います。具体的な基準とか、またその制度自体がなく

なった場合についての今後の対応ですとか、ということについての覚書であるとすれば、今

現在では必要はないのかなと思います。ただ、その趣旨は重要ですので、そのときに状況を

的確に捉えながら、そのときに応じた対応をしていくということでの向かい方になろうかと

は思います。 

最後に「田からもの」逸品開発事業、イ号ＰＲの効果等々でございますが、実際の例とし

て今はふるさと応援寄附金の返礼品として登録する準備を進めております。あのものをぽん

と載せる、それで選んでいただくというような形も考えたのですが、今現在はイ号及び穂の

かおりのセットの中で、場合によってはお米そのものも中に入れながら、特色を出していき

たいなということで、今準備、検討を進めているところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ６８ページの防災士に関して、その防災士と既存の防災団体と
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の連携をということでございましたけれども、先程の説明にも申し上げましたとおり防災士

については地域の防災活動あるいは避難所の設営、そういったものに今回の講座受講による

知識、そういったものを活用していただくということを想定しているものでございます。そ

ういった意味では、まずは自主防災会の中でその位置づけ、あるいは活動の場を確保してい

くことが大切なことなのかなと考えているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） １点、イ号についての販売状況について抜けてしまったの

で、これについては限定 100 本前後という形で販売しておりますが、その状況については鈴

木産業振興課長補佐よりご答弁申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木産業振興課長補佐。 

◯説明員（鈴木武仁産業振興課長補佐）  それでは、私の方からイ号の販売状況についてご説明

させていただきます。昨年収穫されたイ号を使ったお酒の２種類が１２月に発売、そして１

月に発売ということで、予約を取りながら、あるいは予約なしでの販売ということで販売さ

せていただいています。その分に関しましては、すでに問屋からはすべて出荷しております。

店の方にはまだ売れ残りといいますか、在庫はあるかと思いますけれども、問屋の方からは

すべて出荷している状況となっています。３月１１日にこれからさらに２種類のお酒が発売

ということになっております。こちらの方も随時販売という状況となっているところです。

以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員） それでは、私の方からは５５ページ、先程同僚委員からも質問が

ありました新農業所得構造改革ということで、中身を見ますとスマート農業、土づくり、先

進農業見聞ということで、かなり個別、具体的にメニューが設定され、農業の多様化を促す

ような施策を講じられているなというふうに見てとれるわけでありますけれども、それと併

せて農産所得拡大支援事業ということで、こちらの方も昨年度より予算額が増額しておりま

す。この事業に関しまして新規事業ですので、ある程度最初の出だしと言いますか、その目

的というものをお伺いしたいと思いますけれども、こういったスマート農業であったり土づ

くりということで、本町においてはこの事業を推進する上でどのような農業ビジョンを描い

てこの事業を推進するのか。また、農産所得支援事業ということですので、米以外の所得拡

大を目指していくんだというような説明がありました。では、本町の今の農業所得をどの程

度引き上げていくのか。この辺の効果と当局のビジョンがあればお伺いしたいと思います。 

また、事業のスクラップアンドビルドということで、がんばる農家支援事業の方がなくな

っております。このがんばる農家支援事業の中身を見ていますと、かなり柔軟な支援に対応

している事業だったかなというふうに思い返すわけでありますけれども、その辺のいわゆる

農家が発想したことに対する支援、柔軟な支援、対応というものが、今回のこの新しい事業

ではなかなか無理ではないかなと見てとれるわけでありますけれども、そういった今までが

んばる農家支援事業等で行っていたような、いわゆる特認事業だったり、そういったことが

認められるような事業が今回の予算の中に入っているのかどうか、その辺をお伺いしたいと
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思います。 

続きまして、６０ページの中小企業等振興支援事業ということで、中には小売店業者振興

支援事業補助金ということで、プレミアム付商品券の方も入っているのかなと思われます。

昨年までは個別に事業化ということをしていたわけでありますけれども、この数点の事業を

一つにまとめた意図というものをどういったところにあるのかお伺いしたいと思いますし、

プレミアム付商品券事業は今年も継続ということで施政方針等にあります。継続するに至っ

た判断、どの辺の判断があったのか。ふるさと応援寄附金の額だったり、経済状況を見なが

らというような以前の答弁もありました。継続するにあたった判断の要因を説明いただきた

いと思います。 

また、その事業の中にあります三川町中小企業緊急災害対策利子補給補助金ということで、

昨年６月の地震での対応だと思われますが、こちらの事業の詳細な説明をお願いしたいと思

います。 

その下の観光費の中にあります、じろで庄内実行委員会補助金ということで、こちら昨年

より倍増しているということで、この倍増要因の説明をお願いしたい。 

三川町観光協会負担金、こちら昨年は 700 万円程度だったということで、この増額の要因

をお願いしたいと思います。 

続きまして、６８ページであります。教育費の教育総務費の中で、学校運営協議会委員報

酬36人分とあります。こちらはコミュニティスクールに関わる委員報酬であると思われます

が、人員をどのような形で選定していくのか、どういった人員配置でいくのかということを

当局はどのようにお考えなのか伺いたいと思います。 

最後になります。７９ページ、社会教育費の中にあります文化交流館費の中で、文化交流

館指定管理料ということで計上されております。こちら条例等にもありますとおり５年に一

度の再指定ということになると思われますけれども、この指定管理料の内訳と詳細を説明い

ただきたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） １点目でございます。農業所得拡大及び新農業所得構造改

革推進の新たな事業設定等に対する考え方でございました。実際に農業所得構造改革推進プ

ランに基づいた今回の新しい事業、新設した事業につきましては、それぞれについて当然目

的を明確に示しております。 

一つがスマート農業導入に対する支援でございますが、昨今の新しい農業の経営の流れの

中で、いわゆるもうすでにスマート農業と言われる中の一つとしてのドローン導入ですとか

された方がいらっしゃいます。大きな流れであろうし、これからの農業を進める上での一つ

のアイテムと言いますか、そういったものが出てくるんだろうなと思っております。本町の

中での農業者についてもそういった視点を持って、率先して向かっている方がいらっしゃい

ますし、またこれからも増えるだろうということでのスマート農業導入支援事業ということ

になります。 

一方で、土づくりは先程も若干申し上げましたが、基本的に中期的に長期的に見て生産さ



- 71 - 

れるもの、生産物が安定的に高品質という形でも維持できるように、いわゆる基本となる土

を改めて大切なものとして捉えながら、土づくりに取り組む人の活動を支援しようというこ

とでございます。 

最後に、見聞事業につきましては、これは自らが自分の経営、もしくは農業そのものに対

してのいろんな見聞を広めようということの活動に対して応援しようというものでござい

ます。海外であったり、国内であったり、もしくは県内であっても、身近なところでもその

人が選んで自分の経営、もしくは地域農業のためにどうしても見たいという部分について、

その活動を応援すると。それぞれの事業について目的を持って、一つの農業所得構造改革推

進という形でまとめておるものでございます。 

もう一つの農業所得拡大支援、米以外の野菜等作目、加工品も含めて、そちらでも所得と

いう視点で事業展開をしておりますが、併せて米が中心である部分の三川町、大雑把で恐縮

ですが、米自体での生産額については２８億から３０億円、そのときの米価が大きく影響し

ますし、ベースとなる生産調整の割合にも影響しますが、そうした捉え方をしております。

以降、実は畜産を除くと１億円もまだないだろうと、これは統計上の話ですので、なかなか

所得を農業生産額を掴むのは難しいところはありますが、そうした面では米以外の部分の所

得はかなりまだまだ小さいというところかと思います。これをどのぐらいまで持っていくの

かというご質問でございますが、まずは現状を変えていくと、増やしていくという姿勢を持

って向かうだけであって、具体的な目標については定めていないところでございます。 

それから、がんばる農家支援事業、今回はスクラップアンドビルドという視点も含めて見

直しを図りました。この事業、直接農業振興を進めるための事業というよりは、いろんな方

がいろんな視点で芽出し事業というか、チャレンジする方を応援する事業としての役割を持

っていたと思っています。これについても近年利用者が少なくなっているとか、いろんな利

用はございますが、併せてこれをなくするという視点ではなくて、プラスに組み換えるとい

った視点で今の前段に説明した事業にも反映させております。組み換えとか、新設だけでは

なくて、がんばる農家のいわゆる見聞事業というのは研修事業になりますし、また新たな園

芸作物に取り組みたいという部分については、農産所得拡大支援事業という形の中に入れ込

んだり、いろんな形でプラスになるように、がんばる農家も結果として今回で事業は中止と

いう形にしております。 

２点目の商工観光の分野ですが、まず中小企業等振興支援事業という形で、既存の商工会

活動の支援事業補助金ですとか、小売店業者振興支援事業等々、四つほどの事業については

既存の事業として、継続事業としてこの中に入れ込んでおります。ご質問にあったとおり、

それに付け加えて中小企業等採用活動支援事業と三川町の中小企業緊急災害対策等離職事

業、この二つを新たに加えた上で、一つのまとめ方として中小企業等振興支援という形にし

たところでございます。敢えてしたのは、それぞれが商業分野という形での事業展開をして

いましたが、その対象が中小企業であるということを明確に示すために、これに関わる事業

を今回一つにまとめたいということで考えたところでございます。 

プレミアム付商品券発行事業、令和２年度も継続して実施するということで考えておると
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ころでございますが、その判断要因につきましては、まずは地域経済の部分についてやはり

継続して後押しする必要があるだろうということと、やはり定期的な面では低迷しているだ

ろうというふうな判断が多く聞かれます。そういったことも踏まえて消費拡大、消費啓発を

進めるということから、今回もプレミアム付商品券の発行を考えたところでございます。 

それから、利子補給の事業内容、及びじろで庄内の予算増の要因、さらには観光協会の補

助金の増額に対する要因について、この３点につきましては、今野産業振興課長補佐よりご

答弁を申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 今野産業振興課長補佐。 

◯説明員（今野 徹産業振興課長補佐）  まず初めに三川町の中小企業緊急災害対策利子補給

補助金の部分について説明いたします。これは山形県商工業振興資金の借り入れを起こした

事業所に対しての利子補給でありますが、要因としては昨年の山形県沖地震が起因されてい

ます。この中身は、最初にこの資金の利子が 1.6％になります。その1.6％の利子を金融機関

が 0.6下げて、町がその利子補給を１％部分をした場合に、県からも補助という形で、実質

は0.6％が金融機関、0.5％、0.5％で県と三川町で利子補給するという形になります。 

続いて、じろで庄内実行委員会の補助金でございます。こちらは会場が今年度も三川町と

いうこと、昨年じろで庄内を開催したときに、会場は三川町であったということもありまし

て、参加者の方、スタッフも含めて田田の宿泊もございました。町長が会長ということで三

川町のＰＲということで、一つの事業として活用できるということで、要求 30万円はあった

のですが、今回は20万円ということで予算計上したところです。 

三川町観光協会の負担金の部分です。一つの要因としては、納涼祭に係る費用について、

昨年までテーブル、椅子を無償で貸していただいたところがあったのですが、今年度そこが

借りられないということもありまして、例年参加者が増えている中で、テーブル、椅子をど

うしてもレンタルしなければならないという部分での費用増と、もう一つは年４回イベント

を開催しておりますが、その荷物を毎回重車両からトラックを使って、多いときは２往復ぐ

らいしてやっと運んでいる状況でございます。いろり火の里敷地内に、年４回イベントする

ということもありまして、荷物及びテーブル、椅子も徐々に増やしていかないと現状ではレ

ンタルの方がコスト高になってきますので、その準備のためのプレハブの設置を考えている

ところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ２点のご質問がありました。 

まず１点目、学校運営協議会委員報酬であります。こちら３６人分ということで予算計上

させていただいておりますが、学校運営協議会、いわゆるコミュニティスクールにつきまし

ては小学校それぞれに設置予定であります。それぞれの学校に１５名を配置する予定であり

ますが、そのうちの報酬が発生する人は１２名ということで、３６名分を予算計上している

ところであります。この構成等につきましてですが、それぞれの学校ごとに関係する町内会

の会長ですとかＰＴＡ関係の経験者、また、学識経験として地域住民の方々、さらには民生

委員ですとかそういった方々を中心に構成していきたいと考えております。この他、町から
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のコーディネーターとして２名、それから校長先生が入っての１５名というような形であり

ます。この委員の選任にあたりましては、各学校におきまして、例えば横山小学校であれば

横山っ子育成ネットワーク会議、東郷小学校であればおらほの学校づくり懇談会、押切小学

校であればこうふく押切っ子懇談会というようなコミュニティスクールの前進となる組織

がありますので、それらの構成されている委員を中心に学校長の方と協議をしながら最終的

に絞り込みをし、依頼をしていきたいというふうに考えているところであります。 

それから、２点目の文化交流館費の指定管理料の内訳ということでありました。まず主な

ものは人件費であります。年間の管理人の人件費相当、アトク先生の館の庭園等があります

ので、そちらの年間の管理も委託しておりますので、それら人件費に関わる部分がこの 210

万円のうちの約８割を占めております。その他、野草を見る会の運営ですとか、運営に必要

な消耗品関係を含めて総額 210万円というふうに予算計上しているところであります。以上

です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員） それでは新事業に関する先程の答弁でありましたけれども、三川

町の米の収入が大体２８億から３０億円、畜産を除くそれ以外だと１億円ぐらいの所得だと

いう説明でありました。私はこの新事業において、多様性を持つことによって米の収入も上

げられるのではないかというふうに思っております。といいますのは、土づくり等にやはり

注力していけば、米の品質であったり収量というものは間違いなく回復、もしくは向上して

いくものと思われます。ですので、土づくり事業に関しましては、５年や１０年といった、

やはり長いスパンでの視点が必要ではないかなと思います。この事業の新農業所得構造改革

の一つにメニュー化されているわけでありますけれども、やはり土づくりというものはすべ

てに繋がってくると思いますので、その方向性をそういった長期的な視点で持つべきと思い

ますが、この事業に関してはどのように捉えているか再度お伺いしたいと思います。 

また、がんばる農家支援事業はなくなったというわけでありますけれども、その事業の意

図というものが他の事業名にいわゆる分散され、生き残っているのではないかなというふう

に答弁を聞いて思いました。やはり農家の自発的な発想であったり、様々な発想に柔軟に対

応できるよう、当局でも対応していただきたいというふうに思います。その辺の見解を再度

お伺いしたいと思います。 

６０ページの中小企業等の振興支援事業に関しましては、プレミアム付商品券、今年も継

続して今の消費拡大であったり啓発をするんだという説明でありました。昨今の新型コロナ

ウイルスの対策においては、経済に壊滅的なダメージを受けていると。庄内もコロナショッ

クを受けているというような報道も出されております。今後、このプレミアム付商品券に関

しましては、この枠にとどまらず、補正か何かで例えば倍増するような、そういった消費喚

起といいますか、下支えといいますか、政府の方ではそこは責任を持ってやるべきとは思わ

れますが、やはり三川町としてもできることがあるのではないかなと思います。その一端と

してのプレミアム付商品券の事業だと思いますので、この今の経済状況に応じた対応という

ものを今後プレミアム付商品券では考えられないかどうか。この点を再度お伺いしたいと思
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います。 

下のじろで庄内に関しましては、庄内が会場となって町長も会長であるということで、Ｐ

Ｒ効果も期待できるというような説明でありました。観光協会の負担金等の増額の質問とも

重なりますが、先程は質問しておりませんが、ふるさと納税の寄附者謝礼の形で、やはりソ

フトと言いますか、今までは物というものを謝礼として捉えていたわけでありますが、これ

からはやはりソフト部分にも注力していくべきではないかなと思います。いわゆるじろで庄

内の参観者に対する、寄附者の中でそれを参加者としていろいろ優遇するであったり、観光

協会と組んで様々な観光誘致、かわまちづくりを起点とした観光誘致をするなど、やはりソ

フトの部分にふるさと納税の寄附というものを注力していくべきと思われますが、今の組織

の現状を見ますと、そうは言ってもなかなか人手が足りないであったり、できる組織がない、

機関がないというようなことであります。振興公社であったり観光協会、そちらの力をやは

り増強してでも、そういったソフト面を考えていくべきではないかなと思いますけれども、

その点の考えをお伺いしたいと思います。 

学校運営協議会の委員の選定においては、その地区における民生委員だったり、学校に協

力されている方たちを中心に選定するというようなお話でありました。しかし、この委員に

はいわゆる学校長が提案した事業だったり、様々なものを承認するというような権限が付与

されているかと思われます。この権限に関して当局としてはどの程度の強さまで権限がある

というふうに捉えているのか。その人員の中にはやはり学校運営に関して様々な意見を持た

れる方がいると思われます。承認だけではなくて否決ということがもし仮にあるとすればど

ういう対応を考えていくのかということを１点お伺いしたいと思います。 

最後の文化交流館指定管理料ということで、その８割が人件費であったり、庭園の年間の

管理ということでありました。やはり管理料であったり人件費というものは見直す、年々上

がってきていると思われますので、その辺を見直し適切に管理していただくようにしなけれ

ばならないと思います。この管理されている団体の平均年齢等が分かれば教えていただきた

いと思いますし、今後５年間ということですので、そういった人員等もやはり人件費等に関

わることですので、５年間しっかり管理していただけるような団体であるかどうかというこ

とを１点お伺いしたい。 

◯委員長（芳賀修一委員） 暫時休憩します。             （午前１０時３１分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 再開します。               （午前１０時５０分） 

引き続き質疑を行います。 

齋藤産業振興課長。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 土づくりについての重要性については先程の答弁の中に

も申し述べたところでございますが、やはりそういった土づくりにつきましては、短期的な

ものではなくて長期的な視点に立って進めるべきだろうということでのご質問かと思いま

した。町としてもそのように捉えております。 

次に、がんばる農家支援事業でございます。前段、この事業については直接的な振興事業
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というよりは、農業者の皆さんが持ついろいろなチャンレジ、芽出し事業という形での実施

でございました。ただ、そういった数多くのメニューの中で新しい事業についても取り入れ

ておりますので、その内容については鈴木産業振興課長補佐よりご答弁を申し上げます。 

それから、商工観光の関係でございます。プレミアム付商品券発行事業の継続の判断にな

ってございますが、これについては今現在の新型コロナウイルスによる急激な景気低迷、こ

れについては含んではおりません。ただ、今は国の方でも事業所等に対する無利子資金の提

供ですとか、いろんな動きをされております。そういった情勢を踏まえながら、この件につ

いても判断をしていきたいと考えております。 

最後に、じろで庄内、観光協会等々、それぞれの事業活動についてのご提言だと受けとめ

てさせていただきました。具体的にはふるさと応援寄附金事業、こちらについて町としての

お礼、返礼品、こちらの中にソフト的なものを入れていったらどうかということでございま

した。昨年、三川町にふるさと応援寄附金を出していただいた方の中で、その返礼品として

田田の宿泊券を提供しました。その方が７名ほどいるようですし、また過去には田んぼのオ

ーナー制度という形で取り組みをした経過がございます。ただ、残念ながら応募はございま

せんでした。こちらに来町することはございませんでした。また、今後についても庄内の花

火大会等を入れ込んで宿泊が田田であるという形での商品を今提案、作ろうとしております。

言えば、そうしたソフトについては今後とも重要にしていけというようなご提言かと思いま

すので、その方向の中で取り組みをさせていただきたいと思っています。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木産業振興課長補佐。 

◯説明員（鈴木武仁産業振興課長補佐）  それでは、私の方からがんばる農家支援事業の中で、

今後も必要性があり、他事業へ統合するものということで紹介させていただきたいと思いま

す。６次産業化支援事業ということで農産物を加工し、新たな商品を開発する事業というこ

とで、こちらの方は「田からもの」逸品開発事業の方へ、それから販路開拓支援事業、こち

らは多用な流通、販売経路を開拓し、町内農産物販売等を促進する事業になりますが、こち

らは農産所得拡大支援事業へ、新規作物導入支援事業、こちらは農家の複合経営化を図るた

めの新規作物導入になりますが、同じく農産所得拡大支援事業へ、担い手育成事業、こちら

は積極的な営農を行うために先進的な視察研修等への支援事業、こちらは先進農業見聞支援

事業へ、堆肥散布土づくり支援事業、こちらは農産物の品質向上を目的とした農地への堆肥

散布になりますが、こちらの方は土づくり支援事業へということでそれぞれ考えているとこ

ろです。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ２点ご質問ありました。 

１点目の学校運営協議会の委員の権限という部分のご質問につきましては、大瀧学校教育

主査がご答弁申し上げます。 

２点目は文化交流館の指定管理料に関わってのご質問でありました。指定管理に係る委託

料としての料金につきましては、確かに一般的な委託料に比べて安くなっておりますが、こ

ちらにつきましては、受託団体であります山野草愛好会、こちらの方々が自らの会の活動の
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一環として有償ボランティア的に取り組んでいただいているというふうに認識していると

ころであります。 

また、この団体に加盟する方々の平均年齢というご質問でありました。現在男性８名、女

性８名、合わせて１６名の方がおりますが、平均年齢的には７１歳くらいというふうになっ

ております。また、この指定管理、５年間継続可能なのかというようなご質問もありました

けれども、確かにこの平均年齢７１歳という部分、いろいろな組織があるわけですが、そう

いった部分、他の団体と比べれば確かに高い部類に入るのかもしれません。しかしながら、

今は人生 100 歳時代とも言われますし、この団体の方々は非常に意欲を持って取り組んでお

りますし、また、庭園管理の部分につきましては、非常にスキルを持っている方々でありま

すので、そういった部分で今後管理も継続していただけるものと認識おりますし、また、通

年を通して新たな会員募集というものもしておりますので、そういった会員が増えることも

期待したいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 大瀧学校教育主査。 

◯説明員（大瀧功喜学校教育主査） 学校運営協議会委員の権限、そして承認が協議会から得ら

れなかった場合についてどのようにするかというご質問でございました。ご回答申し上げま

す。そもそもコミュニティスクールに関しましては、地域とともにある学校づくりを目指す

という観点から、学校側と地域の住民が責任を持って参画し、協議していくというところが

主眼でございます。そのためにこの委員には権限が与えられております。地方教育行政の組

織及び運営に関する法律に定められた権限でございます。これは学校教育目標や学校運営計

画等の基本方針を校長が説明し、それを協議し、そして承認をするということでございます。

その際、委員会が定める設置規則などにおいては、この委員に関してはこの学校運営に関す

る事項について建設的な意見を持って協議をすること。そして、この地域課題に対して学校

とともに一緒になって解決するようというふうに求めております。そういったところから各

学校と地域がともにある学校づくりを目指していきたいと、このように考えております。 

もう一つ、承認が得られなかった場合ですけれども、学校運営協議会とか校長の説明の意

見が一致せず、得られなかった場合は、校長は理解を得られるように再度十分な説明を行っ

て、議論を尽くして成案を得るように努めるというふうにしています。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） それでは数点伺いたいと思います。 

まず初めに５５ページ、はっぴー米メモリアル事業ということで、今年度の予算から比べ

るとかなりの予算額、３倍近くあります。この辺、人が増えるのか、それとも中身を変えた

のか、この予算根拠をお願いしたいと思います。 

続きまして５８ページ、商工費のふるさと会交流促進事業で、望郷みかわ会活動補助金と

いうことで、昨年から比べるとこの補助金は少なくなっているように思われますけれども、

中身はどうなっているのか教えてください。 

続きまして６０ページ、中小企業等振興支援事業の中の中小企業等人材確保等支援事業補

助金、農業もそうでありますけれども、企業も人材確保が大変苦労している状況にあると思
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います。この事業の内容をお知らせください。 

次に６１ページ、いろり火の里施設大規模改修、毎年のように行っていますけれども、令

和２年度の事業内容を教えてください。 

続きまして６３ページ、防雪対策事業の中の調査測量設計業務委託料ということで、昨年

も行っているようでありました。毎年防雪策の業務、内容、この辺を教えてください。 

その下の備品購入費、たぶん除雪車を入れるのかなと思いますけれども、この内容を教え

てください。 

次に６３ページ、除雪対策費の中の除雪作業委託料ということで、昨年まで臨時雇上賃金

というのが委託というふうな形で今回増えているようでありました。この辺、体制を変えた

のかどうか。変えたようでありますけれども、どうして変えたのか。目的な何なのかを教え

てください。 

また、使用料及び賃借料が下がっているようです。機械を買ったので下がったのかもしれ

ませんけれども、この辺を教えてください。 

次に６４ページ、都市計画総務費の中の都市計画審議会委員報酬ということで、前年に比

べて倍ですね。５人は同じなんですけれども、内容を２回行うのか、今回どんな内容なのか

教えていただければと思います。 

次に６５ページ、都市公園整備事業ということで、袖東公園の整備にあたるというふうな

ことでありますけれども、この辺の内容を教えてください。 

次に７８ページ、放課後子ども教室推進事業ということで、この辺も昨年に比べると３倍

近くなっているようでありました。謝礼ですね、この辺が多くなっているようでありますけ

れども、来年度はどんなことをするのか。 

その下の一番下、青少年自然体験事業ということで、フェスティバルざっこしめのことで

あります。かわまちづくりの方、せせらぎの池というか流れるところがもうじきできるとい

うことでありますけれども、来年度は今までどおり青龍寺川を使うのか、それとも新しくす

るかわまちづくりの場所を使うのか、その辺を教えてください。 

最後、今回はありませんでしたけれども、町内会公民館等整備事業ということで、来年度

は計画されていないようです。この辺、公民館をいろいろ整備するときに補助するお金かと

思いますけれども、この辺どんな、手が挙げにくい状態だったのか。私の方も昨日、日曜日

に手作り事業ということで公民館の方に町内会で頼まれまして、よくお年寄りが来るもので

すから手すりがないということで、昨日役員の人とみんなで半日くらいで完成させましたけ

れども、公民館に手すりを付けました。このようなところで今年度なかったということは、

事業の内容はどんな内容なのか、応募がなかったということは使いにくいのではないかと思

っておりますが、その辺を教えてください。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） ３点のご質問でございました。 

１点目のはっぴー米メモリアル事業の事業費の増額の要因、これにつきましては鈴木産業

振興課長補佐よりご答弁を申し上げます。 
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それから、ふるさと会、望郷みかわ会活動補助金の減額要因、及び中小企業等人材確保等

支援事業補助金に係る事業概要については、今野産業振興課長補佐よりご答弁を申し上げま

す。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木産業振興課長補佐。 

◯説明員（鈴木武仁産業振興課長補佐）  それでは、私の方からはっぴー米メモリアル事業の増

額要因について説明をさせていただきます。出産届、婚姻届及び転入届を提出した際に３種

類のお米を贈呈するのがこのはっぴー米メモリアル事業ですが、それに加え、平成３０年度

職員提案制度で採択された「祝い枡」ということで、枡を一緒にプレゼントするということ

で、その分が増額になった分です。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 今野産業振興課長補佐。 

◯説明員（今野 徹産業振興課長補佐）  私から初めに５８ページの望郷みかわ会活動補助金

の部分を説明させていただきます。昨年度３５回の記念の総会だったということで予算を増

やした上で実行しておりまして、今年度は通常に戻ったということで例年の２０万円という

形になっております。望郷みかわ会からの要請もありまして、会員の平均年齢も考慮して、

５年に１回ということでお願いがございまして、毎年５年に１回はこういうふうに予算増額

というふうに対応させていただいているところでございます。 

続いて、６０ページの中小企業等人材確保等支援事業補助金の中身でございます。一つは

人材のホームページ等に掲載した場合の補助を考えております。実際、町内の企業ですと今

は２社ほど、ヤマガタデザインが掲載しているところにホームページ、人材、企業紹介も含

めて掲載しておりますが、継続しての補助ではなく初めてした場合に補助をする予定でおり

ます。今回は補助金としては初めてですので、その２社の部分については、中身的には鶴岡

市と同様の形で１回目の部分ということで補助対象として考えております。 

もう一つがインターンシップ、具体的に挙げますとヨロズとか宏和工業とか、大きい事業

所ですとインターンシップを受けてそれに対する費用というのがやはり要望がございまし

て、その部分へ１０万円を上限として今内容を考えているところです。ただ、一つだけ要件

を付与しておりまして、大学生等が来て宿泊する場合は田田への宿泊という部分だけは要件

として付けているところであります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ６１ページのいろり火の里推進事業につきましては、施設

の長寿命化を図るために大規模改修工事を実施しているところでありますけれども、令和２

年度の内容につきましては、五十嵐企画調整係長よりお答え申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐企画調整係長。 

◯説明員（五十嵐章浩企画調整係長）  来年度大規模改修で行う工事の予定箇所につきまして

お答え申し上げます。なの花ホールの入ってすぐのロビー周辺の大きなスペースの部分の空

調と、温泉の方の田田の休憩管理棟周辺の空調と、田田の宿のロビー周りの空調の改修を予

定しております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 
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◯説明員（加藤直吉建設環境課長） それでは、順を追ってご説明申し上げたいと思います。 

初めに６３ページ、防雪対策費の方の調査測量設計業務委託料の内容でございますが、こ

の部分につきましては実施設計を行う予定としております。全体の実施設計のうち概要の部

分、決める部分、半分くらいの延長の数量計算等を行う予定としております。ただ、こちら

については社会資本総合整備交付金の事業でございますので、１回落としてしまうとなかな

か復活ができないということもございまして、例年引き続き認めてもらうまで要求していく

こととしておるところでございます。 

また、その下の備品購入費でございます。防雪対策費として除雪機の購入を考えてござい

ます。近年宅地開発等、小さなところ、また住宅開発地の雪を寄せる場所がないような部分

がございます。そちらの方の除雪の対策ということで、ロータリ除雪機１台購入を予定して

いるところでございます。これにつきましては幅 1.6 ｍ以上ということで考えているところ

でございます。 

また、その下の除雪対策費における委託料の関係でございます。例年町で雇用をし、除雪

をしていたわけでありますが、今後の考え方としましては個人個人、また業者への機械を貸

与し、なお委託形式に切り替えたいと考えてございます。それで今回このような形での計上

となったところでございます。 

また、その下の方の賃借料についてでございますが、昨年度においては１台機械を借りる

ということで積算しておりました。その積算の内容確定に伴いまして、予算掛けになったと

ころでございます。 

続いて、６４ページの都市計画総務費の中の都市計画審議会委員報酬でございます。来年

度におきましては下水道エリアの見直しを一つ検討されているところです。また、公園施設

の整備等がありますので、こちらの方についても都市計画公園となってございます。この関

係上２回ほど開催されるのではないかという見込みで、２回の計上をしているところでござ

います。 

６５ページでございます。都市公園整備事業の内容ということでございます。こちらにつ

きましては袖東公園の部分でございます。現在トイレ等バリアフリー化されておりません。

ここについてみんなで使える、また身障者等、誰でも使えるようなトイレにするということ

で改修を考えているところでございます。トイレにつきましては多目的トイレ、及び男女

別々、なお駐車場整備ということで計上しているところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ３点ご質問がありました。まず１点目、放課後子ども教室推進

事業の事業費の増加要因でありますが、本年度地域と学校、家庭が協働しながら活動する地

域学校協働活動に取り組むこととしております。その活動のコーディネーターにかかる謝礼

をこちらの方に６３万円分を予算計上していることから増額になったものであります。 

２点目、青少年自然体験事業にかかるフェスティバルざっこしめの会場の検討というよう

なご質問でありました。これまで青山町内会の公民館をお借りし、その前の青龍寺川で事業

を実施してきたところであります。この場所につきましては、自然の川を使えるということ
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と、あと青山の公民館、トイレ、水道、それから神社の周りに大きな木が立っており、日陰

が確保できるという理由で、こちらの会場を長年使用してきたところであります。ご質問が

あったように、赤川におきますかわまちづくりの親水エリア、こちらの方につきまして、現

在工事が進められているところでありますので、令和２年度その公園の状況を確認しながら、

このフェスティバルざっこしめの会場として相応しいのかどうか、その辺を見極めながら会

場の設定を考えていきたいというふうに考えております。 

それから３点目、町内会公民館整備事業であります。この事業につきましては、毎年翌年

度の予算要求の前に各町内会長宛に事業の要望がないかどうか要望調査を行っているとこ

ろであります。令和２年度につきましては、どこの町内会からも要望が上がってこなかった

ところでありますが、昨年度につきましては横山上町内会が改修などをしたいということで

要望が上がってきたところであります。この補助金の交付要項の中身につきましては、公民

館の新築、改築する部分にあたり、町が１／３の補助をするということで、新築等につきま

しては、上限 500 万円というふうになっております。また、増改築、修繕等の工事も対象と

はなるんですけれども、こちらは１件５０万円以上というふうな要件になり、こちらも同じ

く１／３の補助というふうになります。 

いろいろ各町内会の公民館につきましては、それぞれ修繕があろうかと思われますが、現

在１件５０万円以上という要件になっておりますので、こちらを活用できる部分はぜひ活用

していただきたいと思います。なお、各町内会の方からこの１件５０万円以上というような

要件に対しての見直しなどの意見があれば、その際には検討をしていきたいと思いますが、

現時点での補助金交付要項で事業を進めていきたいというふうに考えております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） それでは、はっぴー米メモリアル事業で、職員提案制度で祝い枡と

いうことでありますけれども、この辺は対象としては同じく移住された、または結婚された

という対象者は同じなのか、この辺をもう１回お願いしたいと思います。 

それから、中小企業等人材確保等支援事業、ただいまホームページやインターンシップと

いうふうなことがありましたけれども、町内の企業では人材確保のために外国人を雇い入れ

ようというふうな動きのある事業もあります。この辺の使い方、外国人も当然視野に入れた

人材確保がこれから考えられるわけでありますけれども、この辺の支援策というものはある

のかどうか、もう１回お願いしたいと思います。 

次に、除雪車、ロータリ車でありましたけれども、防雪対策事業ということで備品であり

ますけれども、防雪なのでいいのかもしれませんけれども、除雪対策費かなと私は思いまし

たけれども、除雪ではなく防雪対策費にしたのはなぜなのか、除雪なのかなという感じがし

ます。 

それから、除雪対策費の方で、これからは作業委託というふうにしていくということであ

りましたけれども、なぜそのように、今までのような体系ではなく委託にしていくのか、そ

の理由を、先程の説明では分かりませんでした。この辺、国の制度なのかそちらの方が有利

な点があるのか、作業委託の方にした理由をお知らせいただきたい。 
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それから、今は人材不足というのは除雪作業員も全く同じであります。２年前から本町の

除雪車１台に２名体制で乗るようにということで作業委託されているようでありましたけ

れども、その前までは１人体制で除雪していたのを２名にしたと。安全確保のために２名に

したというふうな説明であったかと思いますけれども、２名にしても、昨年辺りもそうであ

りますけれども、事故はそんなに変わっていないというか、２名にしたから安全になったと

いうふうな、毎年のように物損事故やらいろいろ起こしております。この辺、２名にする必

要があるのかと。人材不足で人が足りない時期に、事故は減らないし、人の確保は大変だと

いうふうなところで、この辺の除雪体制、オペレーターの体制の見直しも検討するべきでは

ないかなと思いますけれども、この辺の見解を一つお願いしたいと思います。 

それから、都市計画は分かりました。都市公園、バリアフリーとかトイレとかありました

けれども、防犯カメラ、私は一般質問で申しましたけれども、この辺はどんなものを、でき

れば通行している道路も、あの辺は頻繁でありますので、通行する車両が確認できる防犯カ

メラにしてほしいなと思いますけれども、この辺はどうなっているのか教えていただければ

と思います。 

次に放課後子ども教室、コーディネーターの謝礼ということでありました。具体的に何を

するコーディネーターで、どんなことをしたいのか。目的、何を目指しているのか、この辺

をもう１回お知らせください。 

最後、町内会公民館等整備事業であります。私的には５０万円のハードルが少し高いので

はないかなと。前の話でもしましたけれども、町内会の方かなりお年を召された方が多くな

って、それなりに座るのも大変だということで、ぜひ町内会に背の高いテーブル、またパイ

プ椅子等で椅子に座れる体制にしたいなというところで、今農村環境改善センターにある資

材を譲っていただけないかという意見もありましたけれども、その辺は町で使うからだめだ

というふうな話でありました。この辺にも公民館、それから身体の不自由な方も多く集まっ

て、楽に集まれるような椅子、テーブル等、備品に対する補助も考えていかなければならな

いのかなと思いますけれども、これからの考え方をお知らせください。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） はっぴー米メモリアル事業の祝い枡の対象は同じかとい

うご質問でしたが、転入、婚姻、出生、同じであります。 

２点目の中小企業等人材確保等支援事業補助金について、外国人も対象かということでご

ざいましたが、採用を予定するところが外国人ですよということであれば対象になります。

したがって対象になるというようなお答えをさせていただきます。なお、外国人労働者の採

用については出羽商工会の方が重点事業として取り組みを進めているようでございます。以

上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 初めに除雪車の方の購入に対しまして、防雪対策事業にな

ぜ入ったかという部分でございます。今回購入するロータリ除雪車につきましては、ロータ

リ除雪部分だけではなくて草刈りできるような装置も含みで購入しようと思っております。
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というのは、どうしても交差点部、草刈りが不足をして、そこに冬季の前に雪が付いて、視

距が悪くなるということもございます。そちらの方にも使うということで、除雪のみだけで

はないと、そういった部分に対しても活用したいということからこちらの方に計上いたした

ところです。今のところそういった機械を利用することによって、視距の改良が図られるの

かなと思っているところでございます。 

また、除雪作業を委託にした理由についてということです。近年の働き方改革等がござい

まして、町で雇用して行おうかなということでもだいぶ検討したところでございます。ただ、

そうなると常時雇用になってしまい、降雪していないときの雇用の体制、また人員の体制、

なお、ご存知のとおりですが、夜中の作業がぶっ通しとなると、こういった場合について法

律的な部分を考えまして満足していくとなると膨大な人件費がかかってくると。また、雇用

に対して行った場合の状況措置というところでも検討してみたところです。また、近隣の市

町村でございますが、直接雇用しているところはほとんどなく、立川町の方で１台だけ自前

で持っているような機械のみ直接雇用している状況です。山形県内でも直接雇用ではなく、

委託という方向に流れているようでございます。そういったことも含めて委託の選択をした

ところです。 

また、２名乗車ということで、だいぶ前に安全確保のために２名ということで方針を切り

替えながら行ってきたわけです。これにおきましても、国からも補助事業でこの除雪費に対

して補助をいただいている状況です。この中の規定の中においてやはり２名という安全確保

を図るという形になっていますので、その基準を用いているところでございます。ただ、委

員おっしゃるとおりやはり人員確保、これにつきましては国・県も問題視しております。最

近の情報によりますとワンマンでできるようなスタイルと、国の基準にも２名乗れるものに

ついては２名乗せなさいと。１名でできるものであれば１名でもいいと。その技術革新を国

土交通省自らが今現在の後方カメラだとか、そういったものを利用しながら検討している最

中ですので、本町もそれを見ながら対応してまいりたいと考えているところでございます。 

また、都市公園の整備の関係でございますが、先程防犯灯の部分を申しそびれておりまし

た。一応２基設置する予定をしております。とりあえず当面の方向性としては公園全体が見

渡せるもの、またトイレがきれいになってくるものですから、こちらの方へ安全確保のため

に入ってくる人もいるというわけではないですが、その周辺をまずは捉えるということから

進めていきたいと考えているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ２点ご質問ありました。 

まず１点目、放課後子ども教室推進事業におけます地域学校協働活動のコーディネーター

の関係であります。先程学校運営協議会制度、いわゆるコミュニティスクール、そちらとも

関係してきますが、三川町では地域とともにある学校づくりというものを目指し、コミュニ

ティスクール、地域学校運営協議会制度、こちらとただいまご質問ありました地域学校共同

活動、こちらの二つの仕組みをともに行いながら、より良い学校・地域づくりを目指してい

くというふうに考えております。 
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その中の地域学校協働活動の統括的な役割を担うのがコーディネーターということで、そ

れぞれ町全体におけます学校と地域の連携、及び協働のあり方など、そういった部分をコー

ディネートする、それから連携・協働を目的とした学校や地域住民との相談調整役、こうい

ったものも担うことになります。また、地域住民側と学校側との情報を共有する必要がある

と思われますが、そういった情報提供の役割もこのコーディネーターからしていただこうと

いうふうに考えているところであります。 

また、先程学校運営協議会の委員の構成などの話をしましたが、そちらのコミュニティス

クールの構成員としてもこの地域コーディネーターが入り、学校の現状を把握しながら地域

でどのような活動ができるか、それとどう組み合わせたらいいのかというような役割を担う

ことが、このコーディネーターの役割として考えているところであります。 

それから２点目、公民館整備事業に係る要件等の見直しということでありました。まず現

在１件５０万円以上というようなことで、備品等については対象外というふうにしていると

ころであります。やはりそういった各備品等についてはそれぞれの町内会で整備、購入など

をしていただく。町としてはさらに大きな金額がかかる公民館の一部改修なり大規模改修な

り、そういった部分で支援をしていきたいというふうな区分分けをしておりますので、ご理

解いただきたいと思います。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） それでは、私から質問させていただきます。 

予算書の５５ページ、先程来いろいろ質問等出まして、説明もされていますけれども、や

はりこの農業振興費に関して説明の４番から７番まで、米の生産に関わる、効率的な生産を

というふうな意図が見えるわけですけれども、まずは生産効率を上げていくという力点とい

いますか目的、これは間違いはないのですが、先程１番委員からもありましたとおり、良食

味というものにも何か注目といいますか手立てをしていかないと、米の産地間競争というも

のに生き残ることができないのではないかというふうに私は危惧しておりますが、こだわり

の米づくりというふうな話もありましたが、どちらかと言うとこだわりに関して、食味より

も収量へのこだわりが本町の農家の方々は強いということで、それを食味というものに意識

を変えていく施策、そういったものの展開が必要なのではないかと私は思いますけれども、

その点、基本的な考え方はどうお考えでしょうか。 

それに関して、先程来の答弁の中では中長期的な視点を持って、これらの事業を進めてい

くんだというようなことがありました。ただ、残念ながら、先日の質疑にも出しましたけれ

ども、この財源、４番から７番まで、全額ふるさと基金による財源であるということからす

ると、２、３年程度の期間というふうな設定であるのかなと思います。中長期的な視点とい

うことを考えると、一般財源というものが必要なのかなと思いますけれども、その辺、中長

期的な視点を保ちながら事業展開できるのかどうか。その点を伺いたいと思います。 

それから、農産所得に関してですけれども、具体的に米以外のものを増やしていくんだと、

どれぐらいという目標もないし、品目的なものもはっきりしていないようです。やはり所得

を拡大していくんだというときには、やはり具体的な絵がほしいと私は思います。どんな品
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目をどれぐらいするんだと、そういうものから出発していかないと、それぞれ個人に任せま

すというふうなスタンスなのかどうか分かりませんけれども、もう少し具体的な目標なりを

設定しないとまずいのではないかと思いますけれども、その点どうお考えでしょうか。 

次に５７ページ、多面的機能支払交付金事業に関してであります。令和元年度から町が事

務の効率化、集約化、一本化というものを進めて、多くの地域の事業が一本化されました。

事業の円滑な推進がそれによって目的どおり行われたのか。その辺を伺いたいと思います。 

それから、その一本化なりに参加しなかった、事業をとりやめた団体が複数あるというこ

とで、その不参加の内容について、どういったことで不参加になったのか。また、新たな事

業体制で１年やった経過を見ながら再び事業への参加を呼びかけるべきと私は思いますが、

その辺の勧誘なりは今後行われないのか伺います。 

また、令和元年度は長寿命化に関しては３２％ほど事業が削減されたわけですけれども、

令和２年度ではその長寿命化なるものの事業費は満額なのかどうか。今のところの見通しを

伺いたいと思います。 

それから、忘れました同じ５７ページ、遡って園芸大国やまがた産地育成事業支援事業費

補助金 342 万 9,000 円と、確かに山形県は園芸大国なんですけれども、当町ではまだまだ園

芸は進んでいないということで、この事業の内容、対象などを詳しく説明求めます。 

次に６０ページ、商工費の中で、先程来出ています小売店業者振興支援事業補助金という

ことでプレミアム付商品券のことですけれども、この事業の現時点での実施時期の予定はど

のようにお考えなのか。先程新型コロナウイルスの対策等も考える必要があるという話も出

ましたので、現時点でどのようにお考えか伺います。 

それから、同じページの一番下の方です。三川町観光協会負担金、増額の理由等は先程説

明ありました。その四つの大きな祭りの中で、一番の三川町をアピールする菜の花まつりに

関してですが、毎年なんですが、菜の花の状況がよろしくないということで、今年はほとん

どゼロに近いような花の状況なのかなと思います。当局の捉え方はどうなのか。それで、令

和２年度以降の改善策について、今の時点でどうお考えか。このまま同じようなやり方をし

ていてもよくはならないんだと私は思います。考え方というものを、場所も含めて少しと言

いますか、ゼロベースでといいますか、全部を変える必要があるのかなと思いますが、その

点、今の時点ではどうお考えか伺います。 

次の６１ページ、「いろり火の里」推進事業ですけれども、先程中身は伺いましたが、そ

の平成２８年の１２月に策定された公共施設等総合管理計画に、このいろり火の里の推進事

業も数年にわたっての計画が載っています。現時点でといいますか、この令和２年度の大規

模改修をもって進捗はどれぐらいになるのか。計画では令和４年度ですべてのものを終了す

るという計画ですけれども、当然行われている最中で、またいろいろな不具合な部分も出て

きたというふうなことも伺っておりますし、後年度に延びるのかなという予測もしています

けれども、今の時点でいろり火の里に関してはいつ大規模改修が終了するのか、この辺の見

通しを伺いたいと思います。 

次に６２ページ、土木費の道路新設改良費が載っていますが、これもいわゆる社会資本整



- 85 - 

備総合交付金絡みの事業が多いわけですが、２目の道路新設改良費、説明の１番の道路舗装

事業から４番の防雪対策事業までありますけれども、社会資本整備総合交付金の分配といい

ますか、どの事業にどれだけ分配される予定なのか、その辺をまず伺いたいと思います。 

それから、７２ページの教育費、２目の教育振興費の中で説明の２番小学校教育振興費・

教育機器等整備事業、あるいは後のページに同じように中学校の同じような整備事業があり

ます。これはたぶん補正予算で検討されたと言いますか、繰越明許になる学校施設情報通信

ネットワークの整備、これに関わるパソコン等の機器なのかなとは思うんですが、その内容

の確認、それから補正予算の質疑の際に聞き逃した部分もありますので、こういったＩＣＴ

の教材、授業体制といいますか、それのメリットとデメリットについてどのように整理され

ているのか伺いたいと思います。 

それから、最後になります８１ページ、体育施設費、アスレなの花の改修工事ということ

で、設計の部分を令和２年度に 400 万円計画されています。令和３年度に１億 5,000 万円ほ

どの工事で大規模改修、あるいは長寿命化ということで行われる予定のその設計の部分だと

思いますが、どのような工事になるのか。工事の内容、現時点での予定について伺います。

以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 農業振興に関わる事業の持ち方、考え方、方向性というよ

うなことかと思います。 

１点目が各種事業を展開しておりますが、その向かう先が、いわゆる所得を上げるという

ことでご説明を先程来しておりましたが、併せてご質問にあったとおり生産性を上げるとい

う視点での取り組みも含んでおります。その中で良食味米への手立てというのがやはり大事

なのではないかと、それについてはどう考えているのかということでございましたが、まず

栽培技術等を駆使してそのタンパク質の適正数値を確保するなど、良食味を目指した取り組

みも確かに行っておるかと思います。本町で言えば、これから取り組むことになる土づくり

も長期的な視点からすれば良食味米への取り組みに繋がるものと捉えております。また、一

方でいわゆる成分的なものでなくてもきれいな米が作られるということでは瑞穂の里づく

り事業においては、庄内管内では三川町が多くの方々が導入されております色彩選別機、こ

ういったことも食味について別の意味で絡んでくるのだろうと思います。それぞれいろんな

振興事業がありますが、その目的が、ただいま申し上げた、質問にもありましたとおり良食

味米への取り組みに繋がるものという形で意識しながら進めてまいりたいと考えています。 

また、今展開しようとしています事業も含めて、その財源構成としては、ふるさと基金を

充てているということでございました。前の質問の中でも、いわゆるふるさと応援寄附金が

約束されたものではない中で、単年度でない中長期的な事業の財源としてよいのかと、いわ

ゆる不安な部分を言われているのかと思います。ただ、こちらで描いている中長期的なとい

うのは、いわゆる政策としてのと言いますか、それぞれの事業の目的に対して単年度で結論

を出すものではないよという意味での中長期的なということを使わせてもらいました。ご質

問者が言われるとおり、別の面ではその財源も確保できるのかということでございましたが、
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それは必要に応じてのその状況を通して判断かと思います。 

それから、３点目についても米以外のところで所得を上げると言いながらも、数値的な目

標を出していないのではないかということでございました。私も具体的な数字は申し上げら

れませんでしたが、ただ実際にはしいたけですとか長ねぎですとか、具体的なそういったも

のについては経営として成り立つような取り組みをされている農業者が多数いらっしゃい

ますので、そういった方々が経営としてさらに増産なり、所得を上げるような手立てをする

ことが、米以外のところからも、全体としては所得を上げるというようなところに繋がって

いくんだろうと思います。 

それから、多面的機能支払交付金、直接支払交付金の件でございます。いわゆる農業者こ

の事業を使う上で事務的なもの、かなり煩雑なものを受けざるを得ないという状況がござい

ました。将来的にその事務の部分を委託するといった形で昨年まで進めておりましたけれど

も、それがならないという方向が見えてきましたので、それでは、その組織が集まって事務

局を新たに作って、そこでその事務を担えるような環境を作ろうということで、昨年一つの

広域的組織を立ち上げたところでございます。当初からまとまって行うということについて

はゼロからの出発でしたので、その事務の進め方も含めて、事業展開についても手探りとい

うところがございましたので、正直昨年１年間については課題を見つけながら、それに対し

て対処してきたということでございます。今年度以降、そういったものが整理されまして改

善なりまして、昨年以上には事業展開がスムーズにいくものと考えております。 

また、一方でそれに加わらなかった組織もございます。基本的にはその組織が声かけをさ

せてもらいましたが、今の段階では自分たちでやれるというのがまず最初にありました。で

すので、それによって組織には参加はしておりませんが、将来的には状況が変わればその組

織に参加するというところで捉えておりますし、実際に新たに入る組織もございます。 

それから、園芸大国やまがた産地育成事業の内容でございますが、これにつきましては鈴

木産業振興課長補佐よりご答弁を申し上げます。 

それから商工関係ですが、プレミアム付商品券を実施するわけですが、その発行時期等予

定はあるのかということでございました。これについては出羽商工会三川支所の方が事業主

体になって、それに対してプレミアム部分について町が応援するという流れになってござい

まして、その実施時期、実施内容について、これから商工会を中心に検討されますので、今

の段階では時期的なものについては決まってはおりません。 

最後に、観光協会のイベントの大きな菜の花まつりでございます。圃場の方、今年度につ

いては咲く気配がないということで、大変困っておりますが、確かに今年度に限らずかなり

の年数において連作障害ということで、場所を変えなかったことによって花が咲かないと、

もしくはほとんど咲きそろうことがないというような状況で、都度移植をしたり、もしくは

菜の花撮影会場を咲きほこる場所に移したりというようなことで、都度対応をしてきたとこ

ろでございます。本年もいろんな形で検討しておるところですが、併せて抜本的にゼロから

の見直しで、圃場自体を変えたらどうかというような意見もいただいております。今現在そ

れについての結論を出してはおりませんが、含めて今後についても早急に判断しながら対応
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してまいりたいと考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 鈴木産業振興課長補佐。 

◯説明員（鈴木武仁産業振興課長補佐）  それでは、私の方から園芸大国やまがた産地育成支援

事業について説明をさせていただきます。こちらの事業は産地パワーアップ事業が活用でき

ない場合の補完的な事業として位置づけられております。要件といたしましては、事業終了

後２年後を目標に、次のいずれかに該当する取り組みをするということになります。一つ目

として生産コスト１０％以上削減、二つ目として販売額１０％以上増加、三つ目として契約

栽培割合１０％以上増加というふうなことになっております。補助率は１／２で、県が５／

１２、市町村が１／１０となります。補助対象としましては機械の導入、資材の導入という

ことになります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） ６１ページのいろり火の里推進事業に関する大規模改修

工事の今後の見通しということでありましたけれども、この大規模改修工事を行うにあたり

ましては、三川町公共施設等総合管理計画に基づいて毎年度計画的に進めているところでご

ざいます。その中で、特に優先順位を付けながら実施しておりますけれども、その中には老

朽度合いに含めて、あるいは法令的なものも中には存在して、その中で優先順位を付けなが

ら実施しているところでございます。特に令和２年度においても予算化しましたけれども、

空調設備につきましてはかなり老朽が進んでおりまして、さらには代替フロンが入手困難な

時期を迎えるというようなことから早急に空調設備の改修を行う必要があるということで、

令和２年度、先程申し上げました３施設についてそれぞれ集中的に行うこととしているとこ

ろでございます。 

田田が開業してから本年が３０年、それからなの花ホール等の部分については本年で２０

年を迎える施設となります。今後特に温泉施設関係につきましては、どうしても工事を実施

する際に、施設を休業して実施する必要が出てくるものと思っております。その際には、当

然ご指摘あるような、以前もご指摘いただいたような送湯管でありますとか、見えない部分

の配管等、休業するにあたっては、その休業期間を利用して建物自体のリニューアル工事、

そういったものも合わせて実施する必要があるかと思っております。したがいまして、この

管理施設等計画におきまして、現在そういった空調関係等、老朽化の度合いに応じて進めて

おるところでございますけれども、さらには次期管理計画におきましても今言ったような温

泉施設等の部分についてさらに計画的に進めていく必要があると思っております。また、休

業するにあたりましては、当然指定管理者でありますみかわ振興公社の方の営業面、経営面

での考慮といったものも必要になりますので、それまでの間、そういった経営体質の強化と

いったことを当然指定管理者側でも用意していく必要があるかなと思っておるところでご

ざいます。 

現在の公共施設等総合管理計画の中では全体事業費で４億 7,000 万円ほどの事業費が計画

金額として示されているところでございますけれども、今年がちょうど折り返し地点という

ことになります。そういった部分では約半分程度ということになりますけれども、ただ、先
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程も申し上げましたように、老朽度合い等で優先順位が変わっているものもございますので、

今後その辺はさらなるそういった老朽度合いによって対応する必要があるかと思っており

ます。完了時期については、この令和４年度内ということになっておりますけれども、先程

言った温泉の施設関係の部分については、また次の計画等の中で検討される必要があるかと

思っているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） ６２ページの方の道路新設改良費の中における社会資本

整備総合交付金の事業の割合というようなご質問のようでした。社会資本整備総合交付金に

つきまして、やはり要求してもなかなか付かないという状況にございましたが、これにめげ

ずに要求していかないと国の方の交付金、追加の部分もございますので、それも見合わせな

がらなかなか落としきれない、要望しないと付かないという状況がございますので、その部

分を勘案して要望しております。 

この要望する部分につきましては、加藤建設環境課長補佐よりご説明申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長補佐。 

◯説明員（加藤善幸建設環境課長補佐）  それでは、道路新設改良費の国の支出金の内訳につい

て説明いたします。道路舗装事業のうち横川横山線舗装事業として 1,045 万円、それから除

雪対策事業として調査測量設計業務委託料として 600 万円、こちらの２本を予定しておりま

す。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 暫時休憩します。             （午後 ０時０１分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 再開いたします。             （午後 １時００分） 

先程、齋藤産業振興課長より答弁漏れの申し出がありましたので、これを許します。 

齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 多面的機能支払交付金事業の関係で１点答弁漏れがござ

いました。本年度予算においても、事業費が減額になったということで補正をいただいたと

ころですが、同じように事業費について減額が新年度についてもあるのか、見通せるのかと

いうことでございました。予算的には計画に沿って 100％歳入になるものと考えております

ので、今、現時点においての減額の見通しは立っていないところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ご質問２点ありました。 

まず１点目、小学校中学校におけます教育振興費、教育機器等整備事業の内容についての

ご質問であります。先日の補正予算におきまして、国のギガスクール構想に伴います学校施

設情報通信ネットワーク等整備事業の金額につきましては、令和元年度補正予算であり、そ

れを繰り越すということで、補正の議決をいただいたところでありまして、令和２年度の当

初予算の方には予算計上されていないところであります。 

令和２年度の当初予算に計上しております事業費の内容につきましては、まず小学校教育

振興費、教育機器等整備事業の方からご説明いたします。総額で 1,506 万 6,000 円の予算計

上をしております。こちらの主なものとしましては使用料及び賃借料が 885 万 6,000 円、こ
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れは現在の各小学校におけますパソコンルーム、そちらに整備されておりますパソコン端末

のリース料であります。 

続きまして、備品購入費 554 万 2,000 円予算計上しております。こちらにつきましては、

押切小学校の普通教室の机、椅子、こちらを全学年分更新するということで、予算を 440万

円計上しています。この押切小学校の机、椅子につきましては校舎建設当時に整備した机、

椅子でありますが、当時の古い製品規格のものを使っているわけであり、Ａ４サイズの教科

書が多くなった現時点の中では、授業をする上で子どもたちが机の上にものが置けないとい

うような状況もあることから、今回すべて更新するということで予算計上をさせていただい

たものであります。その他、東郷小学校におきまして電子黒板などの購入も予定していると

ころであります。 

続きまして、中学校費の中学校教育振興費・教育機器等整備事業費であります。こちらに

つきましては、562 万 7,000 円予算計上しております。こちらの主なものとしましても、や

はりパソコンルームにありますパソコン端末のリース料が主なものであり、さらに今年度備

品購入費として８０万 3,000 円予算計上しておりますが、これにつきましては三川中学校体

育館で使用しておりますステージのスクリーンが破損し、使用ができないような状況になっ

ているということから、こちらの更新、さらにはプロジェクターの購入ということで考え、

予算計上しているものであります。 

また、このようなパソコン関係全体、いわゆるＩＣＴ機器を使った事業におけるメリッ

ト・デメリットの部分につきましては大瀧学校教育主査がご答弁申し上げます。 

２点目の体育施設費におきます、アスレなの花の工事内容についてであります。令和２年

度の中で実施設計を行い、具体的な工事内容を決定していくわけでありますが、現時点で、

町で工事したい内容等につきましては、齋藤社会教育主査がご答弁申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 大瀧学校教育主査。 

◯説明員（大瀧功喜学校教育主査） ＩＣＴの教育的なメリット・デメリットについて申し上

げたいと思います。 

メリットについては大きく３点申し上げます。授業に関してのことなのですけれども、ま

ず１点目、映像や音声を扱うことができるので、視覚的に効果があるということです。どの

ような児童に関しても可視化され明確な教材提示が可能となり、それが教育的効果を生んで

いると考えられます。 

２点目、インターネットによってその特性が可能とする様々な内容によって子どもたちの

意欲を高める場面を多く作ることができるであろうと考えております。 

３点目です。来年度から新しい学習指導要領が実施されますが、そこでは主体的で対話的

で深い学びということで、いわゆるアクティブラーニングに基づく授業改善をこれから進め

ているところです。その中でＩＣＴを活用することで子どもたち同士がお互いに話し合い、

学び合う場面での効果が大きいというふうに考えております。 

デメリットについて１点申し上げます。こちらについては現在でも三川町ではＩＣＴ活用

の一端として、タブレット活用などが進んでおりますので、その課題というふうに捉えて申
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し上げたいと思います。まず前提としてＩＣＴはあくまでも手段であるということです。そ

れを利用すること自体が目的ではないということを前提としたいと思います。その中で教職

員が子どもにどんな力を付けさせていくのか、そして何を学ばせたいのかというところを明

確に持ちながら、ＩＣＴの効果的な活用の仕方や技能を身に付けていくことが大事だろうと

いうふうに考えております。それと同時に、教職員がＩＣＴを継続的に活用し、さらに進化

させていくための研修機会、そして研修のあり方についても考えていかなければならないと

いうふうに感じております。 

さらに、各学校においてはこのＩＣＴ活用をただその担任の裁量で行うのではなくて、学

校の授業の中でどの場面でどういったことで活用していくのか、その計画的な活用と、系統

的な活用の仕方を各学校で考えていかなければならない、このように感じております。以上

です。 

◯説明員（齋藤一哉社会教育主査） アスレなの花における令和３年度に実施を考えている修

繕工事や長寿命化についてご説明いたします。大きく言いますと六つほどございまして、一

つ目として、アリーナの地盤沈下の改修、そして人工芝の更新、屋根の塗装と外壁の修繕、

あとアリーナ壁面上部にあります窓枠の開閉化です。こちらは夏場の空調対策になるかと思

います。最後にアリーナのＬＥＤ化になります。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） 四つほど再質問いたします。 

最初の５５ページ絡みの、農業振興絡みの話ですが、良食味に繋がる施策ということで意

識されているようですが、残念ながらその機械の導入等だけではやはり難しいのかなと思い

ます。先程ソフト事業の関係も若干話をされたのかどうか分かりませんけれども、例えば瑞

穂の郷づくり事業なんかも、例えばスマート農業で扱うドローン、確か昨年まで瑞穂の郷づ

くり事業で行われていたということもあって、もう少し各事業の中身を整理しながら行って

いくべきかなと。そうした場合は瑞穂の郷づくり事業は 500万円もいらないような事業にな

るのではないかと思いますし、例えば土づくりというものがただ資材の導入補助ではなくて、

その良食味に繋がるとすれば、新たな項目の中で、例えばプレミアムな米を高単価で販売す

るような施策の支援、一部農協でつや姫名人とかいう事業も行われていますけれども、食味

で８０以上とか８２、８３とか、非常に出にくいような、そういったプレミアムな米を届け

ていくような三川町の素晴らしい米というような事業もいいのではないか。要するに良食味

への導入といいますか、意識づくりというものに対しては有効なのかなと思います。単なる

機械の導入だけではなく、そういった意識改革をするためのメニューがほしいなと思ったと

ころですけれども、見解があれば伺いたいと思います。 

それから、６０ページのプレミアム付商品券に関してですけれども、事業主体との今後の

検討で実施時期を決めたいというような話しでした。たぶんこの新型コロナウイルスの影響

というものがすでに出ているわけですし、あるいは４月以降、またさらに拡大していくよう

な雰囲気もあります。景気対策という観点からすれば、まさにタイムリーな時期、これを逸

してはだめだと思いますし、４月新年度に入ったらすぐに例えば必要であれば実施できるよ
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うな体制、そういったものを商工会と築き上げる必要があるのかなと、前倒しした格好で実

施すると、あるいは第２段というようなことも視野に入れながらこの事業に対して向かう必

要もあるのかなと思いますけれども、そういった考え方について所見を伺います。 

それから６１ページ、いろり火の里に関しての推進事業に関しては非常に次々と不良箇所

なり改善箇所が出てくるというような実態があるようです。先程の答弁で次期計画というよ

うな話を伺いました。今まであまり聞いてこなかった内容なのかなと、その平成２８年度で

立てました公共施設等の総合管理計画に関しては、令和５、６年度で一旦終わるのかなと思

っていましたけれども、次期対策の話も出ました。今まで行われきた部分の進捗度合いとい

うものはなかなか数字では出されないような雰囲気でありましたが、次期対策で行われるも

の、主に温泉施設の本体なのかなと思いますが、一体全体事業費の想定あるいは事業内容、

あるいは年数、そういったものをどのぐらいの想定で行うのか伺いたいと。今までの状況な

りこれからの内容を見ますと、このいろり火の里推進事業がもはやエンドレスに繋がってい

くような、そういった様相も呈しているような感じもします。いつまでで区切るのかといっ

たことも今後は必要なのかなと思いますし、あるいは町自体がこの施設を抱える意味がある

のかというところまで進むのかなと思います。そういった観点も含めて次期対策についての

現時点での構想を伺います。 

それから教育関係ですけれども、メリット・デメリットを細かく説明していただきました。

確かに国の考えるこれからの子どもたちの成長、アクティブラーニングということで、今ま

で不足しがちな子どもたちの新しい発想なり、考える力を養うということだと思うのですが、

こういったＩＣＴの活用を進めた際に、結果的にどうなるのか。昔言われた読み書きそろば

んみたいな話の延長で、今現在我々そういった教育を受けながら生きているわけですけれど

も、ＩＣＴという教育がこれからの世の中にどのような影響を及ぼすのかといったことを考

えると、例えばＩＣＴの先進地である韓国、これはもうすでにだいぶ前に子どもたち一人ひ

とりにパソコンが配属されているといったことで、ＩＣＴの先進国なわけですが、そういっ

た事例を見てもそんなに特別いい方向にはいっていないように思います。あるいは攻撃的な

行動というものも逆に増えているのかなと。それはＩＣＴの利用に影響されているのかどう

か分かりませんけれども、そういったことも含めてこういった機器が理解度を高めるという

ことは分かるのですけれども、そういったことを超えた、要するに道徳的なことも含めた人

間教育というものとは相反するとは言いませんけれども、そういった部分を置き去りにして

しまうような気もいたします。改めてそのＩＣＴの活用を今後教育の相対的な部分にどのよ

うに活用していくのか、基本的な考えを伺いたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 農業振興事業、新規も含めて展開するということで計画を

しているわけでございますが、その中でそれぞれの瑞穂の郷であればその事業の、それぞれ

の目的に沿って、その事業内容に沿った事業規模を想定したわけでございます。ですので、

今現在は各事業の実施内容での適正な必要な予算額というふうに捉えております。 

一方、先程も申し上げましたが、いわゆる良食味という視点を持って取り組みが必要では
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ないかということについて、それぞれの事業が事業目的を持ってございますが、ある意味こ

だわりの米づくり、いわゆるその中の一つとして良食味の米に向けた取り組みとして、それ

ぞれが関連付け合って進められているものと思います。今後、ただそういった良食味という

部分について意識付けできるような新しいメニューもあるのではないかというご質問があ

りましたけれども、そうした部分についてはその必要性等判断していきたいと思います。 

それから、もう１点、プレミアム付商品券の発行事業の関係でございました。言われると

おり、もうすでに新型コロナウイルスが経済の面でも負の影響が出てきているというような

認識です。当初このプレミアム付商品券の令和２年度実施を判断した際については、当然こ

の部分については考慮していないという状況でございましたが、今後ご質問の中ではそうい

ったことを踏まえればタイムリー、４月早々でもそれに応じた対応ができればいいのではな

いかということでございましたので、その辺については今の情勢を捉えながら対応できるも

のであれば対応するというような判断をしてまいりたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 黒田企画調整課長。 

◯説明員（黒田 浩企画調整課長） 先程次期計画という説明を申し上げましたけれども、これ

はあくまでも現計画の期間内にもし実施が可能でなかった場合の想定というお話で申し上

げたものでご理解をお願いしたいと思います。今般のこの計画の中で一定の区切りを付けて

いくという考え方はそのとおりでございます。ただし先程申し上げましたとおり、長期休業

をどうしても要するような工事については、その影響等を十分考慮した上で、その必要な工

事の実施時期については十分総合的に判断していく必要があるかなと思っております。した

がいまして、次期対策といいますか、今後もそういった工事の実施については、計画的な執

行に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） 学校教育におけるＩＣＴ機器の活用の中で、使い方という部分

についてのご質問でありました。学校教育での使い方という部分では、先程、大瀧学校教育

主査が答弁したように、いろいろ活用できる部分はありますので、そういったことを活用し

ながら、特に学校教育の中で子どもたちが将来にわたって、生きる力を育むというための教

育は変わらずに、どんなものを使ってでも教えていくことは同じであると、そのための一つ

の手段として、ＩＣＴ機器を有効に活用できる部分は活用するという基本的な考え方はあり

ます。そういった中で特にインターネットなど世の中ではＳＮＳなどそういったものを使っ

た、いろいろな犯罪というものも、確かに行われているわけであります。そういった部分で

は、インターネットを使っていく上では、子どもたちに対してその機器の使い方に対するモ

ラルですとか、活用の仕方、そういったものを道徳なりそれぞれの各授業の中でも、子ども

たちには教育をしていかなければならないものというふうに考えており、そういった両面を

授業で教育しながらより良い学校教育の環境ができるようにというふうに考えております。

以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 

◯７ 番（鈴木淳士委員） それでは私から３点ほど質問をしたいと思います。 
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ページでいきますと、６５ページの空き家対策支援事業について最初に確認したいと思い

ますが、この空き家対策につきましては、昨年の６月それから９月の定例議会でもいろいろ

と議論させていただきました。特に寄附の受け入れという条例化については基本的に地方自

治法でも行政財産、いわゆる公的財産については寄附の受け入れが認められている中で、敢

えて空き家管理条例にこの規定を設けることによって、不要な期待感を招く、いわゆるモラ

ルハザードを起こすのではないかというようなことで、いろいろと懸念される項目を、話を

出させていただいたところでございます。 

そういった面で来年度予算につきましても、この寄附の受け入れ、それから解体促進、さ

らには利子補給という三本立ての事業予算が組まれているわけですが、特にこの寄附の受け

入れについては、町としまして、いわゆる空き家等対策計画をまとめているわけですけれど

も、これの情報提供元であります山形県で作っておりますモデル計画においても、寄附の受

け入れについては、空き家再生等促進事業また山形県住宅供給公社が実施する町の再生支援

事業等に基づいての空き家の寄附を受け入れて、公共的な利用、さらには宅地としての再整

備を行うというようなことが強く謳われておる内容でございますので、昨年の条例審査の際

に県の担当者からもこの考え方を聞いたところでして、まちづくり施策と連携した事業にお

いて利活用を行うというようなことを前提にしているということから、十分慎重な対応を図

っていただきたいと思いますが、その考え方等について最初にお伺いしたいと思います。 

それから、二つ目としましては、６７ページの防災費というところに関しての質問をさせ

ていただいたのですが、実は中身としましては、三川町新型コロナウイルス感染症対策本部

の対応についてというところでの、ホームページ等に早速いろいろと情報提供がなされてお

ったわけですが、この対策について、残念ながら３月の町内会長会議が中止になったという

ようなことから、一番これから対応が必要となる町当局とそれから各町内会との組織的な連

携体制等について、どのような対応を考えていらっしゃるのかお伺いしたいと思います。 

それから三つ目ですが、先程同僚委員からも質問がありました、町内会の公民館補助事業

制度についてであります。来年度については要望事項がないということで、町内会公民館等

整備事業についての予算が全く計上なかったわけですが、その中で出されておりました備品

等の購入について、今現在の補助要項では対象になっていないという状況だったようですが、

先月来いろいろと質問が繰り返されておりますふるさと応援寄附金、この基金の積立が相当

な金額になっているというようなことからしますと、ふるさと応援寄附金の趣旨そのものか

ら考えると、まさに各町内会への支援がふるさとの支援に繋がるのではなかろうかと、いう

ように考えられるところから、この町内会公民館補助制度の根本的な見直し等について検討

なさらないものかどうかお伺いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 空き家対策に関連する事業の状況とその有効性について

というご質問でございます。 

空き家の寄附につきましては、先日の条例改正の中においてもお話はしているところでご

ざいます。先程申されました県のモデル事業の内容でございますが、本町としても県と十分
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な打ち合わせを行い、行っているところでございます。県の方の見解といたしましては、先

程委員が申されたとおり、現有している事業等、そういったものがあれば活用した方が良い

のではないかという形での記載ということで考えております。確かに、モラルハザードとい

う部分、のべつ幕なし寄附を受け入れということについては、本町の条例、もしくは規則の

中で謳っております。すべて貰うものではないと、町が有効利活用を見込めるもの、また受

け入れ後に支障のないものということで規定をしております。寄附の受け入れについては県

当局の方ともその後も打ち合わせをし、町の事業、こういった利活用、関係するのであれば

寄附の受け入れについてはＯＫということで考えをいただいておるところでございます。ま

ちづくりに関する対応した形での寄附の受け入れについては積極的に考えていかなければ

ならないと考えているところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） 新型コロナウイルス感染症対策本部を本町においても立ち上

げたわけでございますけれども、基本的には国の動向、あるいは要請を踏まえまして、対策

本部では町主催の行事については一定の判断を示し、自治会あるいは団体等の行事について

は自粛の判断をそれぞれにおいて行っていただきたいということで示しているところでご

ざいます。そういったチラシも全戸配布をさせていただきました。 

先の町内会長会議においても同様に、やはり多数の人間が集まり距離が短い中での会議と

いうことで、まずは見送りさせてもらったところでございますが、４月にはまた会議もござ

いますので、その中でまたいろんな動きが出てくる中では臨時の町内会長会議ということも

あろうかと思います。ただ今の状況を見るとやはり町内会と連携して行うというよりは、本

町においては、対策本部は保健所、国機関、県機関との連携をまずは行っていき、それぞれ

が、国が行っている水際対策、あるいは集団クラスター対策、そういったものを実際行って

いく必要があるのかなと考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） 佐藤教育課長。 

◯説明員（佐藤 亮教育課長） ご質問がありました公民館整備事業に関するご質問でありま

す。ご質問ではふるさと応援寄附金を活用した公民館補助要項の見直しはできないのかとい

うようなご質問でありました。 

この町内会公民館等整備費補助金につきましては、これまで事業を実施する中で何度か内

容等見直しをしてきた経緯はあります。現時点に置きましては平成２６年に一部改正をして

いる事業ではあります。先程も申し上げましたが、町内会で整備する部分と町で整備する部

分ということで、一定の区分を設けて事業実施しておりますので、現時点におきましては、

この公民館等整備事業の要項等大幅に見直しをする予定はないところでありますし、またな

お、この財源という部分につきましては、この事業自体、町の単独事業でありますので、そ

ういった財源という部分につきましては、今後担当課の方とそういった活用ができるのかど

うか、調整はしていきたいというふうに考えております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ７番 鈴木淳士委員。 

◯７ 番（鈴木淳士委員） それで、まず最初に空き家の関係についてなんですが、昨今旧国道
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沿い、横山から三本木、袖東、さらに押切地域に関しましては非常に解体が進んでいる。新

たな住宅建設、そして横山では大手の小売店も出店というようなことで、非常に評判がいい

ようです。現に、三本木町内会の中でも、役場のすぐ後ろの通り沿いに不動産業者の看板が

立っているということで、この界隈については一般の不動産流通に頼るところでも十分効果

が上がっているものと考えられますので、寄附の受け入れ対象にはする必要がないものと感

じられるところですが、問題はこの大きな通りから外れております、町内会名を出して恐縮

なのですが、小尺とか、天神堂、成田新田といったところの地域においては、長年この空き

家問題について周辺住民の方々、町内の方々が非常に不自由にされている、迷惑を被ってい

るというようなところであります。 

今回の予算要求の中でも解体促進補助は計上なっているわけですが、昨年の９月に私一般

質問で提案させていただきました、町内会に対しての解体事業の場合は９割まで補助を出し

ますよというようなことで、非常に優遇策を講じているわけですけれども、今紹介しました

町内会については世帯数の多いところ、少ないところがあるわけでして、同じ１割の負担で

その町内会が実際に解体事業をできるかどうかというようなことになりますと、非常に財政

的な問題で難しい点があるのではなかろうかということで、９月の議会のときには１世帯あ

たりの負担を同額にした形で不足分を町が補助するというようなことを提案させていただ

いておりますが、その辺についての補助金の交付要綱ですので、議会の議決なく改正できる

わけですが、そういった点についての今後の考え方等についてお伺いしたいと思います。 

それから、新型コロナウイルス対策の問題についてですが、先程の答弁についてはいろい

ろ国それから県、保健所との連携というようなことで、町としてはそういう対応になろうか

とおもいますが、一番心配されますのが、幸い山形県内では発生していませんが、他県の状

況を見ますと発生のルートが、どういった流れで罹患したものかというようなところがなか

なか掴みきれないという部分があって、非常に不安にかられているところであります。 

心配されますのが、高齢者の対策についてという部分でありまして、こと町内会の関係者

の方から出された声としては高齢者に対してのインターネット、三川町のホームページでは

きっちり情報が提供なっているのですけれども、肝心の一番対策が必要な高齢者の方々に対

しては、インターネットを開いて確認できるという方々は少数であろうというような点で、

例えばですが、民生児童委員の皆さまから健康状態の確認を伺っていただくとか、町内会組

織を通じて見守り支援を行うというような対応についてはいかがかと思いまして、所見をお

伺いしたいと思います。 

三つ目の町内会公民館補助制度についてはぜひ前向きな改正を期待するということにと

どまらせていただきます。よろしくお願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 空き家についていろいろご提言を日頃からいただきまし

て、ありがとうございます。空き家についてでございますが、今年度に入って１７件ほどの

ご相談があり、その中ではいろいろな選択肢があると、町の事業また一般流通に対すること

でご相談に乗りながら、その状況に応じて受け皿となりながら、行っているところでござい
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ます。 

委員おっしゃるとおり、大きな通りの部分については一般の流通も確保されるところです

が、それから外れたような部分について、また集落の活用についての促進という部分でござ

います。今のところなかなか補助の使用までには至っていないところなのですが、今、地域

の方と協力しながら行っていこうという形で構えております。内容としましては、地域でも

利活用について考えていただけないかということを申し述べ、こういった形でできるのでは

ないかということがあれば、地権者の方に空き家の管理について再度通知文を出すなり、町

内会でこういうことを考えているというようなことの通知をしながら、一緒になって行動を

とっているところです。 

現在、行っている事業につきましても、２ヵ年とまだ日が浅いところであります。ですの

で、一緒に考えながら行動をし、必要箇所については内容を改めてまいりたいと考えている

ところでございます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ご質問ございました高齢者の方々に対する新型コロナウ

イルス感染防止の対策ということでございましたけれども、本町といたしましては、今現在

チラシ等を配布して啓発に努めているところでございますが、インターネットにつきまして

は確かに高齢者の方々が日頃目にするというのはなかなか難しい部分もありますので、対策

本部といたしましても、話し合いの中で目に見えた形で広報に合わせてチラシを配布して、

それをまずは見てもらうと、そういうふうなやり方が一番望ましいということで、そのよう

にさせていただいたところでございます。 

やはり高齢者の場合、今回の新型コロナウイルスに関しましては非常に感染率が高いと言

われておりますし、中には重症化する事例も高齢者の方が高いというふうに言われておりま

す。そういったところで高齢者の方々への対策といたしまして、今後につきましてですけれ

ども、民生委員の方々から地域を回って確認をしていただくというのもありますが、やはり

新型コロナウイルスに関しての感染につきましては、飛沫の感染であったり様々な危険性が

あるわけでございまして、闇雲に民生委員が回ったり町内会長が回ったりというような方法

がいいのかどうなのか、その辺もなかなか分からない状況にございます。今後につきまして、

感染等が県内等にも発生をしてきた場合、県並びに国等の指示に基づきまして、対応方法に

ついては検討してまいりたいというふうに考えております。 

◯委員長（芳賀修一委員） ２番 志田德久委員。 

◯２ 番（志田德久委員） 初めに５４ページの農業用使用済プラスチック処理協議会補助金

でありますが、これは肥料の袋等農協に一度行って、処理業者への申請の紙を持っていって、

それで補助になるということですけれども、この補助金が処理の量に対してのものなのか、

あくまでもどういう過程の事務費で補助をしているものなのか、それを伺いたいと思います。 

続きまして、５５ページの土づくり支援事業費補助金で先程から同僚委員も質問しており

ますが、従来の堆肥の文字がなくなり、土づくりということですので、土づくりには堆肥の

他に土壌改良材というものがプラスアルファとして必要でありますけれども、この土壌改良
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材に対しての考えはどうなのか伺います。 

次に５６ページのみどり環境推進事業の方でありますけれども、毎年山のない当町には限

られた補助で来るわけですが、例年これのお金によって工事も、例えばベンチを作るとか、

いろいろなことを行ってきましたけれども、今年は、工事はなくすべて消耗品ということに

なっております。その内容を伺いたいと思います。 

続きまして、５７ページで農業振興推進員謝礼が２７人分。これは例年と同じですけれど

も、例えば平成３１年予算では、７２万9,000円と見ていましたけれども、来年度は８万1,000

円であります。この違い、回数あるいは開く時間等の違いがあるのか伺います。 

そして６０ページの赤川花火大会負担金でありますけれども、新年度予算は４０万円とな

っております。昨年は３０万円ですけれども、これは実行委員会の方から要請があって４０

万円になったのか、伺います。 

続きまして、６８ページの無線情報伝達装置改修工事請負費 207 万 2,000 円でありますけ

れども、その内容を伺います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） １点目の農業用使用済プラスチック処理協議会補助金に

関することでございますが、予算額は前年同額の２万 7,000 円になってございます。これに

ついては、実際の算出基礎として、処理するプラスチックの重さに対して何円ですという形

でのものにはなってございません。町としてもその処理に対して補助を始めた当初から、い

わゆる２万 7,000 円という形の中で通してきましたので、ご質問の基礎的なものについては

もっていないところでございます。 

次に、土づくり支援事業費補助金でございますが、実際具体的にはこれまであったがんば

る農家支援事業を通しながら、堆肥利用組合、施設利用組合に対して補助をしてきた経過が

ございます。それと合わせてご質問にあった、土壌改良材等の投入についても今支援をしよ

うということで準備を進めているところでございます。 

みどり環境推進事業、予算額が前年工事費から消耗品になったということでございますが、

こちらについては鈴木産業振興補佐よりご答弁を申し上げます。 

最後に、農業振興推進員の報酬の関係でございます。これにつきましては、地方公務員法

の改正に伴いまして、特別職給与条例の見直し等の整理を行った結果として、農業振興推進

員の報酬 3,000 円掛ける２７名という形でこれまで８万 1,000 円の予算を持ってきたところ

でございますが、ただいまの理由をもって、いわゆる出席回数に応じた手当という形で減額

になっているものでございます。ただ、農業振興推進員についてはそのものの会議の他に、

農業再生協議会の会議がございまして、そちらの方についても予算を計上しておりますので、

合わせての対応になるものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員）  鈴木産業振興課長補佐。 

◯説明員（鈴木武仁産業振興課長補佐）  それでは私の方からみどり環境推進事業のことにつ

いて説明させていただきます。昨年度工事費ということで予算を計上していたところでした

けれども、町の方では毎年ベンチだったりそれから今年度ですと横山小学校の校舎前にある
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木製テーブルを修繕したりということをしてきました。それが県の指示によりまして、工事

ではなくて、それはあくまでも消耗品という形なのではないかという指摘がありまして、今

年度は予算の付け替えをさせていただいたところです。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員）  齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） １点商工関係の関係で、赤川花火大会の負担金の増額の理

由でございました。赤川花火大会、今回で３０回を記念するということで、それに対する負

担金の増額要請がございました。これについて、町として４０万円というふうに判断したと

ころでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員）  本間総務課長。 

◯説明員（本間 明総務課長） ６８ページの無線情報伝達装置改修工事請負費でございます

が、普通財産であります旧押切公民館の敷地内に防災行政無線の受信機、スピーカーが設置

されております。今後、その普通財産の売却も含めた処分を進めていく中ではこの受信機の

移設が必要となってまいりますので、その経費をここに計上したものでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員）  ２番 志田德久委員。 

◯２ 番（志田德久委員） ６０ページの一つ、質問し漏れましたけれども、三川町の宅配サー

ビス等支援事業、毎年行っているわけですけれども、この内容が買い物客の送り迎えに該当

しているのかを確認したいと思いますし、逆に注文にあったものを注文した自宅へ届けてい

る事業なのか伺いたいと思います。 

あと、再質問という形になりますが、農業用プラスチック、藤島の処理業者とお話する機

会がありましたけれども、三川町は補助金があっていいと言われていて、私もレシートを貰

うのですが、補助金部分がどの部分か分からないということですので、これからはただ２万

7,000 円がずっと続いてきたからということでなく、この環境のためにこういう農家の方が

行っているものに対しての補助ということで基準を付けて補助制度をすべきと思いますが、

その考えを伺います。 

あと、土づくりで今後土壌改良材を進めるという考えもありましたけれども、前、はえぬ

きを作付けして、数年経って庄内のはえぬきが内陸のはえぬきより食味が低いという結果が

出まして、ある事業で国を動かした人もいるのですが、国から庄内一円に土壌改良材、全部

の田に無償で配布した経緯があります。そこまで行っても農家は結局その年だけ入れて、継

続して入れている人は少ないということで、やはり現在作っている町内の農家の食味を上げ

るために土壌改良材は必要だという意識の啓発がすごく必要だと思います。一度こういう経

験もしておりますので、もしあのとき、あのような基準で入れていれば、私は食味が上がっ

ているのではなかったかと思っております。実際そのとき以降も続けている人もおりますの

で、以上、お願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員）  齋藤産業振興課長。 

◯説明員（齋藤仁志産業振興課長） 農業用プラスチックの処理に関するご質問ですが、多分当

初は経営で使っているビニールですとか、そういったものについての処理について、経営支

援しようと、言えばそういう形でスタートしたものだと思います。ただ、今ご質問にあった
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とおり、プラスチック自体を処理して環境対策となるのだというような意識付けについては

近年のものかと思います。今現在それに絡めた補助金、負担金にはなってございませんが、

改めてそういったことについては目を向けながら、どうした方向がいいのか研究してまいり

たいと思います。 

それから、土づくり支援でございます。今過去の例も上げながらその必要性を述べられま

したが、この事業と町の農業関係のほとんどの事業が支援事業という名称にしております。

といいますのは、明確に農業についても経済活動の一環だという形で、いわゆる一国一城の

主である農業者、その方の責任を持った判断とその取り組みについて応援しますよという意

味での支援事業としております。土づくり、大切であり、近年はそれについて投入しない農

業者の方も多いというような状況もございますが、そういった人たちへの啓発も含めて、土

づくりは大切だと、実践する必要があるという、いわゆる農業者自らの判断を応援するとい

う形で振興していきたいというふうに考えております。 

それから、宅配事業になります。これについて、町が応援している宅配事業については一

般の家庭から自分がお店まで行けないので、具体的にはラコスですが、行けないのでという

ことで、注文を電話で受けまして、受けたものについて配達するというものになってござい

ます。一方、町が支援の補助金は持っていませんが、送迎事業も同じラコスの方で行ってお

りまして、相乗効果の中で買い物弱者対策という面を出しながら取り組みが進められており

ます。 

◯委員長（芳賀修一委員）  他に質問ございますか。進行にご協力お願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員）  以上で、第三審査区分の審査を終了します。 

◯委員長（芳賀修一委員） 暫時休憩します。             （午後 １時５５分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 再開いたします。             （午後 ２時１５分） 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、第四審査区分の審査を行います。 

第四審査区分として、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会

計、農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計について審査を行います。 

質疑を許します。 

◯委員長（芳賀修一委員） １番 鈴木重行委員。 

◯１ 番（鈴木重行委員） 私から１点だけお伺いします。昨年も同様の質問をさせていただき

ました。国民健康保険税によります資産割のあり方について考えをお聞きしたいのと、３方

式への移行等へ計画があればその計画をお伺いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  資産割に対する考え方につきましては、昨年説明したとおり

というふうに思っております。 

３方式への移行でございます。令和元年度におきまして、その３方式を目指して、その段

階的な移行ということで、本町の方では考えております。令和元年度、資産割の約１／３を

減らしまして、それに見合う所得割の方を率として上げさせていただいております。令和元

年度から令和３年度という３ヵ年の計画でございますが、まずは新年度に入りまして、何回
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か税率改正のためのシミュレーションを行いまして、そのあり方を検討していきたいという

ふうに考えているところでございます。基本的な部分、３ヵ年でのという考え方は十分持ち

得ておりますけれども、場合によっては若干の変更があるやにというふうなところでござい

ます。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員）  私の方からは介護保険特別会計の件でお伺いしたいと思います。

予算書によりますと 137ページになります。総務費の中にあります、介護認定審査会費とい

うことで数点上げられております。介護認定に関わる考え方なのですが、一般的には全国共

通の判定というものをコンピューターで行い、その二次審査というものを介護認定審査会が

行っているというふうな考えだと思われますが、工程としては本町もそのようになっている

のかどうかという確認と、令和２年度における要介護者数推移等、どのように数値として捉

えているのかどうか、また本町において、要支援であったり要介護者の判定というものをい

わゆる全国共通のシステムの中で割り出した認定より引き上げている件数は何件あるのか、

もしくは引き下げている件数が何件あるのか、この辺の数字を説明いただきたいと思います。 

全国的には９９％の自治体がその一次審査であるコンピューターの審査から変更を加え

ているというようなことでありましたので、本町の件数でもいいですし、パーセンテージで

分かれば、何％の割合で引き上げているのか、何％が引き下げているのか、その辺分かれば

説明願いたいというふうに思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） それでは私の方から介護認定審査会に関しましてのご質

問がございましたので、そちらの方をまずお答えさせていただきます。介護認定審査に関し

てのフローと申しますか、ご本人または家族の方から介護認定についての申請がございまし

て、それが新規であるか更新であるか、または区分変更であるかというような状態に応じま

して、三川町の介護包括支援センター、介護支援係、さらには委託先の事業所の方からその

方の状況を確認していただくということになります。その上で本町の調査委員の方々、また

は保健師が行く場合もございますけれども、その方の状況を確認して、認定の調査票、先程

システムというふうにおっしゃられていましたが、認定の調査票がございますので、そちら

の方に状況を記入いたしまして、それを点数化し、システムの方に入力をするとその介護度

が必然的に現れてくるというような形になっております。その上でそれが出てきたものを鶴

岡市の方に委託をしておりますけれども、認定審査会の方に諮りまして、最終的にはご本人

の方へ結果の方を通知するというような形で実施をしているところでございます。 

もう二つございましたが、要介護者の人数の推移の見込み、それから判定のシステムの中

で割り出した件数において引き上げがどのくらいあるかというご質問がございましたので、

こちらにつきましては真嶌介護支援係長よりご説明申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 真嶌介護支援係長。 

◯説明員（真嶌 幸介護支援係長） それでは、要介護認定の認定者の推移についてお話させて

いただきたいと思います。 
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まず平成２７年度の実績からお話させていただきたいと思います。要支援、要介護合わせ

た合計が 461 名、平成２８年度の実績が 456名、平成２９年度の実績が 452 名、平成３０年

度の実績が469名ということになっております。 

もう一つご質問のありました、要介護認定の一次審査での変更につきましては、一次審査

の後、鶴岡市の方に介護認定審査会におきまして、認定を委託しているわけですけれども、

変更しているものは全くありません。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員）  要介護認定に関しては、増減があるものの、微増傾向だなという

ふうに数値を聞いて認識しますが、今説明にありました認定審査会において本町でいわゆる

調査票において割り出した要介護度に変更はないと、増減ゼロだという認識でよろしいでし

ょうか。引き上げも引き下げも行われていないというような認識でよろしいのかどうか。い

わゆる９９％の自治体が、いわゆるそのコンピューターと調査票に基づいた一次審査の判定

からいわゆる独自、自治事務の範囲において少し要介護認定の捉え方を様々な角度から捉え

て、再度要介護認定をしているというような話でありました。ほとんどしているということ

でしたので、本町においてはないという認識でいいのかどうか。 

また、鶴岡市の認定審査会に委託しているということで、その内容については鶴岡市も全

く同じと考えていいのかどうか、その辺お伺いしたいと思いますし、その二次審査の審査内

容といいますか、そちらは公開されているのかどうか、全国的な傾向ですけれども、自治体

間での差が出てきているということでしたので、公表すべき事案ではないかなと思いますの

で、その辺公表になっているのかどうか。住民に周知できるような状況になっているのかど

うか、その点お伺いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） ただいまのご質問の中で、要介護を認定する上で、認定調

査票の方にそれぞれ記入をして、点数化したものをシステムの方で割り出すという部分につ

きましては、それを引き上げたりとかそういった作業はしていないところであります。ただ

し特記事項なども加えての調査票になりますので、それを踏まえて鶴岡市の方で実施してお

ります認定審査会の方で内容の方を確認して、その中で変わる場合もあるかもしれませんが、

基本的には本町の方でシステムから割り出されたものをそのまま鶴岡市の認定審査会の方

に図っているものでございます。 

それから内容についての公表については、住民の方には現在公表いたしていないところで

ございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） ４番 佐久間千佳委員。 

◯４ 番（佐久間千佳委員）  今の答弁ですと、先程の答弁と少しずれたような形で認識しまし

た。いわゆる調査票をもとに、コンピューターで割り出した介護認定の度合いを本町におい

ては操作していないという説明でありましたが、私がお伺いしたのはその先に認定審査会に

おいて引き上げたり引き下げたりしている事案が発生していないかどうかということをお

伺いしたわけであります。その辺の件数等分かれば、いわゆる本町のシステムが割り出した
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認定度と違う結果で来ているものがあるのか、ないのか、どのぐらいのパーセンテージで変

わっているのか、分かれば説明願いたいと思います。 

もう１点、公表されていないということでありました。公表されていない理由は何なのか、

その辺の、自治体間で違うということが大きいと思いますけれども、なぜ公表されないのか、

その辺の見解をお伺いしたいと思います。 

◯委員長（芳賀修一委員） 中條健康福祉課長。 

◯説明員（中條一之健康福祉課長） 今年度の認定審査については先程申し上げましたとおり

引き上げ等の件数はなかったということでございます。過去についての部分は私の方で認識

がまだできておりませんでしたので、この場では大変申し訳ありませんが、回答できないこ

とをご理解いただきたいと思います。 

それから、公表につきましての理由につきましては、プライバシー等の問題、個人情報等

の関係もありまして、一部公表できないというふうに理解をしているところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） それではまず初めに、国民健康保険特別会計の方から質問をいたし

ます。 

107 ページ、一般管理費の中に次年度からオンライン資格確認等システム運営負担金とい

うものが出てきたようでありますけれども、この中身を教えて下さい。 

続きまして、110 ページ。出産育児一時金というのが 168 万円、今年度でありますと 210

万円ということで減額になっているようであります。民生費の方の出産祝い金の方は増えて

いるということで、新しく令和２年度はお子さんが、赤ちゃんがたくさん生まれるのかなと

考えていましたが、一時金の方は減額になっているということで、この辺理由を教えていた

だきたいと思います。 

次に農業集落排水事業特別会計で、154 ページ。この中にあります施設管理費で下の方に

ありますけれども、農業集落排水事業設計業務委託料ということで、本年度に比べましたけ

れどもかなり多くなっているようであります。令和２年度の内容を教えてください。 

続きまして、下水道事業特別会計の方で、170 ページ。一般管理費に自動車損害保険料と

いうのが増えているようであります。その下に町有自動車損害共済加入分担金ということで、

似たようなものが二つあるのですけれども、上の方の自動車損害保険料との違いが分かりま

せんので、これを一つお願いしたいと思います。 

また、その下にあります料金徴収等業務委託料ということで、今年度に比べると次年度は

料金が下がっていると、委託料は普通に考えると上がっていくのが普通なのかなと思います

けれども、その辺理由を教えてください。 

最後 171 ページ、事業費の中で、特定環境保全公共下水道事業設計業務委託料とその下の

管路布設等工事請負費、仕事の内容、設計もそうですね、かなり増えているので、この辺の

内容も教えてください。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  ２点ございました。まず 107ページのオンライン資格確認等
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システム運営負担金につきましては、阿部国保係長よりご説明申し上げます。 

それから、もう１点の出産育児一時金、令和２年度、１件減らさせていただいたところで

す。なかなか国保財政厳しい中でできれば実績に見合ったような予算化ということを狙って

おりまして、ここ３年間、平成２９年以降ですが、４件、３件、４件というふうに推移して

おります。まず、国保の加入者の中での出産育児金ですので、国保加入者そのものが若い世

代ですと少ないということもありまして、少なく推移していることから、今回１名減らしま

して、４人分を見させていただいたところでございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 阿部国保係長。 

◯説明員（阿部正和国保係長） 私の方からはオンライン資格確認等システム運営負担金のこ

とについて説明いたします。これについては令和３年３月より開始されます、オンライン資

格確認に要する費用としまして、各市町村が加入者一人あたり約 1.6円を負担するもので、

内容としましては中間サーバーの運営費に充てるものになっております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 初めに 154ページ、農業集落排水事業特別会計の方の業務

委託の関係でございます。これにつきましては昨年度まで行っておりました機能診断業務を

終え、令和２年度において最適化整備構想を作成するということで計上しているところです。

最適化整備構想につきましては、要は長寿命化計画の関連でございます。機能を診断した上

で、この内容を確定し、長寿命化計画を策定するということになっております。この委託料

でございます。 

次に、下水道事業特別会計の方の 170 ページ、自動車損害保険料、下の方に町有自動車損

害共済加入分担金とございます。この中身についてです。自動車損害保険料につきましては、

事故等の関係によりその経費が少し上がってございます。下の方の町有自動車損害保険料に

つきましては、事務としてパトロール用に使っております車両が１台ございますので、この

旨の損害共済加入料負担金でございます。また、その下の方の料金徴収等業務委託料でござ

いますが、これについては予測される湧水水量、処理水量、これによって一応委託金を決定

しているところでございます。農業集落排水等使用量も不足になってございますので、そう

いったものを見合わせた上での委託の算定となっているところでございます。 

また、171 ページの方の最上川下流流域下水道庄内処理区建設負担金、及びこちらの方の

内容でございますが、流域下水道の処理区の関係で、施設の長寿命化等こういった部分で工

事があります。この部分で示されている金額を計上しているところです。長寿命化に基づく

形として令和２年度におきましては、管渠の調査、及びマンホール蓋の更新、管路施設の耐

震化工事関係、こういったものがございます。こういったものの費用負担ということになっ

ております。 

特定環境保全公共下水道事業設計業務委託料でございます。この内容については丸山建設

環境課長補佐よりご説明申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 丸山建設環境課長補佐。 

◯説明員（丸山誠司建設環境課長補佐）  下水道事業におきまして、令和２年度に予定しており
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ます、特定環境保全公共下水道事業設計業務委託料につきましては、一番大きなものとして

は、下水道のマンホールポンプ施設の改築設計業務でございます。こちらの内容につきまし

ては、平成３０年度に計画をいたしましたストックマネジメント計画に基づく改築設計業務

であります。 

内容としては、下水道のマンホールポンプ場１ヵ所、またそれと関係する電気の配電設備、

ならびにマンホールポンプ場におけるマンホール蓋の交換、そういったものを予定しており

ますが、そのための設計業務であります。 

あと、来年度におきまして下水道事業計画の変更業務を予定しております。これは令和３

年度から５ヵ年計画のものでありまして、現計画を更新するための経費であります。 

続きまして、工事費につきましては、例年同様公共雨水桝取付管の新設工事を予定してお

るわけですが、それに加えまして、先程設計業務でもお話しました下水道マンホールポンプ

等の改築工事を令和２年度中に行うというものであります。 

あと、令和２年度に本管の新設等が予想される部分に対して予算計上を行っているという

ようなものが主な内容になっております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ５番 町野昌弘委員。 

◯５ 番（町野昌弘委員） まず国民健康保険の方でオンライン資格システム、中間サーバーの

管理費ということでありますけれども、このオンライン資格というのは、なれば何がどう変

わるのか、どういうふうに便利になるのか、この辺の中身をもう少し詳しく教えてください。 

あと、農業集落排水の方で、今年度設計業務委託が長寿命化に向けてと、成田新田が平成

４年度からあって、もう３０年近くなるわけでありますので、長寿命化が必要かと思います。

この長寿命化は全路線を１回で行うのか、何年かに分けて行うのか、令和２年度の長寿命化

の計画はどの範囲なのか教えてください。 

◯委員長（芳賀修一委員） 五十嵐町民課長。 

◯説明員（五十嵐礼子町民課長）  オンライン化による、どのように良くなるのかといった内容

でございました。内容につきまして、阿部国保係長よりご説明申し上げます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 阿部国保係長。 

◯説明員（阿部正和国保係長） オンライン化によりまして、まず第一に、照会した時点で何の

保険に入っているか、また７０歳以上の方ですと負担割合がいくらで、１割なのか３割なの

かをすぐにその場で照会することができます。保険証ですと、発行に時間がかかったりしま

して、請求の誤りが生じていまして、このオンライン確認を行うことによりまして、請求誤

りの減少が見込まれます。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 委託の箇所についてでございますが、これについては全施

設、及び小規模排水の門前地区、こちらも含んでの業務委託となっております。以上です。 

◯委員長（芳賀修一委員） ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） 私から１点だけ、農業集落排水事業に関してですけれども、152 ペ

ージ、歳入の使用料の設定に関してです。 
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令和元年度の補正でも数字がいろいろ出ました。とにかく、農業集落排水に関しては利用

者が減っていると、毎年５０人近くずつ減っているという中で、当然その使用料、利用も減

って使用量も減ると、あるいは機器の進化ということもありました。今回の使用料について

は 3,774 万 8,000 円ですが、先日補正なった金額、3,676 万 7,000 円からは増額になってい

ます。順調にと言っては変な言い方ですけれども、今までの流れから言えば、前年の実績よ

りさらに減額していくというのが本来の数字なのかなと。それの関わりで当然一般会計から

の繰入金が増えざるを得ないと、その関係にあるわけですが、その利用料、この金額に設定

した根拠についておかしいのではないかなという疑念を持ちましたので、説明をお願いしま

す。 

◯委員長（芳賀修一委員） 加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 使用料の関係でございます。委員がおっしゃられるとおり

部分について使用料の確認ですけれども、一応予算を作成した段階での状況といたしまして

は、ここに掲げた形での推移を計上していたのですが、補正に対して最終的に出てきたもの

がやはりもっと減ったということで、内容的には少しずれたような形になってございます。

若干人口の変動なものですから、推移については推計を立てて行っているところなのですが、

そんなに減らないのかなということもございまして、現在このような当初予算の使用料の算

定をいたしたところでございます。今後なお、人口の変動の部分、要因等もう少し詳しく見

直ししてまいりたいと考えてございます。 

◯委員長（芳賀修一委員）  ９番 梅津 博委員。 

◯９ 番（梅津 博委員） 特別会計単独での収支という形になりますが、要するに関わりとし

ては一般会計からの繰り入れというものが関わってくるわけでありまして、令和元年度は年

度末での補正になったわけですが、人口的な減少というものは、なかなか歯止めはかからな

いし、それ以上に使用料の減少も進んでいく、その傾向は当然変わらないのだろうと思いま

す。その辺、予算編成等の時期の前後でこういった結果になったのかと、今説明を受けた段

階では承知しましたけれども、当然冷静な分析を重ねた段階ではこの数字は違ってくるのだ

ろうと思います。補正に関して年度末ということではなく、分かり次第といいますか、傾向

が見え次第、一般会計との関わりの中で影響が出てくるわけですので、早めの対応の是正と

言いますか、それを心がけるべきだと思いますけれども、その点いかがでしょうか。 

◯委員長（芳賀修一委員）  加藤建設環境課長。 

◯説明員（加藤直吉建設環境課長） 使用料の徴収といたしましては鶴岡市の方へ業務委託を

しているところです。おっしゃるとおりこの状況の変化、これについては敏感になっていか

なければならないと考えてございます。その内容を踏まえまして、補正等なりの対応にさせ

ていただきたいと考えてございます。 

◯委員長（芳賀修一委員） 進行にご協力をお願いします。 

◯委員長（芳賀修一委員） 以上で、第四審査区分の審査を終了します。 

◯委員長（芳賀修一委員） これをもって、令和２年度各会計予算の審査を終了しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） これから、本委員会に付託された議第８号から議第１３号まで、以
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上６件を採決します。 

この採決は、１件ごとにそれぞれ区分して行います。 

最初に、議第８号「令和２年度三川町一般会計予算」の件は、原案のとおり可決すべきも

のと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

◯委員長（芳賀修一委員） 起立全員であります。したがって、議第８号は原案を可決すべきも

のと決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、議第９号「令和２度三川町国民健康保険特別会計予算」の件

は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

◯委員長（芳賀修一委員） 起立全員であります。したがって、議第９号は原案を可決すべきも

のと決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、議第１０号「令和２年度三川町後期高齢者医療特別会計予

算」の件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

◯委員長（芳賀修一委員） 起立全員であります。したがって、議第１０号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、議第１１号「令和２年度三川町介護保険特別会計予算」の件

は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

◯委員長（芳賀修一委員） 起立全員であります。したがって、議第１１号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、議第１２号「令和２年度三川町農業集落排水事業特別会計予

算」の件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

◯委員長（芳賀修一委員） 起立全員であります。したがって、議第１２号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 次に、議第１３号「令和２年度三川町下水道事業特別会計予算」の

件は、原案のとおり可決すべきものと決定することに賛成の委員の起立を求めます。 

（起立 ７ 名 不起立 ０ 名） 

◯委員長（芳賀修一委員） 起立全員であります。したがって、議第１３号は原案を可決すべき

ものと決定しました。 

◯委員長（芳賀修一委員） 以上で、本委員会に付託された事件の審査を終了いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

これをもって、予算審査特別委員会を閉会します。 

 

（午後 ２時５２分） 
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 三川町議会委員会条例第２６条第１項の規定により、 

ここに署名する。 

 

 

 

令和２年３月１６日 

 

 

三川町予算審査特別委員会委員長 

 

 

 

 

 

 


